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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき










　むかし、結けつ婚こんする気のない王様がありました。

　その王様があるとき窓際に立ったとき、教会へ行く人々の中に、たいそう美しい娘むすめがいるのを見つけて、王様はそれまでの考えをあっという間に捨ててその娘と結婚しました。

　一年ののち、お妃きさきは王おう子じを産みました。王様は誰を名付け親にしようかと考えましたが、

「これから外に出かけ、一番最初に私と出会った者を、誰であっても名付け親にしよう」

　と決めました。

　王様と一番最初に出会ったのは、貧乏神のようなみすぼらしい爺じいさんでした。しかし王様は自分の考えどおり、その人に名付け親を頼みました。

　貧乏人は、赤ん坊を自分が一人で教会に連れて行って、教会を締め切り、誰も覗のぞかないようにしてくれるなら承知しましょうと言い、そのとおりにされました。しかし王様の家来の中に庭師がいて、この男はたいそう腹黒く、爺さんの後をこっそりつけて行って、教会の椅い子すの下に隠かくれました。

　爺さんは赤ん坊を祭さい壇だんに連れていって祝福し、この子の願いは何でもそのとおりになるという、神様の賜たまわりものを授けました。庭師は、もしこの子供を手に入れれば、どれだけうまい汁にありつけるだろうかと考えました。

　あるとき、庭師はお妃が王子を抱だいて庭にいるところを襲って王子を奪い取り、お妃の口につぶした鶏にわとりの血を塗りつけました。そしてお妃きさきが庭で王おう子じを殺し、食べてしまったのを見たと王様に訴えました。

　王様はお妃を牢ろう屋やに放り込みました。まんまと王子を手に入れた庭師は、赤ん坊を遠くの森にいる森番のところへやって、育ててもらうことにしました。

　王子は狩りを習いながら育ちました。

　森番にはリーゼという美しい娘むすめがいて、二人は大の仲良しでした。

　リーゼはあるとき、王子に、「実はあなたは王子で、願うことは何でもかなうようになっているのよ」と秘密のことを教えました。それから間もなくして、庭師が森番のところへやって来たので、王子は「庭師はむく犬になりますように、リーゼはなでしこの花になりますように」と祈いのりました。

　王子は、そのなでしこを上着の胸にさし、むく犬を否いや応おうなしに連れて、自分の生まれた国へ向かいました。

　そして王子はお父様の御ご殿てんへ行って、狩人かりうどとして働きはじめました。

　王子は願い事をするだけで獣けものが目の前にやって来るので、射てない獣がなく、すぐに王様から特別な御ご寵ちよう愛あいを受けるようになりました。しかしこの狩人は全くお給料を望まず、ただ自分の住む小さな部屋だけをもらって、食べ物も自分で用意すると言って望まないのでした。

　この狩人がお給料なしで奉ほう公こうするのは仲間の狩人たちにも不思議に思われたので、そっとついて行って、部屋を鍵穴から覗のぞく者もありました。

　すると新しん参ざんのその狩人は、大変なご馳ち走そうの並んだ食卓に、美しい娘と座り、楽しげに過ごしていました。この食事は王子が祈り出したもので、娘は仲良しのリーゼです。王子はいつも自分一人だけのときはリーゼを元の姿に戻し、外に出るときはまたなでしこの花に変えて、水の入ったコップにさしておくのでした。

　仲間たちは、新参の狩人がたいそうなお宝を持っているに違いないと思って、当人が留る守すの間に鍵をこじ開けて部屋に入り込みました。しかし部屋には、窓際のなでしこの花以外には、何一つありませんでした。

　しかしその花がとても美しかったので、王様に差し出したものがありました。王様はその花がたいへん気に入って、新参の狩人に、これをもらいたいと所しよ望もうしました。しかしそれは大事なリーゼなのですから、いくら王様でも、いくら金貨をいただいても差し上げるわけにはいかないと、お断りしました。

　しかしいくら断っても、王様は後に引きません。

　そこで狩人は、これまで隠かくしていたことを残らず王様に打ち明け、自分が王様の実の子供であることもお話しました。

　王様は心底お喜びになり、お妃は牢ろうから出され、リーゼは王子のお嫁よめさんになりました。

　けれども神様をおそれない庭師は罰として生しよう涯がいむく犬の姿でいることになり、いつでも召使いたちから、机の下に蹴けり込まれることになったのでした。




　………………







　　　間章　　おわれない花







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無む慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　……金かな森もり梢枝こずえは、泣いていた。

　父親と口論をし、そして彼が自分や妹のみならず、妹の彼氏までをも悪あし様ざまに言った言葉を本人に聞かれて、悲しみに暮れて泣いていた。

　悔くやしくて、情けなくて、申し訳なくて、二階の居間に閉じこもって泣いていた。母親が家を出て行った長い間、ずっと姉妹二人しか使う者のなかった────そして今や梢枝以外には使う者のなくなってしまった、団だん欒らんのために造られた部屋で、明かりも点つけずに泣いていた。

　ひたすらに、声を殺して。

　いま家にいる誰にも、聞かれないように。気づかれないように。

　真っ暗な部屋の中で、クッションを抱だき締めて。そして抱き締めたクッションに、深く深く顔をうずめ、涙なみだと嗚お咽えつの音をその中にうずめ込んで、悲嘆と暗くら闇やみの中に、たった一人で座り込んでいた。




　ひっ……ひっ……




　胸が、肺が、喉のどが痙けい攣れんして、空気をしゃくり上げた。

　その湿しめっぽくも甲かん高だかい音と、途と切ぎれ途切れの呼吸の音は、分厚く柔やわらかいクッションによって殺されて、くぐもった小さな音となって部屋の闇に漏もれていた。

　クッションの中で眼球が熱っぽく涙を流し、肺が湿った悲しみを吐はき出していた。それでもなお胸の中には吐き出しきれない量の、喉に詰まるほどの悲しみが溢あふれていて、綿わたでも詰め込んだかのように心臓を重く圧迫していた。

　胸を満たす悲しみ。嘆き。

　そして────さらに、憎にくしみも。

　クッションで顔を覆おおった梢枝こずえの胸の中には、悲しみと憎しみの入り混じった、どろどろと熱い父親への感情があった。それは例えるなら、腐ふ敗はい熱を発し、液状に腐くさり果てた思いが、心臓の辺りに溜とどまって、吐き気を催もよおしているような感覚だった。

　胸が悪くなるような、澱よどみきった憎ぞう悪お。

　梢枝は、もうそれこそ十数年にわたって、自分の父親を憎み、怒り、軽けい蔑べつし、そしてそれでも無視することも捨てることもできずに、疎うとみ、悲しみ、また幻滅し続けていた。

　父親らしいことを何もしない、それどころか人間として尊敬できる部分がまるでない、自分たち姉妹の父を。裏切った母親に執しゆう着ちやくし続ける未み練れんがましさも、母親への苛いら立だちを自分の娘むすめたちに向ける理り不ふ尽じんさも、自分の都合と感情と要求しか口にしない身勝手さも、それでいて家の外では借りてきた猫ねこのようになる卑ひ劣れつさも、梢枝は泣きたくなるほど嫌きらいだった。

　そして、それでも母親のように、自分の中で完全に切り捨ててしまえないことも。

　家を出て行った母親と違い、いつも家にいて、仮にも家に金を入れている父親は、どんなに不快で情けなくとも、関わり続けなければいけない存在だった。

　少なくとも、これまではずっと、そうだった。

　まだ子供だった頃から、まだ妹を連れて自立するだけのお金がないこれまで。梢枝はいつか妹を連れてこの家を出てゆくことを固く誓ちかい、自分を押し殺してその準備をしながら、ずっと妹を庇かばって、この家という牢ろう獄ごくで過ごしてきたのだった。

　身勝手で、父親失格の、あの男の存在に耐えながら。

　しかし妹が死んだ今、もうそんな必要もなくなった。

　だが同時に梢枝は生き甲が斐いも、そのために費やしてきた時間も、何もかも失ってしまった。この家に残る理由と同時に、この家を出る理由も失って、悲嘆と絶望の中で、梢枝は無む為いに日々を過ごしてきた。

　せめて父母が悲しみと反省でも見せれば、溜りゆう飲いんも下がっただろう。

　しかし両親は共にいくらかの悲しみは見せたものの、これまでの自分たちの行いを反省する様子は微み塵じんも見せず、梢枝こずえをさらに落らく胆たんさせた。

　そして今、何だかんだであの男が最も愛していたのであろう母が死に、少しは梢枝の気持ちが理解できるだろうかと期待したが、父は代わりに自分の娘むすめを責めた。

『お前らのせいだろうが！　秋あき子こが死んだのは!!』

　父の放った言葉。琴こと里りの自殺によってただでさえ悪かった世間体ていはさらに悪化し、挙句に琴里の自殺が彼ら両親のせいだという陰口は公然の見解になっていたが、母が琴里と同じように電車に飛び込んで死んだのは、それが原因だと父は言ったのだ。

　……情けなかった。

　あの男が親であることが、情けなかった。

　娘に対する言葉とは思えない、あの男の言葉が悔くやしくて悲しかった。

　そしてそんなあの男が口走った、琴里の自殺の原因が、石いし田だ臣しんたちにもあるというあの心無い言葉が、もはや詫わびる言葉も思いつかないくらい申し訳なかった。




　ごめんなさい。

　ごめんなさい。




　心の中で、何度も謝った。

　臣だけではなく、琴里にも、一かず真まにも、そして琴里を愛し目をかけてくれた全すべての人に対して、梢枝は心の中で必死になって謝った。

　琴里は死んだ。守れなかった。

　それだけではない。死んだ人は帰って来ないが、それでもまだ残っている、『死んでしまった琴里の名めい誉よ』までもが、あの男に汚けがされたのだ。

　琴里の死を、あの男は罵ののしった。

　つまり彼女を愛してくれた全ての人々の存在を、思いを、あの男は踏みにじったのだ。

　この家はこんな有様で、琴里はあのような子だったので、決して琴里を愛してくれた人は多くはなかった。しかしだからこそ琴里を愛してくれた人々に梢枝は心から感謝していて、彼らのためにも琴里を守らなければいけないと、ずっと思っていたのだ。

　琴里を立派に育て、幸せに一人立ちさせ、愛する人に引き継ぐ。

　それだけが、こんな家に育った琴里に良くしてくれた、みんなに報むくいることができる、たった一つのことだと思っていた。

　だがもう、それも叶かなわない。

　どう謝ればいいかもわからない。そしてそんな琴こと里りを失ったみんなの思いを、恩義を、さらには存在そのものを、あろうことか実の父親が踏みにじったのだ。

　情けない。本当に情けない。

　父の中傷は悪意でさえない。ただひたすらの卑ひ小しようさと、愚おろかさだ。

　あの言行はただ自分と、とっくに地に堕おちている世間体ていと、未練がましい自意識を守ろうとしているだけの見当違いの行為だ。そんなものに大事な妹と、それだけではなく、あんな男とは比べ物にならないほど立派なみんなが貶おとしめられてしまった。詫わびても詫びてもまだ足りない。




　ごめんなさい。

　ごめんなさい。




　情けなさと悔くやしさに胸を焼かれ、顔を覆おおって、梢枝こずえはむせび泣いた。

　部屋の中に密閉されている、じっとりと蒸し暑い暗くら闇やみの中に、梢枝はただ心と体を浸すように沈めて、床ゆかに座り込んで泣いていた。

　体の芯しんから悲嘆が湧わいて、悪お寒かんにも似た感かん触しよくで、体中の身の内が責め立てられていた。

　悲嘆と憎ぞう悪おと罪悪感が神経を侵す、死んで詫びた方が楽なのではないかと思うほどの心身の苦痛が、じんわりと毒のように、骨の髄ずいから肉の内までを搔かき回す。




　ごめんなさい。

　ごめんなさい。

　ごめんなさい。




　湧わき出す涙なみだが、目と、鼻の奥を焼いた。

　そうだ、死んだ方いい。そんな思いが、胸の中に広がった。

　死んで詫びた方がいい。それしかもう自分には、謝る方法はない。

　暗闇の中でむせび泣く梢枝の頭の中で、その思いは、どんどんと大きく膨ふくらんでいった。

「………………」

　部屋に落ちる、湿しめっぽい沈ちん黙もく。

　そんな沈黙の末、梢枝のすすり泣きは徐じよ々じよに小さくなり、両腕うでで抱かかえて顔を覆っているクッションが、ゆっくりと下に降りていった。

　現れたのは泣くのをやめた顔ではなく、泣きはらした、虚うつろな目。

　その虚ろな視線がゆっくりと横に向くと、影の色に満たされた視界がゆっくりと巡めぐって、部屋に置かれたテーブルと、その上にある物の、霞かすんだシルエットをぼんやりと捉とらえた。

　隅すみに寄せられた、家族用としてはやや小ぶりなテーブル。

　そしてその上に置かれている、少し歪いびつな丸をした果物くだものと、一本の果物ナイフ。

　果物は桃ももだった。死んだ琴こと里りが大好きで、不器用な彼女に代わってよく切ってあげた。彼女が死んでから見かけるたびについ買ってしまうのだが、食べようとしても胸が一杯になって食べられず、結局腐くさらせてしまうばかりを繰り返していた。

「……っ」

　胸に重い痛み。その重さに引き降ろされるように、視線が下のナイフに向いた。

　木製の鞘さやがついた果物ナイフ。それがテーブルの上で、黒と灰色の世界の中に、影となってぽつりと沈んでいた。

　ゆっくりとテーブルへにじり寄って、その上へと手を伸ばした。

　木の柄えに指先が触ふれ、取り上げて握にぎり締め、震ふるえる手に力を入れて鞘を外すと、最初「かちっ」と、そしてゆっくり鞘から抜き出す間、鞘の内側に刃やいばが触れて、「かちゃかちゃ」と微かすかな音を立てた。

　抜き出される刃。震える手。震える呼吸。

　ぽろりと鞘を取り落とす。ステンレスの刃が屹きつ立りつする。

　先せん端たんを凝ぎよう視しした。鋭い切っ先が震えていた。滑なめらかな刃はろくに見えない暗くら闇やみの中で、それでもぬめりとした、暗い光こう沢たくを放っているように見えた。

　その刃を────自分の、喉のどに。

「っ！」

　突き立てる自分をイメージしたが、震えるばかりで、手はそれ以上動かなかった。

「う…………！」

　ただ大きく目を見開いて、じっと刃の先端を見つめた。張り詰めた緊張と、乱れた息。この期ごに及んで死ぬのが怖くて、そんな自分が、あまりにも情けなくて悲しかった。

　と────




　ばしん!!




「ひっ!?」

　その時、窓ガラスが突然外から激しく叩たたかれ、梢枝こずえは悲鳴を上げて飛び上がった。

　びくっ、とナイフを握り締めたまま振り向いた。その視線の先には、ベランダの物干し台に続いている、カーテンの閉められていない大窓が聳そびえて、上半分のガラスと下半分の擦すりガラスに真っ黒な夜の色を映していた。

「………………！」

　どっ、どっ、どっ、と心臓が音を立て、心臓の形が分かりそうなほど激しく鳴っていた。

　驚きのあまり胸が痛い。だがその原因になった窓の様子はあまりにも平静で、暗さに色彩を剝はく奪だつされた部屋の光景の中に、それ以上の闇やみと静けさを湛たたえて立っているだけだった。

　……何だろう？　またカラスだろうか。

　状況のせいでひどく驚いてしまい、まだ心臓が動揺したままだったが、こういったことはたまにあった。最近はカラスが増え、この物干し台にもやって来て、迷めい惑わくしていたのだ。

　騒そう音おんを立てることも多かった。何だか急に現実に引き戻された気がした。

　梢枝こずえは家を預かる者としての義務感から、のろのろと立ち上がり、窓へと向かった。

「……う」

　暗くら闇やみの中、引きずるような足取りで、窓を確認しに行く。

　続けざまの悲しみと驚きのせいで心身が消しよう耗もうしていた。ひどく体が重く感じた。

　梢枝はガラスに近づくが、暗いばかりで、何も分からない。仕方なく暗闇の中に僅わずかに見えているシルエットを頼りに、窓の鍵を手て探さぐりして外し、カラ、と音を立てて窓を開ける。




　ばたばたばたっ!!




　とその一いつ瞬しゆん、足元で小さな影が激しく暴れた。

「きゃ！」

　思わず声を上げ、ぎょっとして一歩下がり足元を見ると、物干し台の上に首の折れたカラスが、得体の知れない塊かたまりにしか見えない形で断だん末まつ魔まの痙けい攣れんをして横たわっていた。

「…………あ……」

　それを認めた瞬しゆん間かん、嫌けん悪お感かんを遙はるかに超えて疲れた心が、無感動にそれを見下ろした。

　窓にぶつかったらしいカラス。もうひくひくとしか動かないカラス。怖さも気持ち悪さも、もはや感じなかった。ただ「どうしよう」とぼんやりとした頭で考え、そして同時に頭の片かた隅すみで……また、〝死〟だと、漫まん然ぜんとそんなことを思った。

　…………その時だった。







『──────お姉ちゃん』







「…………………………!!」

　ぞっ、と突然背後から少女の声が囁ささやいて、瞬間、背筋に激しい悪お寒かんが駆かけ上がった。

　背後の闇から聞こえてきた、小さく、くぐもった、しかし異様にはっきりと聞こえた声。

　それは耳に入った途と端たん、不ふ吉きつな響きとして脳から全身に広がって、皮ひ膚ふという皮膚の産うぶ毛げが逆さか立だち、肌はだという肌に鳥肌が広がった。

　瞬しゆん時じに理解した。

　たったいま背後の冷たい暗くら闇やみからかけられた声は、あってはならない声だった。

　その声も、その呼び方も、知っている声だった。忘れもしない、忘れるわけもない、しかし記き憶おくの中以外ではあってはならない、その自分を呼んだ、〝声〟。




　死んだ妹の、声。




　理解した途と端たん、全身が硬直した。

　背後に気配を感じた。いつの間にか、部屋の空気が一変していた。

　背中に冷たい圧迫。その不ふ吉きつな気配に引き寄せられるように、意識と皮ひ膚ふ感覚が背中へ向かい、背後に広がる様子を、脳のう裏りがはっきりと描き出した。

　暗闇に覆おおわれた空からっぽの部屋を。ぴったりと閉じた入口のドアを。

　そしてそのドアの向こう、部屋の前に立っている────体温も息遣づかいも感じられない、声だけをかけてきた少女の気配を。

　自分を呼んだ〝モノ〟の、気配を。

　それを感じながら立ち尽くした背中に、びっしりと冷たい汗あせが浮いて、何かを差し込まれたように硬直した全身は動けば腰こしが抜けそうで、振り返ることもできなかった。

「……あ…………あ……!!」

　きりきりと頭の中が、真っ白な怯おびえに塗り潰つぶされる。

　怯えと、そして罪悪感も。頭の中はそれらの色に塗りたくられた一つの考えで、一杯に埋め尽くされていた。

　ただ、〝死〟だ。そう思った。

　死んだ妹が来て、いま部屋の前にいる。ならばその理由は、一つしかない。

　かちゃっ、

　後ろで、小さな物音。

　ドアノブを回す音。みるみる緊張が高まり、息が詰まって、そんな中ドアがゆっくりと音もなく開いて、流れ込むように動いた空気が、そーっと背中に触ふれた。

　ドアから露出した廊ろう下かの暗闇の気配が、深く、暗く、重く、広がる。

　みし、と物音。そしてその膨ぼう大だいな虚うつろを背に、体温のない少女の気配が、声もなく、息遣いもなく、ただ虚ろに、冷たく立った。




「──────────────────っ!!」




　心が悲鳴を上げた。全身が硬直した。

　動かない体。しかしそんな体に必死で力を入れ、無理矢理に両手を動かして、ぶるぶると震ふるえる両腕うでを何とか胸の高さまで持ち上げた。

　その手に握にぎられた、果物くだものナイフ。

　恐怖に満ちた確信があった。今こうして死んだ妹が現れた、その理由だ。




　裁きに来たのだ。私を。




　間違いなかった。死んで償つぐなうべきでありながら死を怖がった、そんな自分の罪が、今こうして責められているのだ。

　死んで償えと責められているのだ。

　誤ご魔ま化かすな。逃げるな。己の罪を知れ。ちゃんと本当に死んで詫わびるのだ、と。

　妹は私が殺したようなもの。もう取り返しがつかない。そして取り返しのつかない罪の償いは、やはり死以外では購あがなえないのだ。

　言葉もない。涙なみだが出た。

　涙を流し、心の中で何度も謝りながら、激しく震える両手で握り締めた果物ナイフを自分に向け、震える切っ先を喉のどに触ふれさせた。

　容易たやすく皮ひ膚ふに刺さるほど尖とがった、硬く冷たい先せん端たんが、喉の皮膚に触さわる。

　ちくりとした痛み。しかし簡単に皮を切り開く鋭さの先端は、そのままぶるぶると細かく震えて、何度も喉を引っ搔かいて傷つけ、傷ついた皮を引っ掛けた。

「う…………!!」

　痛い！　怖い！

　涙が溢あふれる。鋭い刃物の先端で小さく搔かき毟むしられた喉から、血が滲にじみ出し、胸元へと伝うのを感じた。

　力を込めて刺そうとしても、肉に刃が入り込んだ瞬しゆん間かんの痛みに、すぐさま腕の力が萎なえてそれ以上はできなかった。皮膚のすぐ下にある固い喉の中身にナイフの先端を軽く押し込もうとしただけで、その圧迫にえずきがこみ上げて、喉の奥が逆流しそうになった。

「う……え……！」

　もう目の前に見えるのは、涙ばかり。

　これ以上は無理だ。怖い。痛い。苦しい。

　だが思わず喉元から手が下がりそうになったその途と端たん────




　みし、




　と背後の闇やみに立つ気配が、一歩こちらへと足を踏み出した。

「!!」

　それを感じた瞬しゆん間かん、背中に触ふれる冷たい圧迫に本能が悲鳴を上げて、びくっ、と体中が硬直し、ナイフを握にぎった腕うでに異常な力が入った。




　ぶつっ、




　と途と端たんに刃やいばの先せん端たんが、皮ひ膚ふを破って喉のどの固い肉の中に潜もぐり込んだ。

「ひぐ……!!」

　ごりっ、と骨とも筋ともつかない固い喉の中身に切っ先が食い込み、重く強い痛みが喉を貫いて、そして痙けい攣れんするような嘔おう吐と感かんが喉の奥にせり上がった。

「げ…………えっ……えぐっ……！」

　喉が絞しぼり上げられた。ぼろぼろと目から涙なみだがこぼれた。

　えずきで息が止まり、吸いも吐はきもできない肺に溜たまった空気の逆流で、喉が溺おぼれて、ごぼごぼと喘あえいだ。

〝死〟。真まっ赤かに染まった意識の中に、はっきりとその言葉が浮かんだ。

　苦痛と圧迫によって喉がぐびぐびと痙攣するたび、突き刺さった刃の先端が肉をえぐって、熱く強い痛みを発した。

「……ぅえ…………げ……」

　硬直した両腕には痛いほど力が入り、その間にも切っ先は、徐じよ々じよに徐々に、ずぶずぶと喉の中に押し込まれていった。喉の肉をかきわけて切っ先が頸くびの中へと潜り込み、痙攣する喉自らが、潜り込んだナイフによって肉と血管を引き裂さいてみちみちと傷を拡げていった。




　みしっ、




　背後の冷たい気配が、なおも背中に近づく。

　すーっ、と背中に、とうとう冷たい手が伸ばされる。

「………………!!」

　その気配に怯おびえた身体からだはさらに竦すくんで硬直し、痛いほど力が入って震ふるえる両の手によって、喉に突き立てられたナイフの切っ先がさらに深く潜り込んだ。げっ、とせり上がる喉のえずきに強い痛みが混じり、口の中、鼻の奥に、痛みと共につんとした血の臭においが広がった。




　みしっ、




「!!」

　ずずっ、と刃やいばが、骨に達しようかというほど喉のどの肉に潜もぐり込む。

　足音と気配は、まるで死の断だん崖がいに押しやろうとしているかのように一歩一歩背後に近づき、そのたびごとに槌つちで打ち込まれているかのように、硬直した両腕うでが意思とは無関係に一歩一歩切っ先を押し込んでゆく。




　────許して……許して……！




　みしっ、




　ずずっ、




　心の中で許しを叫ぶが、震ふるえる腕は構わず喉を抉えぐり、喉の中に入っている固い鉄の感かん触しよくがとうとう電気が走るような痛みと共に頸くびを支える筋に食い込んだ。ごりっ、ごりっ、と腕はそのまま力まかせに筋を抉って動き、それに押し込まれた筋に引っぱられて、動かしてもいない頭が何度もがくがくと小さく傾かしいだ。

　そして梃て子この原理で、ナイフの先端が喉の奥を抉る。がりっ、と頸けい椎ついに達していた切っ先が骨を引っ搔かいて、苦痛によって湧わき上がる唾だ液えきが、完全に鉄の味に変わった。

　喉の奥からごぼごぼと血の泡あわがせり上がって、猛もう烈れつな血の味と共に口の中に溢あふれた。

　喉の傷から、ごぼっ、と音を立てて肺の空気が血の泡と共に漏もれ、窒息と苦痛で目の前と頭の中が、遠く真っ白になっていった。




　────許して……！　許して……




　みしっ、




　ずずっ、




　────許して……！　許して……！




　みしっ、




　ずずっ、




　────許して……！　ゆる……！




　みしっ、




　ずずずっ、




　────ゆ……　……




　みしっ、




　ずず……っ、ず……




　………………




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏うらで被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして悪夢の、続きが始まる。
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　　　六章　　長い長い空位







　　　　１




　────しん、




　と静まり返った、世界。

　ごくり、といやに大きな音を立てて自分の喉のどが、唾つばの塊かたまりを嚥えん下げした。

　手を伸ばす。扉とびらへ。

　扉の表面に、滲にじんだ輪りん郭かくの肌はだ色が映る。

　どっ、どっ……心臓の鼓こ動どうが早くなる。

　目が徐じよ々じよに、見開かれる。

　呼吸の音。

　震ふるえる指先。

　破は裂れつしそうなほど、張り詰めた意識。

　それらを感じながら、指先を扉の合わせ目へと。

　扉を開けて、中を確認するのだ。

　どうせ何もない。

　ないはずだ。

　ないはず。

　だが……

　その瞬しゆん間かん、ばたーん!!　と音を立てて内側から仏ぶつ壇だんが開き、中から倒れ込むようにして濡れた女の手が転がり出して腕うでを摑つかまれ──────




「うわああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　石いし田だ臣しんは、絶叫した。そして冷たく濡ぬれた感かん触しよくの〝それ〟を振り解ほどこうとパニック状態で腕を振り回した瞬間、想像よりも遙はるかに軽い手て応ごたえで腕が振り抜けて、仏壇から伸びた〝それ〟が、ばさっ、と音を立てて畳たたみの上に投げ出された。

「!!」

　かえってぎょっとするほど軽い、手て応ごたえと音。

「な……!?」

　思わず目を見開いて、引き攣つった表情で、〝それ〟を見下ろした。

　冷たい水すい滴てきを撒まき散らし、仏ぶつ壇だんから引き抜かれるように床ゆかの上に放り出された〝それ〟。

　たったいま自分の腕うでを摑つかんだと思った〝それ〟は一いつ瞬しゆん見えた気がしたあの白い手などではなく────しかし仏壇の中から伸びた〝手〟と奇き妙みように印象が被かぶる、肌はだのように白い一本の〝百合ゆりの花〟だった。

「……」

　ぽつん、と横たわる、それ。

　凍こおりついたような、沈ちん黙もくの中、ただ無言で見下ろした。

　今のは何だ？　頭の中を、混乱した記き憶おくと思考が駆かけ巡めぐる。

　手？　花？　仏壇の中から転がり出たこの〝花〟を、その白さのせいで見誤って、〝手〟と見間違えただけなのか？

　いや、それ以前に、どうしてこの花がここにある？

　つい今朝けさまで自分の部屋にあったはずの、しかしいつの間にか自分の部屋から姿を消していた、元々は自殺した彼女の学校の机に飾られていたこの白い百合の花が、どうして今この仏壇の中から出てきたのだ？

「…………………………」

　臣しんは目を見開いたまま、身じろぎもできず、凍ったように、ただ〝それ〟を見つめた。

　しかしそんな、一見静かに凍りついた臣の頭の中は、完全に混乱し、ほとんどパニック状態になった思考がまとまりなく荒れ狂い続けていた。

　手首にはありありと残っている、あの冷たく湿しめった〝手〟に摑まれた感かん触しよく。

　見えたと思った光景、摑まれたと思った感触、そしていま厳げん然ぜんと目の前に存在する花、全すべてがあり得ないものだった。

　全てを受け入れると発狂してしまいそうなほどの、記憶と感覚と現実の、切り刻まれた写真にも似たデタラメな寸断。

　いつの間にか鳥肌が立っていることに気づいた。納得しようと必死で考えるが、意識の深い部分が凍り付いて、思考は空転するばかり。埃ほこりを被ったように鈍にぶくくすんだ蛍けい光こう灯とうの明かりの中で、埃が染み付いたような仏ぶつ間まに、厭いやな予感を抱かかえたままたった一人、白い花を見つめて立ち尽くした。

　……と、その時だった。




　ぎしっ、




　立ち尽くしている背後、暗い廊ろう下かの向こうから軋きしむ音が聞こえた────気がした。

　それは人がいる家の中で、廊下を踏むような音だった。冷静に考えれば、それはこの場所で聞こえても何もおかしくはない当たり前の音と言ってよいものだったが、今の臣しんの精神状態は、背後から聞こえたその音に対して敏感に、過か剰じように反応した。

「……っ!!」

　ばっ、と弾はじかれたように顔を上げ、怯おびえに引き攣つった顔で後ろを振り返ったのだ。

　後ろにはくすんだ白い襖ふすまと、そこから切り取られたように暗い廊下と、そして居間に続いている廊下の曲がり角から漏もれる、ぼんやりとした白い光があった。

　そして────その一いつ瞬しゆん、見えてしまった。

　すうっ、と一瞬。廊下の向こうに垣かい間ま見える、階段を満たす真っ暗な暗くら闇やみの中に、真っ白に浮かび上がった裸足の足が────すうっ、と一瞬よぎって、二階へ向けて消えていったのが見えてしまったのだ。

「…………………………っ!!」

　息を吞のんだ。全身の毛が逆さか立だった。

　しかし視界を一瞬よぎった〝それ〟はすぐに陰へと消えてしまい、まさしく目の錯覚だったかのように、今は見える範囲に何も残っていなかった。

　あるのはただ、何かが滲にじみ出しそうに暗い、静まり返った廊下のみ。その光景を、自分の呼吸の音ばかり聞きながら、身じろぎもせずに、じっと見つめる。

　今のは何だ？　誰だ？

　梢枝こずえねえさん？　いや、梢枝は二階に上がったまま、降りて来てはいないはず。

　この家は、歩き回ればすぐ音でわかる。

　……いや待て。

　よく、思い出せ。

　いま階段の向こうに消えた足は、足音を立てていたか？　どれだけ足音を忍ばせようとしても軋んでしまうこの廊下と階段を、いま見えた足は、足音を立てて歩いていたか？

　自分はさっき、廊下が軋むような音を聞いて振り返った。

　だが、たったいま階段を上がっていた足の持ち主は、音を立てていたか？

　階段を登りきって、今まさに二階の廊下を歩いていなければならないはずの足音が、今、しているか？







『…………………………………………………………………………………………』







　静寂。

　ぞーっ、とそれに気づいた瞬しゆん間かん、周囲から廊ろう下かの奥まで満ちている静寂が、耳や肌はだから不ふ吉きつに冷たく染み込んできているような気がして、肌が撫なで上げられるように粟あわ立だった。

　肌に触ふれる空気が、どこかおかしい気がした。

　家の中に何かがいるのだ。この家の中の、満ちる空気そのものが軋きしんでいるかのような、家の中という名の空くう隙げきの中に、今まさに、何か得体の知れないものが存在している。

「…………………………！」

　静寂を、家の中の空気を、五感が、意識が、必死で探さぐる。

　しかし感じるのは、しん、と広がっている家の中の、虚うつろな暗くら闇やみと、空気ばかり。

　奥へと伸びている、空っぽの廊下の空気ばかり。明かりのついていない階段に広がる、脳に染み込んできそうなほどの、深く満ちる、暗闇ばかり。

　その奥へと、白い誰かの足は、消えた。

「……」

　ごくり。

　乾燥して張り付いた喉のどが、ねばつく空気の塊かたまりを、胃の中に嚥えん下げする。

　……確認、しなければ。いま自分が見た気がして、いま感じているものが、勘かん違ちがいであることを、この目で見て確認しなければ。

　廊下へ足を、踏み入れる。




　みし、




　と体重を乗せられた廊下の板が、想像以上に大きく軋み、空気の中に音を立てる。

　暗い廊下を、曲がり角と階段を、覗のぞき込むようにしながら、ゆっくりと廊下の中へ。

　ぼんやりと部屋を照らしている蛍けい光こう灯とうの光の中から自分の体が出て、廊下の暗闇の中へ、ゆっくりと入ってゆく。

　視野が動く。曲がり角の、奥が覗く。

　だがその途と端たん、覗いた奥に人間の頭が現れて────ぎょっ、と思わず、心臓が大きく跳はね上がった。

「……っ!!」

　胸が驚きで潰つぶれそうになる。しかし臣しんは、すぐにそれが梢枝こずえの親父おやじさんであることに気がついて、思わず舌した打うちしかけながら、腹立ち混じりの厳きびしい表情をして暗い階段の下に立つ彼へ近づいていった。

「……おじさん」

「うわ……！」

　髪かみも服装も半はん端ぱに乱れ、普段以上にみすぼらしい印象の、梢枝こずえの父親。

　背の低さはともかく、それ以上に内面の小人物っぷりが表に出ているとしか思えないしょぼくれた容姿の彼は、声をかけた臣しんの方を驚いて振り返り、眼鏡めがねの奥の怯おびえたような目をしばたたかせた。

「な、何だ」

　そしてすぐに自分の怯えを取り繕つくろうように声と態度を大きくし、真っ暗な階段を指差す。

「い、今のは梢枝だな？」

「……はい？」

　訝いぶかしげに臣。すると途と端たんにおじさんの目が泳ぎ、声と態度がしぼんだ。例えるなら間違いを指摘された子供のようだった。

「そ、そうか。見てないのか」

　もごもごと彼は、口の中で呟つぶやく。

「いや……な、なんでもないんだ。梢枝だな。梢枝だろう。まったくあいつは…………琴里に見えたじゃないか…………馬鹿らしい。何だ、まったく……」

　けしからん、とでも言いたげに、あらぬ方向の下を向いてぶつぶつと言う。しかし臣はそのくぐもった呟きの中にあった重要な言葉を、聞き逃さなかった。

「……琴里？」

「い、いや……」

　反射的に出た詰きつ問もんめいた言葉に、おじさんは慌あわてて何か言い訳じみたことを口にする。

　だが臣はそれどころではなかった。総そう毛け立だつような怖おそれと焦あせりが全身に広がって、臣はすぐさま彼を無視して、真っ暗な階段を駆かけ上がった。

　おじさんも〝あれ〟を見ていたのだ。そして少なくともあの足は、梢枝ではない。

　それ以上は考えないようにした。しかしそれでも厭いやな予感が猛もう烈れつな悪お寒かんとなって、臣の本能と、身体からだの芯しんとを激しく突き動かした。

　焦りと衝しよう動どうに駆られ、どん、どん、と数段飛ばしで階段を駆け上がる臣。

　空くう洞どうじみた木の廊ろう下かを蹴ける自分の足音を、聴覚と身体一杯に聞きながら、臣は見開いた目をひたと据すえて階段の上へと登り切る。

　そして二階の廊下へ目を向ける。登りきって目に入った、少なくとも梢枝がいるはずの二階は、廊下にも部屋にも全く明かりが点ついておらず、全すべてのドアが閉じられ、地下室と見み紛まごうばかりの暗闇だった。

　不ふ吉きつで不安で、死んだような暗くら闇やみ。

　つい先刻おじさんに怒ど鳴なられ、逃げるように二階に上がっていった梢枝の様子が、臣の脳のう裏りに蘇よみがえった。

「……ねえさん!!」

　臣しんは、呼びかける。しかし暗くら闇やみの中にわずかな反響を残して消えたその臣の呼びかけに、応こたえは返って来なかった。無人のような二階。

「梢枝こずえねえさん！」

　焦あせる。

　もう一度呼びかけて、暗闇に踏み込む。

　この廊ろう下かの突き当りが物干し台に面した二階リビングへのドアで、その脇わきのドアが梢枝の部屋。普通に考えればどちらかに梢枝がいるはずだ。

　梢枝を探し、踏み込む臣。

　そして暗闇の中にあるそれらのドアに、臣が近づいた時────




「……うっ!!」




　むっ、とその瞬しゆん間かん、たった今まで吸っていた空気とは別の、生なま臭ぐさく湿しつ気けた匂においが口と鼻の中いっぱいに流れ込んで、一いつ瞬しゆんうめきと共に息が止まった。

　血の臭い。

　空気を塗り潰つぶし、その味さえも感じてしまいそうな猛もう烈れつな血の臭においが、二階の廊下に広がる暗闇の中、いっぱいに溢あふれていた。

　もう間違えようもない、血の臭い。

　立ち尽くした。そして直後、凄すさまじい不安が、恐怖に近い形で爆発した。

「ねえさん!?　ねえさん!!」

　叫んだ。走った。

　短い廊下の端はしに行き当たり、正面のドアの、脇のドアのドアノブを摑つかんで乱暴に回したが、ドアは少しも開く気配がなかった。名前を呼びながらドアがたわみそうなほど叩たたいたが、返事はなかった。ドア一枚隔へだてた中には死んだような沈ちん黙もくと、むせ返るような血の臭いが、広がっているばかりだった。

　どん！　と思い切り、ドアに肩かたから身体からだを叩きつけた。

　しかしドアはびくともしない。その騒さわぎを後ろから、おじさんが不安そうな様子でそっと覗のぞき込んだ。

「な……何だ……これは血か？　血の臭いか？」

　今にも階段に引っ込んでしまいそうな、態度と声。

　臣はその、この家の主人の不ふ甲が斐いなさへの怒りを感じて、そのためかえって少しだけ冷静になって、ドアを叩くのをやめて振り返った。

「……ドアを壊こわせるもの、取って来ます！」

　臣は言った。

「え……」

「いいですね!?」

　驚いた表情で思考が止まっているらしいおじさんに、臣しんは眉まゆを吊つり上げて、有無を言わさず迫る。

「あ、ああ……」

　半ば放心状態の体ていで頷うなずく、おじさん。それを確認すると臣は、もはや言葉になっていない何事かを口の中で呟つぶやくおじさんの体を廊ろう下かから押しのけて、そのまま物置に向かうため、急いで階段を駆かけ下りていった。




　……そして、絶望。




　………………

　…………………………







　　　　２




　惨さん劇げき。

　そして停滞。

　白しら野の蒼あお衣いの意思……あるいは焦あせりとは裏うら腹はらに、この物語における彼の時間切れは、いともあっさりとやって来た。

　金かな森もり家け二階での梢枝こずえの悲ひ惨さんな死は、何かの始まりでさえなかった。

　あれから一夜が明け、昼も過ぎ、夕方になったが────その間に進んだのは惨劇の後始末ばかりで、この事件の解決に至るような出来事は、新たな〈泡ほう禍か〉の発生も含めてそれこそ何も起きなかったのだ。

　ただ進んだのは、時間ばかりだった。

　それは裏うらを返せば幸いにも新たな悲劇が起こっていない状態であるとも言えるが、しかし高校生として普通に日常を過ごす蒼衣にとっては、この時間の経過は決して避け得ない致命的な限界でもあった。

　なぜなら蒼衣は、休日が終われば帰らなければならないのだ。

　白野蒼衣にとって、学校生活という日常は、他ほかの何を天てん秤びんにかけても決して蔑ないがしろにはできない、全すべてに優先すべき、言うなれば正道なのだった。




「雪ゆき乃のさん……ほんとに明日あした、学校休むの？」

「くどいわね。あんまりうるさいと殺すわよ」




　夕刻の駅前で、セーラー服姿の時とき槻つき雪乃が冷たく言う。

　ここに来た日と同じように、制服のシャツとモスグリーンのズボン、学校指定のバッグで駅前に立っている蒼あお衣いは、しかし今は帰りの電車に乗るために駅の入口を背に、見送りの面々を前にしていた。

　見送りに来ているのは雪乃と、そしてここまで車を出してくれた群むら草くさ宗そう平へい老人。

　柿かき渋しぶ色いろのベスト姿をした群草は、年ねん季きの入った白髪しらが頭と相まって必要以上に頑がん固こそうに見える容よう貌ぼうに、気難しげな表情を浮かべていて、美び貌ぼうに冷たい表情を浮かべている雪乃共々、とても人を見送りに来ている態度には見えなかった。

　実際には二人とも、律りち儀ぎに蒼衣たちを見送りに来ているわけだが。

　肩かたを竦すくめる蒼衣。そんな蒼衣と雪乃のやり取りに、やはり帰りの荷物を肩にかけて蒼衣の後ろに立っていた神か狩がり屋やが、困ったように言った。

「僕としても雪乃君が学校をサボるのは良いことだとは思わないけど、立場と状況から考えると、致し方ないとしか言えないね……」

　溜ため息いきをつく。

　今現在、一人も〈騎き士し〉がいない〈群草工房ロッジ〉はまさに継続中の危険な〈泡ほう禍か〉に直面しているわけで、そこに本人も望んでいる〈騎士〉を派は遣けんするのは〈ロッジ〉の世話役としては当然のことであり、いかに〈断だん章しよう〉を抱かかえた泡禍被害者の社会復帰を望んでいることを嘯うそぶいても、こうなってしまえば、もはやそんな建たて前まえなど何の意味も成さないのだった。

「他ほかに適任はいないんですか？」

「全くいないわけではないけど……すぐには難しいね」

　蒼衣の問いに神狩屋が答え、雪乃が嫌いやな顔をした。

「雪乃君のフットワークが軽いのも、実のところ僕らが雪乃君の本分は学生だとさせていて、かつ雪乃君が学校をないがしろにしてる、そのおかげだからね」

「……うるさいわね」

「何だかんだ言っても大多数の〈騎士〉はやっぱり自分の生活を第一に置くしかないし、そうでなければ精力的に他所よその事件に乗り出しているから、やっぱり暇ひまじゃあない。すぐには対応できないよ。いつ次の事件が起こるか全く分からない現状、雪乃君が最適任であることは変わりがないんだ。面めん目ぼくない話だけど」

「そうですか……そうですよね……」

　蒼あお衣いは困ったように表情を歪ゆがめる。

　一応苦言的なことを言いはするものの、蒼衣も仮にも現場で働いているわけで、この〈騎士団オーダー〉というボランティアで成り立っている組織の現状に全く理解がないわけではない。それに基本的には『お人好し』に属する蒼衣は、つい先ほどまで一緒にいた、しかもいつ命に危険があるかも分からない被害者たちを見捨てろとは強弁できない。

　また同時に、それらを目の前にしておきながら自分は帰ってしまうという行為に、どこか後ろめたいものを感じることも確かだった。とはいえ『帰宅しなければならない』という、蒼衣の中にある根本的な義務感を覆くつがえすほどには、至ってはいなかった。

「……雪ゆき乃のさん、大丈夫？」

「あなたなんかに心配される謂いわれはないわ」

　探さぐるように蒼衣は言ったが、雪乃はその蒼衣を、ばっさりと切り捨てた。

「要するに白しら野の君、私を信用してないわけね？　一人じゃ何もできない、弱いあなたが」

「え、いや……」

「そういうの、苛いら々いらするからやめて欲しいわね。その点では神か狩がり屋やさんの方がマシだわ。私は前からずっとこうして来たし、そうやって全部打ち破って来た。私はあなたがいなくなることに清せい々せいしてるわ。これで邪じや魔まされずに、この〈泡ほう禍か〉は私だけの戦いになるもの」

　ふん、と雪乃はいつになく多弁に蒼衣の心配を踏みにじる。

「あなたはさっさと、大事な日常とやらに帰るといいわ」

　言って、雪乃は駅を指差す。

　その動作に引っ張られて、季節外れの合あい服ふくであるセーラー服の袖そでから、真新しい包ほう帯たいが普段より厳重に巻かれている手首が、白く覗のぞく。

　目に入ったそれと、雪乃の頑かたくなな態度を見るにつけ、逆に蒼衣の中には心配ばかりが湧わき上がる。拒否されたことについてもショックではなく、やはり心配しか感じなかったが、そんな蒼衣でもこれ以上言うべきではないことは分かった。溜ため息いきをつく。

　神狩屋が、その若白髪しらが混じりの頭に被かぶせた帽ぼう子しを軽く持ち上げて、車の傍そばに立っている群むら草くさと、そして雪乃に言った。

「……じゃあ、そろそろ時間ですので、僕らは行きます」

「ああ」

　無ぶ愛あい想そうに応じる、群草。

「雪乃君も、くれぐれも気をつけて」

「……」

「僕は留る守す番してる颯さつ姫き君や夢ゆ見み子こ君の様子を見て、それから可能なら、できるだけ早く颯姫君を連れて戻って来るから」

　そして神狩屋は、蒼衣を促うながす。

「じゃあ、行こうか。白しら野の君」

「……はい」

　応こたえる蒼あお衣い。

　蒼衣はそうして神か狩がり屋やと駅の方を向いたが、歩き出す寸前に、一度雪ゆき乃のを振り返った。

「じゃあ、また。雪乃さん」

「……」

　雪乃は何も言わず、ただ顎あごで蒼衣を促うながした。

「木き之の崎さきさんと、石いし田ださんを、頼むね」

　仕方なくそう言った蒼衣に、雪乃はそのままむっつりと沈ちん黙もくを保とうとしたが────刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんの後、つっけんどんに、しかし誠実に答えた。




「……言われるまでもないわ」




　　　　†




　どれほど異常な状態であっても、自殺は自殺に変わりがない。

　このことは、これまでの経験から木之崎一かず真まにとって充分に承知している現実だったはずだが、しかしそれでもあの昨晩の梢枝こずえの死までもが同じように警察の手で処理されつつあることは、そんな一真にとってさえ納得しがたいものだった。

　一真と臣しんを第一発見者としたこの事件は、すぐさま警察の手に引き渡され、現実の事件として処理されつつあった。一見しただけでもとてもまともな事件には思われなかったあの異常な梢枝の死だが、しかし調べてみると遺い体たいがカラスに食い荒らされたという異様な一点を除のぞいては、実は死因も状況も、梢枝自身の手による刃物を使った自殺という、至し極ごく現実的な現象の証しよう拠こに終始しただけのことだった。

『近親者の立て続けの自殺によってナーバスになった梢枝が、元々不仲だった父親との口論の末、衝しよう動どう的てきに自殺』

　現時点では、事件はこのようなストーリーとして結論されつつあった。

　幸運ではあった。この事件を警察に引き渡すことは、実は〈騎士団オーダー〉としては決して分ぶの良くない賭かけだったからだ。

　いつでも隠いん蔽ぺいに必要な人材と状況が揃そろうわけではない。そうして仕方なく警察沙ざ汰たになった挙句、状況の不自然さから〈騎士団〉関係者が容疑者にされたという話も複数漏もれ聞く中、このような現実的な結論に至ったのは────一真の内心の複雑な思いを除くと────決して良いわけではないが、悪い展開でもなかった。

　そしてもう一つ────臣の内心の、思いを除くと。




「なあ……臣しん、考え直そうぜ。俺おれたちにゃ何もできねーんだからさあ……」




　一かず真まは溜ため息いき混じりに、この日何度目かになる、説得の言葉を口にした。

　もうそろそろ時間的には夜にさしかかる、金かな森もり家けの仏ぶつ間ま。一真はそこの仏ぶつ壇だんに花を生いけた花か瓶びんを据すえながら、背後の部屋の隅すみに壁を背にして座って、ほとんど言葉を発さずにいる臣しんに、そうやって話しかけていた。

「……」

　臣は、部屋の中央の何もない空間を見つめたまま、答えない。

　一真はその姿を振り返り、何の反応もないのを見ると、小さく溜息をついて、仏壇の花の形を整えた。

　花の束は、つい先刻に家の閉店作業を手伝いに戻った際、母親から持たされたものだ。

　梢枝こずえのことを聞いた母から、その弔とむらいの花として持たされて持って来たものだったが、このような場合はどこにどのように飾ればいいのか全く分からなかったので、とりあえず仏壇を開いて飾ることにした。

　梢枝の遺い体たいも、母親の遺体も、まだ家には戻って来ていない。

　明日あしたの午後、火か葬そうされて警察からは戻って来る予定だが、遺骨はそのまま山側にあるセレモニーホールに送られて、そこで通つ夜やと葬そう式しきになる手て筈はずになっていた。

　この辺りではまだ近きん隣りん住民が集まって家で葬式をする習慣が残っているが、この金森家の葬式は葬そう儀ぎ社しやを使う。琴こと里りの時もそうだった。理由は琴里の両親が人望がない上に近所づきあいをないがしろにするので、まだ人間関係が密だった昔ならばともかく、今は誰もそんな家の葬式など手伝いに来ないからだ。

　なので本来、一真たちがここにいる理由はない。

　ここにいても手伝うことなどない。そもそも一真にしてみれば、おじさんが困ったところで知ったことではない。

　おじさんも顔さえ見せない。お互いに無視していた。

　だが臣は、それでも何か不ふ慮りよのことが起こった場合に自分がいた方がいいだろうと、一日ずっと待たい機きしていた。律りち儀ぎなのにも程ほどがあった。

「つーか臣、マジでおじさん手伝う気かよ。絶対琴里が聞いたら馬鹿にするぜ？」

　花を飾り終えた一真は仏壇に背を向けて、腰こしに手を当てて、臣を見下ろして言った。

　静かな、しかし何か厳しさや決意を内包した表情で座っている臣は、その言葉にようやく反応して、ぽつりと口を開いた。

「…………そうかもな」

「そうだよ。間違いねえよ」

　請うけ負う一かず真ま。それを聞いて、臣しんは目を閉じる。

「……そうだな。そんな気もする。でも琴こと里りがそんなことを言ったら、おれは何か、小こ言ごとを言ってると思う」

「ああ、それも間違いないね。目に浮かぶよ」

　臣の言葉に、一真は笑い飛ばすような調子で応じて、そしてようやくできた取っ掛かりに乗せて、元の本題を再び口にした。

「おまえがしんれーげんしょーなんかに首突っ込もうとしてるのも、そうだよ。琴里が聞いたら腹抱かかえて笑うぜ？」

「……」

　一真は言った。

「臣らしくない、って。おまえ、幽ゆう霊れいとかあんま信じなかったじゃん。だから俺おれも、俺の霊れい感かんのこととか、群むら草くさのじーさんのこととか隠かくしてたんだぜ？　でも、それでいいんだよ。そーゆーの信じない臣でいてくれよ」

　努めて軽口風ふう。しかし言っていることは、完全に本心だった。

　臣は、あの梢枝こずえの死の現場に居合わせた〈雪の女王〉たちに、琴里と梢枝を殺した『現象』へ、何でもいいから一いつ矢し報むくいさせてくれと頼み込んだのだ。そのためにはどんな危険があっても構わない、と。そもそも臣がここにいるのも、本来はおじさんを手伝うためではなく、この家で再び何かが起こらないか、見張るのが目的なのだ。

　一真もずっとそのつもりで考え直すよう説得していたのだが、葬そう式しきの件で何かあった場合にはおじさんを手伝う気でもいると知って、二重に呆あきれた次第だ。

　おかげで両方の考えを翻ひるがえさせなくてはならなくなり、四苦八苦している。

　そんな一真の説得を、臣はずっと聞き流している。普段なら少しは常識を説いて小言の一つも言うのだが、今日はそれもしない。琴里のことに触ふれることで、ようやく反応があったくらいだ。

「……あのな、一真」

「うん？」

「おれにとっては心しん霊れい現象とか、関係ないんだよ。何でもいいんだ。おれは琴里や……ねえさんの死に何か原因があるなら、それを知りたいんだ」

　臣は一真の方は見ずに、部屋の真ん中を見つめたまま、言った。

「でな、それを知れて、それに一矢報いるのに協力できるなら、それでいいんだよ。それが本当は何だったのかは、おれが自分の体験を通して考える。

　少なくともその『何か』が存在してると確信してる一真たちみたいな人たちがいるなら、きっと『何か』があるんだろう。おれはそれに触れて、あの納得いかない琴里やねえさんの死に納得したい。おれにとっては、『何か』は『何か』でしかなくて、別に心霊現象を信じたわけじゃないんだよ。『心しん霊れい現象』ってのは、ただその『何か』を、おまえたちがそう呼んでるってだけの名前だ」

「……あー……いや、えーとな……？」

「何かしたいんだよ。何かして、納得したいんだ、おれは」

　淡々と、臣しんは言う。

　一かず真まは視線を宙に泳がせる。こうなったら臣は頑がん固こだ。そして理屈で話し合えば、臣と一真では明らかに一真の分ぶが悪い。

　それに琴こと里りの死に納得のいかない思いを抱かかえ、とにかく何かをしたいという臣の気持ちも痛いほど分かる。しかしこの場合の問題は、琴里の死の原因そのものについては一真は充分に腑ふに落ちていることだった。

　あれは臣のような理屈で生きている人間には理解の難しい、単なる琴里という人間そのものの理り不ふ尽じんなのだ。一真にとってそこには一切の疑問はないが、それを説明するのは琴里を非難するようなもので、今の臣に言うことは躊躇ためらわれた。そして仮に臣が頭では納得しても、感情が抱える理不尽な思いが解消されるとはとても思えない。

　それらの思いが、一真の言葉を濁にごらせた。

　さらに言えば、本当は一真たちもこの現象を『心霊現象』などとは呼んではおらず、群むら草くさたちもそれを生業なりわいにしている拝おがみ屋などではない。〈泡ほう禍か〉と〈騎士団オーダー〉という面倒なものについての便べん宜ぎ上じようの説明だったが、とにかくそれも改めて言われると臣への後ろめたさの一つとして一真の言葉を迷わせる原因になった。

　もっと言えば〈騎士団〉の中でもこの辺りは認識が分かれていて、呼び方はともかく、認識の上では『心霊現象』や『霊れい能のう力りよく』と考えているメンバーも非常に多い。

　実のところ一真も、どちらかというとそちら寄りの理解だ。

「いや……まあ、なんつーかさ……」

　それらの複雑な事情が頭の中でないまぜになって、言葉が出てこない一真。臣はそんな一真の方には目を向けず、前を見たまま、続けて言った。

「だから、一真は気にしないでくれ」

「無茶言うなよ……」

「それにな、疑う気持ちもあるんだよ。もしかしたらその『何か』は存在しなくて、おまえがインチキな連中に騙だまされてるだけかもしれない、ってな」

「あー……いや、まあ、気持ちは分かる」

「その時は悪いけど、おまえのバイト先や友達と揉もめるぜ？　俺おれがねえさんが死んでるのを見つけたって話も、警察に言って撤てつ回かいする」

　梢枝の死体の本当の第一発見者は蒼あお衣いだ。それを、おじさんが結局あの部屋に入らず、蒼衣の姿を見なかったのをいいことに臣が引き受けたのだ。一真は溜ため息いきをついた。

「……臣しん。おまえ、ほんと時々わがままになるよな」

「すまん」

　もう一度溜ため息いき。

「謝るなよ。臣の方が正しいんだからさ……」

　諦あきらめたように言って、それから一かず真まは、臣に訊たずねた。

「明日あしたは、学校には行くんだよな？」

「ああ」

「そりゃ良かった。臣が学校休むくらい入れ込まれてたら、どうしようかと思ってたよ。騙だまされてるかもしれない俺おれだって、そこまでは入れ込んでないんだ」

「…………すまん」

　三度目の、一真の溜ため息いき。
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　夜、群むら草くさ家け。

　表でガラガラと玄げん関かんの戸が開き、誰かが入ってきた音を聞いた時とき槻つき雪ゆき乃のは、自分に充あてられた客間で、おもむろに座ざ布ぶ団とんから立ち上がった。

　この家のほぼ中心に位置する、群草老人の居室である仏ぶつ間まから、襖ふすまで仕切られた隣となりの部屋。群草家一階で最も奥になる、もう幾度かこの町に来た時に泊まったことがある部屋には、壁にかけたハンガーにゴシックロリータの衣い装しようが吊つるされて、すでに戦時に臨む雪乃のための部屋となっていた。

「……」

　雪乃は襖を開け、廊ろう下かへと顔をのぞかせる。

　木造家屋の廊下。そこから明かりの点ついた玄関の方を見やると、ちょうど二階の部屋から降りて来た海部あま野の千ち恵えが、雪乃からは見えない玄関に向かって、声をかけたところだった。

「どうだった？　木き之の崎さき君」

「だ～めだ」

　千恵の問いに、靴を脱ぬぐ音をさせながら、一真の声が答える。

　二階の表側に千恵の居室があるので、来客にはまず真っ先に千恵が気づくらしい。雪乃は廊下に立ち、家に上がってきた一真を待ち構えた。

「……っと。〈雪の女王〉か」

　上がって来るなり廊下に雪乃の姿を認めた一真が、一いつ瞬しゆんだけ驚く。

　雪乃はセーラー服の腰こしに手を当てて立ち、冷めた表情で、端たん的てきに訊たずねた。

「向こうの様子は？」

「いやあ、ダメだ。あいつ、ああなったら頑がん固こで……」

　茶に染めた頭を搔かいて、答える一かず真ま。だがそれは雪ゆき乃のが聞きたい答えではない。雪乃はきっぱりと言い放った。

「そんなことはどうでもいいわ。〈泡ほう禍か〉に関わりそうな何かはあったの？」

「え？　あ、あー……そっちかよ」

　最初ぽかんとし、そして困ったような不満なような表情になって、一真は答える。

「何もなかったよ……っつーか、どうでもいいってこたないだろ。一応、守ってやらなきゃなんねー相手だろ？」

　言いながら、座ざ敷しきに。

「〝役目〟は果たすわ。でも、あなたの友達の説得には興味がない」

　雪乃は腰こしに手をやったままそっけなく答え、廊ろう下かから視線だけ、一真がテーブル周りに放置されていた座ざ布ぶ団とんに座るのを追う。そんな雪乃のやり取りを見て千ち恵えが「相変わらずだ」と苦笑し、

「工房の群むら草くささん呼んでくるよ」

　と言い残して、スリッパの音を立てて奥へと引っ込んでいった。

「ああ、頼むわ」

　家の中でも人前ではキャスケット帽ぼうをかぶったままの千恵の背中に、声を投げる一真。

　一真はそのまま座敷のテーブルに肘ひじをつくと、鼻から深く息を吐はいて、廊下から見下ろす雪乃へと視線を上げた。

　その表情は、不可解そうに眉まゆが寄っている。

　向けられる視線を、雪乃が廊下から無言で見返していると、一真は不ふ審しんげな表情のまま、頰ほお杖づえで歪ゆがんだ口を開いた。

「えーと……俺おれは臣しんに、この件には関わってほしくない。その方が安全だ、って……そう考えてンだけど、時とき槻つきサンは違うわけだ？」

「そうね」

　一真の問いに、雪乃は頷うなずいた。

「なんで？　ムダってこと？」

「……ええ」

　少しの間。そのあとに雪乃は、再び頷いた。

　一いつ瞬しゆんあった間は、別に雪乃が噓うそをついたから、などというわけではない。〈泡ほう禍か〉は距離も何も関係なく、一度関われば回かい避ひは不能であるという点で『無む駄だだ』という説明は事実だったが、ただ最初に雪乃が頷いた時、雪乃の頭の中にあった肯定の理由はそれではない、別のものだったからだ。




　雪ゆき乃のは────石いし田だ臣しんの復ふく讐しゆうを、肯こう定ていしていたのだ。




　臣が梢枝こずえの遺い体たいを前にして発した、全すべてを引き換えにして復讐を誓ちかう叫び。それは他ほかならぬ雪乃自身が、かつて全てを知った時に、心の中で発したものと同じものだった。

　臣のそれは厳密には、自分の愛する者に理り不ふ尽じんをもたらした得体の知れないモノへの復讐の誓いであり、関わるもの全てを人間さえ構わず殺し尽くすと誓った雪乃のものとは違う。しかし復讐者である雪乃だけが、あの場であの叫びを聞いた者たちの中で唯ゆい一いつ本当の意味でそれを理解した者であり────それゆえ雪乃は、心情的には臣の復讐の意思に水を差すことには、見殺しにするべきだとまでは思わないものの、いまいち気が進まなかったのだ。

　あの叫びを聞いた時、自分をありありと思い出した雪乃には。

　脳のう裏りに蘇よみがえった原風景。一面が真まっ赤かな血溜だまりになったリビングと、その中に散乱した白い人体の破片。そして両親の命と体を使って作ったその惨さん劇げきの中に座る黒い姉の姿と、その光景を前にへたり込む中学生の自分。

　血と内臓と灯油の臭においが入り混じったむせ返るような臭いと、脳を焼き切って気を失いそうなほどの凄すさまじい絶望。

　そして全てを失った胸の中の穴と────やがてその穴を埋うめ尽くした、全てへの、そして何よりも姉と自分への、怒りと憎ぞう悪おと罪悪感。

　彼らは何も知らないのだ。この憎悪を取り上げれば、その欲求の行き着く先は自分自身の破壊に他ならないことを。

　雪乃は、一かず真まのいかにも今時の若者風ふうな顔を見ながら、そんなことを胸の内で思う。

　しかしそれを説明する気もなく、納得いかなげな一真の表情を、冷たく見下ろす。いわば同じ目に遭あっていながら、臣と、ひいては雪乃と同じものに至らなかった一真は、決して理解し合えないタイプの生き物だと、雪乃は改めて確信した。

「…………彼じゃなくてあなたが〈保持者ホルダー〉なのが残念だわ」

　雪乃は小さく、呟つぶやく。

「え、何？」

「何も。それよりあなたが戻ってきたら、一つ訊きこうと思ってたの。いい？」

　聞き返した一真をあしらい、雪乃はそのまま腕うで組ぐみすると、目を細めて、一真へと質問を向けた。

「……あ？　ああ、何？」

　虚きよを突かれたような表情になって、とりあえず頷うなずく一真。

　雪乃は単たん刀とう直入に訊いた。

「あなたの〈断だん章しよう〉の基になった〈泡ほう禍か〉って、何？」

「！」

　わざわざ一かず真まの応対に出た本題がこれだった。驚くか戸と惑まどうかするのではと思っていたが、意外にも一真は、すぐに質問の意図を理解した。

「……やっぱ、俺おれも疑われてんのか」

「察しが良くて助かるわ」

　雪ゆき乃のは言う。

「一応『花』が関わってる〈泡ほう禍か〉だもの。花に関わる〈断だん章しよう〉を持ってるあなたも、一応容疑者の一人になる。あくまで一応だけど」

　泡あわは泡同士、引き寄せあう。今は廃すたれてしまった〈騎士団オーダー〉内の隠いん語ごでは〈聖典バイブル〉とも呼ばれていたらしい発狂した童話作家の著作を引くなら、〈神の悪夢〉の泡の欠片かけらである〈断章〉は、膨ふくらませ過ぎて狂気に至ると他ほかの新たな〈泡〉をくっつけてさらなる〈悪夢〉を汲くみ出し始める。

　だが質問した雪乃は、本気で一真の〈断章〉を疑ってはいなかった。一真の〈断章〉は聞いた限りでは実に安定していて、かつ〈効果エフエクト〉もほとんど危険性の見出せない、はっきり言って取るに足らないものだったからだ。

　花という共通項がなければ無視していた。

　だがその共通項は、本人にとってもやはり気になるものだったのだろう、すぐに雪乃の質問の意図を理解した。

「……心当たりがあるの？」

　雪乃の声が、低く冷たくなる。

　臣しんの部屋から消えて、金かな森もり家けの仏ぶつ壇だんから転げ出たユリの花を、真っ先に燃やすよう主張した一真は、雪乃の問いに、微び妙みような表情で首を横に振った。

「あー……いや、自信はねーけど……多分違うんじゃないかなあ」

　一真は言う。

「確かに臣の部屋にあった『花』を見た時、俺もまさかと思ってぎょっとしたけどさ……あれから俺の〈断章〉っぽいことはねーし、俺も別におかしくなってねーし、起こってる〈泡禍〉も俺の体験とはカブらねーし、違うとは思う。うん」

「〈異い端たん〉はみんな自分は狂ってないって言うわ」

　意地悪く言いはしたものの、雪乃もそれはないと感じる。一真ごときは雪乃の『敵てき』である怪物には程ほど遠い。それにもしも〈悪夢〉に吞のまれて発狂した〈異端〉ならば風かぜ乃のが気づく。意地悪く隠かくしたりしていなければ、だが。

「……念のため、改めて聞くわね。あなたの〈断章〉は？」

「あー……近いうちに死ぬヤツの机の上に、俺にしか見えない、花を生いけた花か瓶びんが見える。見える時も見えない時もある。見える時はだいたい事故かな？」

「その〈断だん章しよう〉の元は、どんな〈泡ほう禍か〉？」

「あー……言わなきゃダメ？」

　一かず真まは人差し指で頰ほおを搔かいて渋しぶったが、無言で見下ろし続ける雪ゆき乃のを見て、諦あきらめたように溜ため息いきをついて口を割った。

「……実は俺おれ、どれが〈泡禍〉かもわかんねーくらいショボかったんだよ。内容は〈断章〉とおんなじで、これから死ぬヤツの机の上に花が見えた。最初は中一の時のクラスメイトで、それは間違いなく〈泡禍〉だったんだと思う。ただその後、いくつまでが〈泡禍〉だったのかはわかんねー。最初の頃は結構頻ひん繁ぱんに見えたから、その頃までは〈泡禍〉だったと思うんだけどなあ。いつの間にか収まって〈断章〉になったんだろう、って群むら草くさのじーさんは言ってた。じーさんに会うまでは、変な霊れい感かんがついたと思って一人で悩んでたんだよ」

「よくある話ね」

「これでも死ぬほど怖かったし悩んでたんだぜ？　まあ後から他ほかの同類の話を聞いたら、俺のがショボすぎて恥ずかしくなったけどさあ……

　つーか俺は〈泡禍〉よりも、その元になった体験のほうがキツいんだよ。俺、小学校の頃、隣となりの家の敷地からその家の子の死体掘り起こしちゃってさあ。あれはマジでキツかった。いまだに夢に出てくるんだよ」

「……」

　雪乃の眉まゆが、ぴくりと動く。人の悪夢と混ざって現実世界に漏もれ出す〈泡禍〉には、大なり小なり元になる恐怖心や体験がある。巻き込まれ、その中で得た恐怖が〈断章〉になった雪乃としては、少しだけだが、興味があった。

「……続けて」

「え？　あー……なんつーか……そいつ友達で、同級生でさあ、ある日ぱったり行方ゆくえ不明になって心配してたんだけど、なんかそいつの母親の再婚相手が殺しちゃって、埋うめてたらしいんだよ」

　雪乃の促うながしに、僅わずかに戸と惑まどい気味に、一真は続ける。

「その両親、うちにも涙なみだながらに探して欲しい、って来てたりしたんだけど……まあそれは、別にいいや。そいつん家ちはうちのアパートの隣でさあ、塀へいもなくて結構広い敷地が地続きになってて、畑にしたり花が植わってたりしたんだけど、そこにあるアジサイのとこを野犬が掘り返してたんだよ。で、何か埋うめてんなら横取りしてやろうとか思って犬追っ払って掘ったら、腐くさったそいつの死体が出てきたんだよ」

「……」

「なんか灰色っつーか黒土と混ざったみてーなすげえ色になったそいつの顔とかさあ……まだ忘れられねえよ。他ほかにも鼻に刺さるみてーなひでー臭においとか、間違ってスコップがそいつの体に刺さった時の感かん触しよくとかさ…………で、このアジサイ、腐ったそいつを吸ってたんだな、って思ったら花が怖くなってよ。あの花もこの花ももしかしたら死体を吸ってんじゃねーかなー、なんて想像しちまって……で、学校に行ったらそいつの机の上に花が飾ってあった。見た瞬しゆん間かん吐はいたね。多分じゃなくて、これが俺おれの〈泡ほう禍か〉の元なんだろうな」

　一かず真まは肩かたを竦すくめる。

「おふくろの店手伝えるようになるまでも、ずいぶんかかった。花屋だぜ？　何の悪い冗じよう談だんだよ。ほんとは今でもヤなんだよ」

「そう。ご愁しゆう傷しよう様さま」

　素っ気なく、雪ゆき乃の。

「……言わせといてそれだけかよ。で、俺の疑いはどうよ？　晴れた？」

「さあ？」

「秘密かよ。怖こえぇな」

　一真は嫌いやな顔をして溜ため息いき。だが雪乃としてはそんなつもりではなく、単に本当に判断がつかなかっただけだ。

　そもそもこれを判断材料として聞きたがっているのは、雪乃ではない。

　蒼あお衣いや神か狩がり屋やだ。彼らはこの〈泡禍〉が誰のどのようなものであるか〝推理〟などするために、一真や臣しんや、犠牲者たちの情報を知りたがっている。

　それが立て続けに起こったゴタゴタで、一真たちの関係や家の事情などは何とか聞けたものの、細かいことや突っ込んだことは、大して聞けず終じまいで二人は帰る羽は目めになった。雪乃はそれをできるだけ調べておいて欲しいと頼まれただけだが、よくよく考えてみれば、そんなことをしてやる義理などなかった。

　自分の甘あまさを思って、雪乃は微かすかに眉まゆを寄せる。

　しかし、昨晩あった金かな森もり梢枝こずえの自殺以来、何も起こっていない現状では、それくらいしかすることがないのも確かだった。

　今のところ、最も〈潜せん有ゆう者しや〉である可能性が高いのは石いし田だ臣しん。

　中心にいる者としては一真も同じくらいの位置にいたが、〈断だん章しよう〉の暴発による災さい禍かはほぼ完全に〈断章効果エフエクト〉の延長なので、関係があるような、ないような、正直どうにも想像しづらいものがある。

「……」

　雪乃が事態の停滞のせいでそんなことをらしくもなく考えていると、表から砂利じやりを踏む足音が聞こえて、縁側のカーテンを分けて群むら草くさ老人が顔を出した。

「あ、じーさ……」

　群草は一真が何かを言いきる前に、座ざ敷しきに座る一真を見み据すえて、早々に口を開いた。

「カズ、丸太割るの手伝え。これ持って出て来い」

「は？」

　言って群むら草くさが差し出したのは、重そうな鉄の棒ぼう。

　大人おとなの足の長さほどもある真まっ直すぐな六角棒の、両りよう端たんをマイナスドライバーのように潰つぶしたかなてこ。それは昨晩蒼あお衣いが武器として持ち出して、一かず真まが遭そう遇ぐうした〈異い形ぎよう〉を殴なぐりつけた、群草が木材の加工に使っている、重たい工具だった。

「ちょ……じーさん、俺おれいま大事な話を……」

「終わってただろうが。ちゃんと聞いてるよ」

　一真が言うのにも構わず、群草は丸めた軍手を一真に放る。

「カズの〈お花の王おう子じ様〉はその先の役に立たんだろ。小こ遣づかいくらいは稼かせいで行け」

「ひっでえ名前。あーもう、しょうがねえな……」

　仕方なさそうに一真は手を伸ばして重そうなかなてこを受け取り、座ざ布ぶ団とんから腰こしを上げて玄げん関かんへ戻って行った。

　どれだけ見えない危機が迫っていても、生活は生活として、別に進んでゆく。

　群草の生業なりわいの道具を手に、手伝いに向かう一真の姿。だがその道具は前の晩に、蒼衣の手で振るわれて、生活のための仕事などとは程ほど遠いバケモノを殴おう打だしたばかりなのだ。

「……」

　雪ゆき乃のは硬い表情で、その光景を見つめる。

　そこにスリッパの足音がして、お茶を淹いれて来た千ち恵えが、台所の方から顔を出した。

「ありゃ。行っちゃったんだ」

　千恵は湯飲みが載のった盆ぼんを手に、拍ひよう子し抜けした様子で言った。そして、どうしたものかと考える様子でしばらく廊ろう下かに立ち尽くしていたが、しばし無言でいた後、ふと雪乃の方へ視線を向けて、潜ひそめた声で声をかけた。

「…………あいつや、石いし田ださんも、殺すの？」

　淡々、と。

　質問というより、確認するような口調。雪乃は腕うで組ぐみしたままちらりと千恵を横目で見て、自分に期待されている通りの答えを返した。

「もちろん。それが必要なら」

「そう」

　千恵は目を伏せて、本当に小さく溜ため息いきをついた。そしてそのままキャスケットのつばに表情を隠かくすように、俯うつむき気味に座ざ敷しきに上がって、テーブルの上に持ってきた盆を置いた。

「……やっぱりあたしは、〈騎き士し〉にはなれそうにないね」

　そうしてぽつりと、千恵。

「あたしは人でなしには、なれそうもない」

「……」

　雪乃は冷たい目で千恵を見下ろす。千恵は顔を上げない。

　しばらく二人はそのままでいたが、やがて雪ゆき乃のが千ち恵えに背を向けた。そして元いた客間に戻りがてら、襖ふすまを閉める直前に、一言だけ言い放った。

「……それがいいわ」

　ぱしん、と襖を閉じる。

　雪乃の周りが区切られ、切り取られ、閉じられる。

　壁にゴシックロリータの衣い装しようが掛けられ、床ゆかには開けっ放しのトランクが、テーブルの上には小物が散らばった雪乃の空間。雪乃はそこで後ろ手に閉じた襖を背に、じっとそのまま立ち尽くして、俯うつむけた顔の口元を、ぎゅっと強く引き結んだ。

「…………」

　そうだ、それでいい、私は人でなしだ。

　雪乃の表情は凄せい絶ぜつな笑みだった。それを強く、嚙かみ殺したもの。

　一かず真まが持って出たかなてこを見ていた時、雪乃の中には改めての暗い喜びがあった。それは駅で蒼あお衣いを送り出した時、心の中で感じていた喜びの、再確認だった。




　────これでこの〈泡ほう禍か〉は、自分のものになる。




　自分の愛していたもの、愛していると思っていたものを理り不ふ尽じんに破壊され、そして僅わずかに手に残されたものをほとんど捧ささげて、狩り出すことを誓ちかった〈泡禍〉。

　失ったことへの憎ぞう悪おを燃え上がらせ、憎悪に身を任せてそれを殺し、滅ぼす。

　そして憎悪に憎悪をくべて、さらなる憎悪を燃やし、血みどろの闘争の中でさらなる憎悪を得る。憎悪だけが、空っぽになった雪乃を支えていたのだ。

　蒼衣が現れてからというもの大型の〈泡禍〉が頻ひん発ぱつしているが、それに触ふれるにつけ、心の底では妬ねたましかった。

　悪夢との狂気の闘争、人でなしの殺さつ戮りくは、怪物たらんとしている、自分こそ相応ふさわしい。

　蒼衣のいない今こそ、今度こそ、自分の闘争だ。




『うふふ……』




　立ち尽くしたまま、後ろ手にした拳こぶしと手首の包ほう帯たいを握にぎり締める雪乃の傍かたわらで、ゴシックロリータに身を包んだ雪乃そっくりの美び貌ぼうの亡ぼう霊れいが、雪乃の真似まねをするように立って、うっすら嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。
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「ふあ……」




　眠ねむい目で頰ほお杖づえを突いて、自分の席で、ひとつ大きな欠伸あくびをした。

　月曜日の朝。

　学校の、自分の教室。

　窓から朝の眩まぶしい日光が降り注ぎ、眠い目にちらちらと刺さる、良い天気の朝だった。眩しさで目が開かないが、眠ってしまうのにも邪じや魔まな明るさの、絶ぜつ妙みように強い日差しを浴びながら、それでも突っ伏して寝てしまうにも半はん端ぱに思える授業開始を待つ時間を、蒼あお衣いは漫まん然ぜんと過ごしていた。

「……」

　あの週末から一夜が明けた今、蒼衣は本来の自分の生活である学校生活に戻った。

　普通の生活。皆に溶とけ込む、学校という平へい穏おん。

　蒼衣は異常な世界に片足を突っ込んでしまったが、必ずここに戻って来ることで、自分をリセットしている。蒼衣は自分が普通であることを確認しなければ不安な人間だ。そんな中で学校という場は、皆が同じで、やるべきことが決まっていて、明確に『普通』が決まっている場所なので、簡単に安心できる場所なのだった。

　非常に簡単な努力で、『普通』になれる。

　どんな異常な場所にいても、異常な経験をしても、ここに戻って来る義務さえ果たせば普通に戻れる。

　だが今日ばかりは、さすがの蒼衣も完全に戻りきることができていなかった。

　理由は二つ。一つは、目の前で目もく撃げきしてしまった列車事故について警察から家に連絡が行ってしまい、怒られるようなことはなかったものの、いつになく両親から心配され、今朝けさも少し続いていたこと。

　そしてもう一つは、解決に至らずに残して来た事件と、その異常の世界に残して来てしまった、少女のことだった。

　あれから家に帰ってからも、雪ゆき乃のが心配で、蒼衣はあまり寝られなかった。

　おかげで週末にできなかった学校の課題などはつつがなく片付けられたが、代わりに寝不足が残った。まあ休み時間中に机に突っ伏して寝ている生徒も充分に日常の範囲と言えるが、授業中の居い眠ねむりは良くない。そういうことで目立つのは好ましくなかった。

「…………眠い」

　蒼あお衣いは、少しでも眠気を覚まそうと、口の中で呟つぶやく。

　誰に言ったというわけでもないのだが、その呟きは前の席で大きな背中を丸めていた敷しき島しま譲ゆずるの耳に入ったらしく、敷島は顔を上げずに、声だけをかけてきた。

「何だ、シラノ。寝不足か？」

「あー……うん」

　漫まん然ぜんと答える、蒼衣。

　あまり頭が回らないので平板なことしか言えないが、話しかけてもらえるのは有難い。授業開始は近いので、寝てしまうのもよくなかった。チャイムで起きられるとは限らない。

「あんまり寝てない」

「そりゃ大変だな。俺おれの快眠を分けてやりたいよ。羨うらやましいか」

　んふー、と敷島は笑う。

　確かにあまり眠そうにしている敷島は見たことがない。だが朝に寝過ごしたという話も頻ひん繁ぱんなので、正直意味がないような気もする。

「だがシラノ君。君は夜よ更ふかしして何をやってたのかなー？　悪い子め」

　何かつついて遊ぶものでも見つけたかのように、声のトーンを上げて言う敷島。

「んー……いま敷島が写してる課題」

「……すみませんごめんなさい。ただいまの発言は全力でお詫わびさせていただきます」

　声のトーンが下がる敷島。

　そのやり取りを聞いていた佐さ和わ野の弓ゆみ彦ひこが、「ふん」と鼻で笑って、前の席から身を捻ひねって声をかけてきた。

「見ろ、白しら野の。お前がどれだけ身を削けずって敷島に良くしてやっても、こいつはたった一つの恩も感じてないぞ」

「ま、待て……違うんだ……」

　慌あわてて弁解する敷島。

「さ、佐和野！　その印象操作には断固抗議する！」

「彼は何か言っているようだが、セリヌンティウスを超えた友情を誇る僕でも、このあまりにもひどい忘ぼう恩おんはフォローできないな。ひどい。あまりにひどい。ひどすぎる」

「繰り返すな！　よけいひどく聞こえる！」

　あはは、と控えめに笑って、そして蒼衣は言った。

「セリヌンティウス、気に入ったんだ？」

「ああ、まさにこのような屑くずを友達に持った友情の体現者である僕に相応ふさわしいだろう」

　佐さ和わ野のは頷うなずいた。

「メロスじゃなくて、セリヌンティウスなんだね」

「うむ。いい所に気づいたな白しら野の。俺おれは敷しき島しまのために走りたくなんかない」

「おわー!!　この最悪佐和野め!!　その台詞せりふのどこに友情があるんだ!!」

　叫ぶ敷島。

　そのまま二人はいつものように独創的な言い合いを始めたが、聞いている蒼あお衣いは、いつもほどには笑えなかった。やはりどうしても、残して来たあの町での事件が、常に頭の端はしに引っかかっていたのだ。

　……今、どうなっているのだろう。

　蒼衣は思う。

　……昨さく晩ばんは、何か危ないことが起こらなかっただろうか。

　状況は全く分からない。

　神か狩がり屋やは、店の留る守す番ばんの都合がつき次第、田たの上うえ颯さつ姫きを連れてもう一度あの町に向かうと言っていた。早ければ今晩。遅くとも数日中。本当はその必要もなくさっさと解決してくれるのが望ましい。

　長引けば長引くほど、雪ゆき乃のが学校を欠席する日数が増える。

　雪乃を普通の生活にできるだけ戻したいと願っている蒼衣としては、どうにかしたいが、学校を休むわけにはいかない以上、手が出せない。

　せめて、早く解決に至れるようなことでも思いつければ。

　蒼衣は、友人たちのやり取りに空から笑いしながら、頭の端はしで考える。

　昨晩もずっと、考えていた。

　眠ねむれなかった夜だけでなく、そこに帰る前、電車での帰路のあいだ神狩屋と話していた、その内容を、蒼衣は思い出していた。
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「……何というか……壮大さが減って、代わりに色々と細かくなってる感じがしますね」




　蒼衣はまず顔を上げると、神狩屋にそんな感想を言った。

　雪乃たちと別れ、帰りの電車の中。ガラガラの車内で神狩屋と向かい合って座った蒼衣は、あの『なでしこ』の童話について、再び神狩屋と話し合っていた。

　その際に神狩屋が話したのは、あれからできるだけ思い出した、もう一つの『なでしこ』の話だった。

　二種類ある話のうち、差し替えられて削さく除じよされてしまったという古い形の『なでしこ』は、みすぼらしい老人の名付け親に祝福され、自ら祈いのって出したものではない普通の森番の娘むすめと結ばれた王おう子じの物語だった。

　それを聞いての蒼あお衣いの感想が、それ。

　神か狩がり屋やはその感想に頷うなずくと、顎あごに手をやって、解説を入れた。

「うん、そんな感じだね。記き憶おくが確かなら、これは二版ではもう削除されて、書き換えられていたはずだ」

　神狩屋は言った。

「塔とうの牢ろう獄ごく、お妃きさきを生かす天使、無から作り出された少女、舌したと心臓を切り取れと命じる料理番とのやり取り……これらのいかにも壮大で芝しば居いがかった童話的な道具立ては、つまり初版では見られなかったということになるね。代わりにあるのは、みすぼらしい名付け親の老人に、王おう妃ひにかけられた人食いの嫌けん疑ぎ、素そ朴ぼくな森番の娘、それから王子を不ふ審しんに思って部屋を覗のぞき宝を盗ぬすもうと部屋に忍び込んだ、同どう僚りようの狩人かりうどたちだ。

　これらは道具立てとしては非常に素朴で、それからちょっとリアルだ。仲良くなって秘密を漏もらす『森番の娘』もそうだし、活躍している同僚から盗みをしようとする『狩人たち』なんかは、実に世せ知ち辛がらいよね。

　それから『人食い』の嫌疑なんかは、かつての魔女狩りで被疑者に対して行われた告発の中で、必ず盛り込まれていると言ってもいいくらいポピュラーなものだった。『名付け親』という道具立ても、日本の感覚からするとファンタジーだけど、伝統的なカトリックでは、洗礼の時に代父母が名前をつける風習があってヨーロッパ圏ではお馴な染じみのものだ。昔の伝統社会では名付け親との関係は後こう見けん人にんとして生しよう涯がいにわたって続くもので、人が今よりも簡単に死ぬ時代では子供が孤児になってしまう確率も高く、そんな時に親代わりになる義務も名付け親は負っていたらしい。だから大体名付け親というのは有力者が望ましくて、共同体の結束にも寄与していたみたいだね。いわゆる『ゴッドファーザー』というやつだ」

「映画でありましたよね。見たことはないですけど……」

「うん、マフィア映画だね。名付け親は名前をつけた子供に対して後見人として目をかけるから、有力な名付け親を得ることは非常にラッキーだった。イタリア移民社会では庇ひ護ごを受けるために、マフィアのボスにゴッドファーザーを頼むということがよく行われてた。これが映画のタイトルの元だね。ちなみにこの考え方は童話や民話にも表れてて、神様とか妖よう精せいとか魔法使いとか、超常的な力を持つ存在を名付け親にした主人公の民話は結構多いんだよ。グリム童話にもそのまんま『死神の名付け親』というタイトルの話があるし、ペロー版『シンデレラ』で灰かぶりに協力する魔法使いの女性も、何故なぜ協力したかというと、彼女の名付け親だったからだ」

「あー、そうだったんですか……」

　相あい槌づちを打つ蒼あお衣い。そして、そうしながら蒼衣は、先ほど聞いた『なでしこ』に抱いだいたイメージを、それらの説明を踏まえて頭の中で修正した。

「そうなると……素そ朴ぼく、っていうよりも、ほんとに身近ですね。話を作ってるあちこちが、妙みように身近でリアルというか……」

「うん、そうだね」

「僕らの感覚で言うなら……例えば昔話に、警察が出てきたりするような感じでしょうか」

「……うーん、どうだろう……？　でもまあ、きちんと例えるのは難しいと思うけど、白しら野の君のイメージについて僕がどうこう言うのはやめておくよ」

　苦笑しながら神か狩がり屋や。

　別に笑われるようなことを言った覚えはないのだが、まあその反応から察する限り、多少変ではあっても大きな間違いではなさそうだ。とはいえそこから糸口を探し出そうとして考えてはみたが、特に何も思いつかない。蒼衣は連想を一いつ旦たん放ほう棄きする。

「……うーん、駄だ目めです。何も思いつきません」

　蒼衣は溜ため息いきをついて、無む為いに見つめていた夕ゆう刻こく色いろを帯びた窓から視線を外し、姿勢を変えて腕うで組ぐみした。神狩屋はそんな蒼衣に口の端はしを歪ゆがめて、やや残念そうな調子で応じる。

「そうかい。まあ、仕方ないよね」

「すいません……」

　蒼衣も、残念そうに。

　そして数秒、二人の座る席に沈ちん黙もくが降りたが、蒼衣はすぐにふと顔を上げて、気になった別のことを神狩屋に訊たずねた。

「ところで神狩屋さん…………この『なでしこ』ですが、素朴な方と壮大な方、どっちが〈泡ほう禍か〉っぽいと思いますか？」

「は？」

　唐とう突とつなその問いに、神狩屋は目を丸くして不思議そうな声を出した。

「あ、いえ、どっちが〈泡禍〉の解釈に使うのに相応ふさわしいか、ってことなんですけど……」

　慌あわてて蒼衣は言葉を補う。神狩屋はそれを聞くと眼鏡めがねの奥の目を細め、口元に手をやったまま、考え深げに言った。

「ああ、なるほどね。どうだろうねえ……僕の学問趣味から言うならより古い方がより元型アーキタイプに近いのだ、と断定したいところだけど……この場合は違う気がするね」

「違うんですか？」

「うん。初版の古い『なでしこ』は、当時の風俗の片へん鱗りんっぽいものが散見されてとても興味深い話なんだけど、逆に〈泡禍〉としてはそこが微び妙みような気がする。あまり強く時代や土地に結びついた道具立ては、普ふ遍へん的てき、シンボル的であるべき元型っぽくないよね」

「ああ、なるほど……」

「より民話の原型から遠ざかった新しいものを採用していたり、他ほかの童話から要素をつぎはぎした物語が『グリム童話』の中には散見されるけど、童話研究ではなく単に元型の欠片かけらを拾い集めるなら、少々変形していてもつぎはぎでも関係ないよね。むしろ変形された話であってさえなお変形し得なかった部分や、つぎはぎされた部分の方が、それだけイメージとして普ふ遍へん的てきで鮮せん烈れつだったのだ、という風ふうにも言えるかもしれない」

　神か狩がり屋やの分析に、蒼あお衣いは納得する。

「……分かる気がします」

「まあ、結局は僕の私見だけどね。実際になってみないと、どこまで行っても勝手な想像にしかならない」

　肩かたを竦すくめる神狩屋。

　蒼衣は少しの沈思の後、再び神狩屋へと、問いを口にした。

「じゃあ……仮にそれを前提として考えるとするなら、『お妃きさきを閉じ込めた塔とう』とか、『作られた女の子』とか、『舌したと心臓を切り取る』とか……そういう鍵かぎになるイメージはどういう意味になるんでしょう？」

「うーん、僕もずっと、考えてはいたんだけどね」

　神狩屋の眉まゆ根ねが寄る。

「話が複雑になるなあ……まずは、『塔』から始めようか？

　塔というのはシンボル学的には、主に天と地を繫つなぐ梯はし子ごの意味として使われる象徴なんだ。またキリスト教では『昇天』のシンボルであると同時に人間の『思い上がり』の象徴。天に届かせようとして神の罰を受けたバベルの塔の『バベル』は、アッカド語でそのまま『神の門』という意味だ。高いところは世界共通で神に近いところだね。中国なんかにも天意を受けるために使われる塔の話なんかが残ってる。

　同時に塔は、牢ろう獄ごくでもある。特にヨーロッパでは、物語的にも、歴史的にも。ギリシャ神話では青銅の塔に勇者ペルセウスの母、ダナエが閉じ込められていたし、昔話にも────例えばグリム童話にも、『ラプンツェル』などのように、塔に人を閉じ込める話が見られる。他にも塔に幽ゆう閉へいされた聖人物語なんかもあって、塔を牢獄とする物語は非常に多い。また実際、塔というのは牢獄だった。有名なイギリスのロンドン塔は監かん獄ごくとしても使われていたし、そもそも塔は城じよう塞さいにつきもので、塔に牢獄を割り当てることも多かった。あるいはバスティーユ監獄みたいに、立派な塔が林立する要よう塞さいが、まるごと牢獄になっている、とかいう例もある。そんなわけで借金地じ獄ごくのことを『借金の塔』と言ったり、塔を牢獄の意味で使う慣用表現は欧州ではよくあるくらいに『塔＝牢獄』のイメージは一般的だったらしい。

　……まあとにかくそんなわけで、『なでしこ』でお妃きさきが閉じ込められる塔は、天使が訪ねてくるくらい神に近くて、しかも牢獄という、欧州における古来からの『塔』のイメージの集大成といってもいい。偶ぐう然ぜんなのか、それともイメージに従ったのか、どちらにせよ少しばかり、興味深いものがあるよね」

「確かにちょっと面白いですね……」

「あと挙がった中で僕の知識で何か言えそうなものは、『舌した』と『心臓』くらいかな？　舌を切り取るというのは、古来から伝説では、殺害証明の手段として頻ひん出しゆつするモチーフだ。英雄が竜りゆうや怪物を退治した時、その証しよう拠ことして舌を切り取るんだ。ギリシャ神話のペレウスや、シュトラスブルグの『トリスタンとイゾルデ』、グリム童話にも『二人兄弟』という同じように竜を退治して舌を切り取る話がある。これには第三者が謀はかって怪物退治の手て柄がらを自分のものにしようとし、切り取った舌を証拠にその噓うそをあばくという話がつきものだ。逆に『なでしこ』の少女がしたように、別の動物の舌を用意して証拠を偽いつわる話も多かったりする。

　民話伝承の中では、対象を殺した証拠として舌を切り取るのはポピュラーな証明方法と言えそうだね。あと舌は話すために必要だから、当然伝承の中でもそういうモチーフとして扱われる。自分に不利な証言をできないように相手の舌を切る話。逆に死後も言葉を話すために、しゃれこうべになっても舌だけは残っている話。今こん昔じやく物語に、法ほ華け経きよう六万部を唱えきるという願いのために白骨化しても舌だけは残っている説話がある。また偽ぎ証しようの罪への罰として舌を切ったり抜いたりするのは、東西関係なくよくある」

「閻えん魔ま大王ですね。うそつきは舌を抜かれる、って」

　蒼あお衣いの言葉に、神か狩がり屋やが「そう」とどこか楽しげに頷うなずく。そしてそこまで言ったところで、ふと蒼衣の中で、小さく連想が働く。

「あ、じゃあ犬に変えられた料理番が炭すみ火びを食べさせられたのも、舌を焼くためかもしれませんね。お妃きさきを陥おとしいれた偽証の罪で」

「ははあ、それは考えなかったな。でも面白い考え方だ」

　感心した風ふうに、神狩屋。

「うーん、まあでも『燃える舌』になってしまうと、キリスト教的には『神の言葉』の象徴だから微び妙みようかもしれないね…………ああ、でもそう言われてみれば『火を吐はく犬』というのは、聖ドミニコのエンブレムだった。火は神の言葉の象徴だから、つまりそのエンブレムを掲げるドミニコ会の修道士は、神の御み言葉を先さき触ぶれして回る、主あるじの犬として活動しているという意味合いだ」

「さすがにそれは……料理番とはそぐわないですね」

　蒼衣は難しげに視線を落とす。

「うーん、そうだね、とりあえずその辺は踏まえると泥沼になりそうだから、ひとまず置いておこうか」

　神狩屋は言う。

「最後は『心臓』だね。心臓を取り出すと言われて僕が真っ先に思いつくのは、古代エジプトの、死者の法廷だね」

「エジプト、ですか？」

　首を傾かしげる蒼あお衣い。

「そう。エジプトの神話では、人は死ぬと死の神であるオシリスの法廷に臨み、心臓を取り出して皿さらに載のせ天てん秤びんにかけ、魂たましいの計量をするのだと言われてる。これによって死者の行き先が決まる。僕も見たことがあるけどエジプトの遺い跡せきから見つかった心臓のスカラベには、心臓が死後の法廷で不利な証言をしないようにという呪じゆ文もんが彫りこまれていた」

「閻えん魔ま大王の、エジプト版みたいなものですか？」

「うん、そんな感じ。でも自分の心臓に口止めするっていうのも、面白いよね。ちょっと『庚こう申しん講こう』に発想が似てるかもしれない。昔は自分の体の中に『三さん尸し』という虫が住んでいて、六十日に一度庚申の日に体を抜け出して、天てん帝ていに宿主の悪事を報告に行くと言われてた。その重さによっては寿じゆ命みようが縮むので庚申の日は眠ねむらずに、虫が体から出ないように見張る。江戸時代に全盛だった行事だよ」

「信用ありませんね……自分の体なのに」

「はは」

　蒼衣の感想に神か狩がり屋やは、面白そうに短く笑う。

「確かにね。でも自分の体も魂も、そんなに信用に値するものだろうか？」

「え？　うーん……そう言われると……」

　改めて言われると、それほど自信があるという感じでもない。

　蒼衣は首を捻ひねる。考えてみれば自分の心も体も、ただ自分というだけだ。そんな場合でなくともお腹なかは減るし、眠くもなる。そんな自由にならない部分は、確かに自分の中にいる虫のようなものだ。

　お腹の虫。癇かん癪しやくの虫。昔からそんな言い方もする。

　自分の身の中にいて、自由にならない虫。となると、蒼衣たちの中にも別の虫がいる。

「じゃあ……〈泡ほう禍か〉や〈断だん章しよう〉は、『悪夢の虫』ですね。自由にならない」

　ぽつりと、蒼衣は言った。

　神狩屋が唸うなった。

「君はつくづく、面白い発想をするね。感心する」

「……いえ」

　照れを誤ご魔ま化かすように蒼衣は目を伏せた。しかし神狩屋がいくら感心しても、実際の役には立っていない。何も糸口に至れていない。

「……」

　蒼衣は無言で考え深げな視線を自分の靴の爪つま先さきに落として、その意識を電車が走る振動と音の中に任せた。

　座席を通じて頭に伝わってくる、ごーっ、と渦うず巻まくような電車の振動と音の中に、蒼衣はこれまで電車に感じたことのなかった、鋼鉄の車体が持つ重さと硬さと速さによる、激突したものを容易たやすく粉ふん砕さいしてしまう暴力的な力の奔ほん流りゆうの存在をぼんやりと感じていた。




　………………




　　　　†




　……そして結局それから何も見つけられぬまま、蒼あお衣いは今、日常にいる。




　朝の教室で、机に頰ほお杖づえをついて、ぼんやりとした表情で、蒼衣は昨日きのう電車の中でそうしていたのにも似た様子で、窓ガラスの表面を見つめていた。

　結果の出ない無む為いな思し索さく。だがさすがに、本当に全く何も分かっていないわけではない。

　蒼衣の見てきた列車事故と、犬の〈異い形ぎよう〉と、首切り自殺。そして巻き込まれた一かず真またちの背景になる人間関係や家庭事情など……大まかなところはすでに把は握あくしていた。その範はん疇ちゆう内での想像はできている。

　まるで黒犬に変えられた料理番のように、黒犬を残して粉々に轢ひかれて死んだ、現実の一真たちにとっても悪役である金かな森もり家けの母親、秋あき子こ。

　前掛けの血で冤えん罪ざいをかけられ獄ごく死し同然で死んだお妃きさきのように、彼女にとっての牢ろう獄ごくである自分の家で服を血ち塗まみれにして死んだ、金森家の姉であり母親代わりだった梢枝こずえ。

　王おう子じ、少女、王様などは、まだ誰とでも取れる。

　一真でも臣しんでも琴こと里りでも、考えればいくらでも当てはめられるし、ジョーカーとしては自じ儘ままに全すべてを叶かなえることができる王子を、〈泡ほう禍か〉そのものとして置き換えることさえ考えることもできるだろう。

　そして巻き込まれた人たちの中で、いま最も〈悪夢〉を抱かかえていてもおかしくない人物が石いし田だ臣であることも想像がついている。

　それゆえにまだ足りない。パズルのピースとしての情報が足りないのか、それとも蒼衣の想像力が足りないのか、まだ何の核心にも至れていない。それに蒼衣は自分の考えに、そして自分の体験に、何か違和感を、ずっと感じ続けていた。

　この物語が誰にとってのどのような〈悪夢〉なのか、それが蒼衣には必要だった。

　それに思い至り、その悲劇を抱え込んだ人間の思いに触ふれた気がした瞬しゆん間かん、蒼衣の中ではそれまでばらばらに頭の中にあったカード全てが、まるで見る間に法則性を持って組みあがってゆくような、そんな気分に襲われる。

　それが蒼衣にとっての、始まりであり、終わり。

　無秩序にカードが散らばる現実という平面から突とつ如じよとして蒼衣の目の前に組み立てられるのは〈神の悪夢〉という法則性で積み上げられた、巨大で不安定なトランプタワー。

　平面に散らばる現実から材料を取って積み上がり、いずれは自じ重じゆうで潰つぶれて崩くずれる、悲劇しか生まない〈悪夢〉の塔とう。トランプの上に印刷された人物である配役たちには自分がタワーの材料にされていることにさえ気づけない、現実の認識の外の、在らざる法則で建築された紙切れの塔。

　そして〈悪夢〉の本質である悲劇を理解し、タワーの全ぜん貌ぼうが見えたその時、その瞬しゆん間かんに蒼あお衣いは、自分の『構造』がタワーの中に紛まぎれ込んでいることに気づくのだ。

　タワー全体を構成している本来の法則とは、別の法則で作られた、小さな構造として。




　蒼衣自身のカードで作られた、〈目め醒ざめのアリス〉の、構造。




　そしてタワーの前に立っている蒼衣の手は、この〈目醒めのアリス〉のカードを、すでに摑つかんでいるのだ。もはや少しでも、身じろぎ程度でも動けば崩してしまう、もう手を離すこともできないほどの、精密で致命的なカードをだ。

　それが蒼衣の、〈目醒めのアリス〉と名づけられた〈断だん章しよう〉の、感覚。

　トランプタワーの悲しいまでに不安定な美しさと、カード一枚一枚に込められているたくさんの人の思い。それらを思い知り、それに共感して、自分の心をその中に紛れ込ませてしまったがために、身動きができなくなる。

　身を離そうとしただけでも、タワーは根こそぎ崩れてしまう。拒絶し、立ち去ろうとすれば崩れてしまうのだ。そして自分の意思で崩すと決めなくても、何かの事故があれば簡単に崩してしまうだろう。例えば、ほんの一時の感情で────目の前のタワーを、突き放してしまった時とか。

　それを知っているがゆえに、怖い。

　本当ならばこんなことはしたくない。しかし今はそれが必要なのだ。〈騎き士し〉としての役目のために。

　かつて突き放してしまった少女に似た、雪ゆき乃ののために。




「………………」




　蒼衣は窓から教室に射し込む光に、手を透すかせて見る。目にした〈悪夢〉の持つ悲しさに気づいた時、それを破壊するカードを摘つまんでいる、自分の指。

　まだ手には、何の感かん触しよくもない。

　眠ねむ気けはいつの間にか、なくなっていた。

　蒼衣は現実と日常の中で、ぼんやりと自分の手を見つめ、考えていた。

　あの『なでしこ』の〈悪夢〉が、一体誰にとってのどのような悲劇なのか────そしてその悲劇の塔とうの中に今まさにいる少女が何をしているのか────蒼あお衣いは教室に射し込む朝日に照らされながら、じっと沈むように、考えていた。







　　　　２




　ホームルーム開始ぎりぎりに登校して来て、やる気がないことで有名なこのクラスの担たん任にんによる連絡事項を伝えるだけのホームルームが終わってから、しばしの時間。木き之の崎さき一かず真まは自分の机にぐったりと突っ伏して、ずっと身じろぎもしなかった。

　一限が始まるのを待つばかりの、しかし担任の退出と同時にあっという間に喧けん騒そうに包まれた教室の中。顎あごを直接机に乗せるように突っ伏した一真は、気だるい目をして前の席の椅い子すの背に張られた備品シールの番号を、何の意味もなく見つめていた。

「……あー」

　別に眠ねむいわけではない。原因は、筋肉痛だ。

　群むら草くさの仕事は芸術だが、作業は肉体労働に他ほかならない。メインのバイトが千ち恵えになって力仕事の効率が落ちたのか、昨日きのうの晩はここぞとばかりに木材の運うん搬ぱんや加工を、目が回りそうなほど手伝わされたのだ。

　それが原因の、筋肉痛。

　おかげで一夜明けた今、しばらくクビになっていたブランクもあってか、足から腕うでから背中から全身の筋肉が、激しく動けば飛び上がりそうなほど筋肉痛になっていた。

　あるいはひょっとしたら、雪ゆき乃のによって昔のことを掘り返されていた一真に、群草が気を遣つかったのかも知れない。群草はそういう形の配慮をする人間だ。実際大いに働かされる間に気き鬱うつもどこかに行ってしまったし、バイト代も出たが、それを引き換えにするだけの苦しみもしっかりもらって来る羽は目めになった。

「あー……ちくしょう」

　突っ伏したまま自分の体の痛みへの恨うらみ言を呻うめく、一真。

　そうしていると一真のところに、クラスメイトの男が三人連れで寄ってきた。みんな髪かみを茶に染めている。おおむね友人というのはいつも、似たようなタイプの人間が集まる。

「よ、木之崎。寝てんの？」

「寝てねーよ。全身筋肉痛なんだよ」

　一真は顔も上げずに、声だけで答えた。

「うわ、だっせえ」

「痛いてえのはここ？」

「バイトしてたんだよ……ってマジでいてーからやめて。触さわんな。あだだだだ、マジで触んないでくださいお願い」

　一かず真まの説明を聞いて、ここぞとばかりに腕うでや背中を摑つかむ友人たち。一真は三人の手にもみくちゃにされながら、情けない声を出して、なぶり殺しにされている最中の虫のように机の上でしばらくもがいた。

「バイト代出たなら何かおごれよー？」

「うっせー」

　ゲラゲラ笑いながらようやく責め手をやめた、友人たちの声が離れてゆく。

「……はー」

　それを聞きながら一真は疲れた顔で、溜ため息いきをついた。

　友人たちのことではない。こんな有様ではもしまたどこかで〈異い形ぎよう〉と出くわしてしまった時、自分の身を守ることはもちろん逃げることにも差し支つかえるかもしれないと、そんなことを思ったのだ。

　正直に言うと一真は、夜道で襲ってきたあの〈異形〉が怖かった。今までの〈泡ほう禍か〉被害者との交流で聞いた話が予備知識となって、それのおかげで比較的落ち着いてはいるが、受肉した〈異形〉を伴うような本格的な〈泡禍〉と遭そう遇ぐうするのは、一真は初めてだったのだ。

　あれはヤバい。ヤバすぎる。

　あのとき一真は完全に竦すくんでいた。〈泡禍〉の出現に気づいた雪ゆき乃のたちが助けに来てくれなければ、あのまま喰われて、死んでいたかもしれない。

　だがその明確に危険だった記き憶おくの割には、あまりにも異常でショックが大きかったせいか、あの出来事の現実感が妙みように薄うすいのも不気味だった。こうして時間を置いて恐怖が去ってしまうと、自分が目まの当たりにした記憶はあまりにも現実離れしていて、あれに『殺される』という生々しい事態をいくら考えようとしても、もう実感が湧わかないのだ。

　それがまた怖かった。想像の中の自分。

　もし次に同じ目に遭あった時には現実感のないうちに、身構えることも、逃げることも、抵抗することもしないまま、殺されてしまいそうな気がした。

　そしてこの感覚は、何となく知っている感覚に、似ていた。

　霞かすみの向こうに行ってしまった恐怖。これは汗あせびっしょりで布ふ団とんの中で目を覚まし、それを境にみるみる自分の中から去ってしまったその後の──────薄れてしまった悪夢の感覚に、他ほかならなかった。

　あれほど生々しく恐ろしかったのに、覚めてみると、もう現実感がない。

　そしていま目覚めている自分は、あれが夢であることを知っていて、起きている自分のところに現れたりはしない、そう感じている。

　しかしこの〈悪夢〉はただの夢ではなく、夢から染み出して、現れる。

　それを知っているのに、どうしても実感が薄うすい。リアルとして浮かばない。

　だが……あの夜道で軽トラックの下から一かず真まの足を摑つかんだ手は、今まさに一真の机の下で足を摑むかもしれないのだ。

　あるいは今しも自分の教室にいる臣しんの机の下から、現れているかもしれない。




「………………」




　と、そこまで考えた時、一真はふと、臣がちゃんと学校に来ているのか、不安になった。

　一真と臣には、そこらの女の子のようにわざわざ待ち合わせて一緒に登校するような習慣はない。いつものようにぎりぎりの時間に起きて、一人で登校して来たので、臣が今どうしているのかは、一真には分からなかった。

　臣はしっかりした男だ。自分がしなければならないことはきちんとする。

　正当な理由もなく規き範はんを破ったりはしない。もちろん学校をサボるなどということも、決してない。

　もちろん正当には休む。梢枝こずえの葬そう式しきには、一真も臣も学校を休んで参加するつもりだ。だがその日がきちんと存在している以上、臣は学校に来るはずだ。さすがの一真も心配になって、昨日きのうの夜、思わず確認までしたのだ。

　だが、もし来ていなかったら？

　臣が学校に来ないということは、その時点で臣は、全てを捨てたということだ。

　琴こと里りと梢枝の復ふく讐しゆうのために、今まで積み上げてきたものを全すべて捨てるという覚かく悟ご。しかも相手は〈泡ほう禍か〉などという、普通の人間には決して勝ち目のない相手だ。文字通り、死にに行くようなものだ。

　まさかそこまでは決意してないだろうな？　急激に一真の中に膨ふくれ上がる疑惑。

　一真は、がた、と椅い子すを鳴らして席から立ち上がった。その瞬しゆん間かんだけは自分でも、体の痛みを、完全に忘れていた。

「……っ」

　そして一真は、早足に席を離れ、歩き出す。

　教室を出て、他クラスの生徒の教室移動中で混み合っている廊ろう下かを、腿ふとももや脇わきの筋肉が悲鳴を上げるのも構わずに、焦あせりによる大おお雑ざつ把ぱな動作の早足で進んだ。

　臣のクラスの教室へ、浮かんでしまった疑惑を確かめるために。

　もう五分と少しで授業開始のチャイムが鳴るが、関係なかった。それどころではない。それに元々一真という人間は遅刻とか時間とか、そういったものを、あまり細かく気にするタイプでもない。

　教室の外から一目、姿を見るだけでいい。それだけで安心する。

　確認しなければ。一かず真まは動きが不自由な体で廊ろう下かを半ば走り、ぞろぞろと移動する生徒たちの中を身をかわすようにして追い抜き、痛む足に顔を歪ゆがめて階段を駆かけ下りて、臣しんのクラスの教室に向かった。

　一組。一真とは違う、成績優秀な生徒を集めたクラス。

　教室のドアとプレートが見えてきてから教室移動の可能性に気づいたが、幸いにも教室の中にはちゃんと人がいた。

　そして、




「臣！」




　教室に入りかけていた臣の背中を見つけて、思わず一真は叫んだ。

　その呼びかけに臣が立ち止まる。品行方正で成績優秀なスポーツマンを絵に書いたような、長身の制服姿が振り返った。

「……一真？」

　どちらかというと不ふ審しんそうに、臣は一真を見て応こたえた。もうすぐ授業が始まる。そんな時に一真がわざわざ血けつ相そうを変えてやって来たのだから、何か異常事態でもあったのではないかと考えても自然なことだった。

　しかも微び妙みように足を引きずるようにして、臣のところに近づいてくる一真。

　筋肉痛のせいだが、臣はそんなことは知らない。臣は眉まゆ根ねを寄せて表情を厳けわしくして、一真へと訊たずねた。

「何かあったか？」

「あー……いや、おまえが学校に来てんのか心配になってよ」

　ここに至って一真は、自分の失敗を悟さとった。

「見えたから思わず声かけちまった。失敗した。考えてみりゃ、見えた時点で確認は済んだんだから戻っても良かったんだなあ……」

「……何だよ、人騒さわがせな」

　溜ため息いきをつく、臣。

「いやあ、悪わりい。でもおまえ、それぐらい思い詰めてそうだったからさ」

「信用ないな。まあ無理もないか」

　臣は言って口の端はしを下げる。

　軽けい薄はくな笑いを返しながら、一真は思う。逆だ。一真は、臣が自分の恋人とその母親代わりとも言える姉の死に対して、それくらいのことはする俠きよう気きを腹の底で抱かかえているのではないかという期待と予感と、同時にそうして欲しくはないという自制への期待をごちゃ混ぜにして持っていたのだ。

「いや、おまえの自制心は信用してるぜ？　いつもは。でも今は事が事だからよ……」

「……まあな」

　一かず真まの言葉に、どこか暗い表情で頷うなずく、臣しん。

　そこで一真はさらに言葉を続けようとするが、人目もあるので具体的な名詞が出せず、どうしても要領の得ない妙みような説明になり、もどかしげに言う。

「うん、まあ、おまえがやらかしてもおかしくないくらいの事だぜ？　あれは。それは分かるし、気持ちも分かる。俺おれもおまえなら、俺もどうするか分かんねー。でも、なんつーか……やらかしたら駄だ目めなくらいのヤバいことなんだよ。あれは。しつこいと思うかもしんねーけど、俺もそんだけ心配なんだ。覚かく悟ごとかじゃどうにもなんねーんだよ。あれは……」

「わかってる」

「あー、いやまあ、こうやって確認はしたし、分かってるならいいんだけどさ……」

「確かに実感はないぜ？　おれがこの目で見た────あれ以外は」

　淡々と、臣。

「でも、おまえにあれだけ脅おどされたら、自制もするよ。俺もまだ完全には理解してないし、納得もしきれてもないしな」

　それを聞いて、一真も少しは安あん堵どする。

　授業開始のチャイムが鳴った。もう廊ろう下かに人ひと気けはなく、空気を震ふるわせるチャイムの音の中で生徒たちの喧けん騒そうが収まってゆく。それを聞いた臣は教室の戸に手をかけて、一真を追い払はらうようして手を振った。

「ほら一真、分かったら早く戻れ」

「あいよ」

「ついでだからってサボるなよ」

「……ちっ」

「『ちっ』じゃねーよ」

　臣は苦笑いしながら背を向け、自分の教室に戻るために、戸を開けた。

　一真も教室に戻ろうと、軽く手を上げ、背を向ける。そして何というわけでもなく、去り際に振り返って閉じかけた戸から教室の中を垣かい間ま見たその瞬しゆん間かん──────一真は大きく目を見開いて、音を立てて閉じられた戸の前で硬直した。




「………………っ!!」




　花があった。

　ほとんどの生徒が席についた殺風景な色の教室の中、その机の一つに、満開の花を生いけた花か瓶びんが、目に残るほどの鮮やかさで鎮ちん座ざしていた。

　そしてそれが目に入った瞬しゆん間かんの、空気の〝変質〟。

　うっすらと黒い靄もやがかかったように周囲の明度が下がり、冷えた土から立ち上るような湿しめった冷気に肌はだが撫なで上げられる、一かず真ま以外には誰も感じることができない空気。




　一真の────〈断だん章しよう〉。




　これから死にゆく人間の机の上に、死者の体温のように冷たい空気と共に、一真だけの目に見える、鮮やかな〝花〟。

　何でだ？　何で今、これが〝見える〟？

　びっしりと額ひたいに冷ひや汗あせが浮かぶのを感じながら、一真の頭の中は、悲鳴を上げそうな思いと共に浮かぶ、そんな問いでいっぱいになっていた。

　だが答えは明白だった。考えるまでもない。

　今だから、〝見える〟のだ。

　他ほかでもない今、一真たちの身に降りかかっている『災さい厄やく』。一真の〈断章〉の花は、その中で起こることを──────




　臣の死を告げるために、臣の机の上に、〝花〟は咲いたのだ。




　………………

　………………………………………………
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　通つ夜やの明かりが灯ともった、金かな森もり家けの玄げん関かん。

　鳴らされたチャイムを聞いて家の中から出てきた金森家の父親、勝まさるは、玄関に立っていた来客の姿を見るなり、ぎょっとした表情になった。




「先日はあんな状況でのご挨あい拶さつになって、申し訳ありませんでした」




　玄関に立っていた時とき槻つき雪ゆき乃のは、その喪も服ふくの漆しつ黒こくと、屍し衣えの純白が強いコントラストを為なしている、ゴシックロリータの衣い装しようを纏まとった身を涼やかに一礼させて、絶句する勝へと向けて挨拶した。

「改めてご挨拶させていただきます。私は梢枝こずえさんとお仕事の関係で知り合って、大変お世話になっていました時とき槻つきと申します。先日はお母さまのご不幸を聞いて駆かけつけたのですが、あのようなことになってしまって……今日は改めてお悔くやみと、それから共通の友人になります石いし田ださんから女手が欲しいと聞きまして、伺いました。微力ではありますがお手伝いさせていただきますので、よろしくお願いします」

「あ、ああ……それはそれは」

　完全に引いた表情で挨あい拶さつを返す勝まさる。梢枝こずえの自殺現場で、発見者の一人として顔を合わせて以来のこの父親は、異様な佇たたずまいの雪ゆき乃のの様子に気け圧おされるようにして、表情も変えずに語る雪乃の噓うそを受け入れて家の中へと招き入れた。

「どうぞ、石田君から聞いてます……」

「失礼します」

「……ども」

　すました顔の雪乃と、そしてその脇わきに控える、一かず真まの二人を。

「すみません、何もお構いできませんが。えーと、梢枝の仕事関係というと……服の？」

「ええ」

　おずおずとした勝の問いに、平然と答える雪乃。

　そんなあまりにも堂々とした態度の雪乃の横顔を、どことなく呆あきれた表情で見る一真。

　雪乃は完全に無視し、かつて一度土足で上がり込んだ玄げん関かんに座ってブーツを脱ぐ。そうしていると昼のうちに葬そう儀ぎ社しやの手によって通つ夜やの祭さい壇だんが設しつらえられた、座ざ敷しきの襖ふすまが開いて、臣しんが顔を出した。

「……」

　この家の主あるじはそれを見ると臣の視線を避さけるように、「それでは……」と言って、家の奥へと引っ込んで行く。

　誰が本当の主か分かったものではない。

　雪乃は冷めた目でそれを見送ったが、その影の薄うすさに微び妙みように自分の父親を思い出した。

　だが雪乃の父は確かに家庭で影が薄かったが、もっと高こう尚しような人物だった。雪乃は眉まゆ根ねを寄せて目を閉じ、その冒ぼう瀆とく的てきな連想を頭から消し去る。

　金かな森もり家けの父親の家庭での行状は、蒼あお衣いたちの話のついでだが、聞いている。

　そもそも梢枝の自殺を発見した後、警察などの検分が終わって初めて落ち着いて顔を合わせた時、臣と一緒にいる雪乃を見た彼の、明らかに二人の仲を勘かんぐっている不ふ審しんの視線を忘れるわけがなかった。

『……不ふ倫りん。執しゆう着ちやく。暴力。猜さい疑ぎ。卑ひ劣れつ。薄はく弱じやく。愛いとしいほど醜みにくい下げ衆すのたぐいね』

　くす、と雪乃の肩かた越ごしに、風かぜ乃のが笑った。

『ほんの少し違うだけで、彼のストーリーは愛の美談にできるのに、残念よね？　他ほかの男の許もとに走られても、実の娘むすめに反対されても、一いち途ずに妻を愛し続けた夫。同じストーリーなのに美しいものと美しくないものは、何が分けるのだと思う？』

　雪ゆき乃のにしか見ることも聞くこともできない美しい亡ぼう霊れいは、楽しそうに囁ささやく。

『答えは〝観客〟。人間の生も死も、欲は言うまでもなく、愛さえも、剝むき出しだと醜みにくいわ。愚おろかさに満ちたロミオとジュリエットが美しいのは愛ゆえ？　違う。観客に見せるために作られた、言葉と衣い装しようの美しさよ。不ふ倫りんも執しゆう着ちやくも暴力も猜さい疑ぎも、弱ささえも〝観客〟のためのものは美しいの。見せて恥ずかしくないよう飾らないと。少なくとも私たちの親は、その辺りはわきまえてた気もするわよね？』

「…………黙だまってて」

　まるで雪乃の思ったことを読み取ったような金かな森もり梢枝こずえの父親への人物評に、雪乃は小さな声で言い放つ。

「え？」

　座ざ敷しきに先導しかけていた臣しんが、雪乃を振り返った。

「何か、言いました？」

「いえ、何も」

　雪乃は臣の問いに眉まゆ一つ動かさず答える。

　そして雪乃は座敷の入口に立つ臣と、その向こうに広がる座敷の光景を見た。

　雪乃のじっと睨にらむような暗い視線の先には、仕切りの襖ふすまが外された二間の奥に灯ともる、すでに火か葬そうされた遺い体たいが収められている箱が二つ並んだ祭さい壇だんの、蠟ろう燭そくを模した飾りの放つ電球の明かりが、黄色く滲にじむように広がっている。




　　　　†




　雪乃がこうして金森家にやって来たのは、一かず真まの訴えによるものだ。

　学校で〈断だん章しよう〉によって臣の死を予告された一真。それからの一真の慌あわてようは相当なもので、雪乃には臣に何かあった場合にすぐ対応できる位置にいて欲しいと強く訴えたため、色々と面倒やリスクをかけて、このような運びになった。

　面倒は面倒だが、今後明らかに何かが起こるであろう場所に駐ちゆう留りゆうすることは、雪乃としても異存はなかった。それに元々梢枝の遺体を見つけた時にでっちあげた、梢枝の知り合いという自己紹しよう介かいを全まつとうするためにも、何がしかの形で線香くらいはあげに来る必要はあった。金森家の父親の、雪乃の素す性じように対する不ふ審しんが臨りん界かいを迎えるまでは、強引さと誤ご魔ま化かしで、押し切れるだけ押し切るつもりだった。

「……」

　雪乃は、形だけ祭壇の前に座って、手を合わせる。

　白い布に包まれただけの骨こつ箱ばこが、二つ並んでいる祭壇。蠟燭は安全性への配慮のためか電球式で、手元には楽に線香を絶やさないようにするためバネのように巻いた長い線香が、吊つられて細く煙を上げている。

　雪ゆき乃のが経験したことのある葬そう式しきは自分の身内のものだけだが、こうして見る金かな森もり家けの祭さい壇だんは全体的に手間が省かれて、安っぽく感じた。葬そう儀ぎ社しやと相談した喪も主しゆである父親が、どうせ大して人は来ないのだからと一番安く手間がかからないものを選んだらしく、これで葬式も二人一度なのだから、いくら雪乃が形と心に関係はないと考えても、微び妙みような思いにとらわれざるを得なかった。

『ね？　あの男には〝観客〟の意識がないでしょう？　美しく飾らないと、美しい思いさえも美しくないのよ』

「……」

　くすくすと囁ささやく風かぜ乃のを、憮ぶ然ぜんと黙もく殺さつする雪乃。

　雪乃が手を合わせるのを見届けて、背後の座ざ敷しきで臣しんが席を外す。それを見送った一かず真まは雪乃に近づいて来ると、あまり大きくない声で、雪乃に言った。

「……頼むから、臣には言わないでくれよ……」

「しつこいわね」

　うんざりと、雪乃は応じる。一真は、死の予言が出たことを臣に伝えておらず、この先も秘密にしておいてくれと雪乃にしつこく頼んでいたからだ。確認されるのも数度目だった。

「死の宣告をされた方が、無茶しなくなっていいかもしれないわよ？」

　あてつけ気味に、雪乃。

「……ぜ、絶対やめてくれ！　逆だよ。あいつは自分が死ぬなんて知ったら、ほんとに自分の生活全部捨てちまう。そんなことになったらほんとにあいつ、助からなくなっちまう」

　慌あわてて一真は拒否する。

　雪乃は面めん倒どう臭くさそうに目を細めた。もし自分が臣の立場になったなら、大きなお世話だ。死をかけてでも為なすべきと思うことを持っているにも関わらず、生きた先のことを考えてそれを抑おさえているのに、死の運命を伝えられないのは、不幸以外の何物にも聞こえなかった。

「あなたの〈断だん章しよう〉の予言、そもそも回かい避ひできるの？」

　雪乃は問う。

　もしも回避不能の予言なら、なおさら一真の意見には賛同できない。

　その問いに、一真はしどろもどろになって答えた。

「し、知らねーよ、試したこともねえ。でも俺おれなんかの弱っちい〈断章〉の予言なんか、簡単にひっくり返せるだろう？　〈雪の女王〉とか言われてるあんたなら……」

「………………」

　雪乃は黙だまり込む。

「な、何で黙るんだよ」

　たじろく一かず真ま。

　雪ゆき乃のはそのしばしの沈ちん黙もくの後、淡々と言った。

「…………そうね、私もそう、願ってるわ」

　それは別に意地の悪い駆かけ引きではなく、本心からの言葉だった。

　それはまだ、同じように予言を行う〈断だん章しよう〉である〈グランギニョルの索さく引いんひき〉を、覆くつがえした記き憶おくがない雪乃の本心。雪乃のこれまでの経験からすると考えれば考えるほど、臣しんの死という運命は、もはや決まっているようにしか思えなかったのだ。

　悪夢がもたらす運命に抗あらがうのが、〈騎き士し〉の役目。

　だが最悪の結果を前提とするのは、〈騎士〉が莫ばく大だいな理り不ふ尽じんから自分の心を守る、最初で最後の盾たてだった。

　一真には知る由よしもない、全すべての〈騎士〉がすぐに辿たどりつく絶望。

　あるいは知っているのかもしれないが、一真はその現実を見ようとはしていない。




「……」




　雪乃が冷さめた目で一真を見ていると、臣が座ざ敷しきに戻って来た。

　一真が慌あわててそちらを見て、今までここでされていた話題をなかったことにするように、部屋に入ってきた臣に訊たずねた。

「……おじさんは？」

「明日あしたの喪も主しゆの仕事のために、睡すい眠みんを取るようにおれが言った」

　臣は答えた。

「少なくとも夜中の間は、ここには来ない」

　その答えに含みがあることは、すぐに分かった。臣は雪乃たちの仕事のために、部外者である父親を、理由をつけて人ひと払ばらいしたのだ。

「……協力的で助かるわ。一度花を燃やして見せただけの、イカサマ師かもしれない私たちのために」

　偽ぎ悪あく的てきに、雪乃は言った。

「それがどうかは、おれが勝手に判断します」

　臣は言いながら畳たたみに腰こしを下ろし、胡坐あぐらをかいて座る。

「でもその見定めのためには、やっぱりおじさんは邪じや魔まになる。それにおじさんを休ませとくのも必要なことです。おじさんは参列者なんかほとんど来ないと思ってるけど、多分おじさんが考えてるよりもずっと多い。琴こと里りの時も、準備よりも参列者がかなり多くて結構混乱したんですよ」

　溜ため息いきをつく。一真もそれを聞いて思い出したのか、「ああ……」と困った顔で言って、がしがしと頭を搔かいた。

「……あん時は、ここが琴こと里りの友達ですし詰めになったなあ」

「ああ。あの時と同じことをしてる。反省はしてなかった」

「おじさん、交友関係狭い自分を基準に考えるから……前のは琴里がまだ高校生だったから、そのせいだって思ったのかもなあ」

「そんなとこだと思う。おじさんが交友関係をないがしろにしてるだけで、梢枝こずえねえさんも、おばさんも普通に自分の交友関係は持ってたはずだ。それにいくら葬そう式しきの伝達をしてないって言っても、この田舎いなかじゃ人が死んだらすぐに広まる。あらかじめ『身内だけでやりたい』とか伝えないと、顔を出すのがこの辺の普通だ」

　はー、と溜ため息いきをついて、雪ゆき乃のたちの周りを巡めぐるようにぶらつく一かず真ま。

「本番がユーウツだ……」

「祈いのるか耐えるかだな」

　こちらはとっくに諦あきらめて覚かく悟ごを決めた表情で、臣しん。

　そうして話題が途と切ぎれると、臣は改めて雪乃の方を向いて、やや声のトーンを下げて、話題を変えた。

「……さて。すいません、こっちの話ばかりして」

　そして臣は、言った。




「で────おれはこれから、何をすればいいんですか？」




　真まっ直すぐな目ではっきりと。雪乃はその瞬しゆん間かん、この男の命を救えるものなら救いたいと、心底から思った。

　こういう人間から真っ先に死んでゆくのが、〈騎士団オーダー〉の常だ。

　誠実で、気き概がいと義務感を持つ鑑かがみとなるべき人間から、まず死んでゆく。神による理り不ふ尽じんは公平だ。その濁だく流りゆうの前に立ち塞ふさがった人間から、順番に吞のみ込んでゆくのだ。

　一真が情けない声で、臣の名を呼んだ。

「臣ー……」

「すまん、一真。でもおれに教えたのは、おまえなんだよ」

　臣は答えた。

「事故でも自殺でも過失でもない、何かの意思があれを起こしたって、おれに教えてくれたのはおまえだ。しかもそれが罪にも問われないなら、おれが何か行動せずにはいられない性格なのは、おまえも分かってるはずだ。結果として手が届くか届かないかも、人間でも心しん霊れい現象でも、何も変わらない。あくまでも、おれの納得の問題だ」

「こんなことになるって分かってたら教えてねーよ」

　一かず真まは口を歪ゆがめる。そもそもは彼を助けたいと思って、臣しんと雪ゆき乃のを引き合わせたのだ。その際に分かりやすく心しん霊れい現象として説明した。それらが全すべて裏目に出ていた。

「最初に誤解があるけど、『あれ』に意思なんかないわ」

　溜ため息いきをついて、雪乃は口を開いた。

　臣の、教師の言葉を聞く真しん摯しな目が雪乃を見た。雪乃は続けた。

「心霊現象って言葉で勘かん違ちがいしやすいけど、あれはただの自然災害みたいなものだわ」

「……」

「誰かの意思で為なされたものじゃないし、当然死んだ人間の恨うらみとかはこれっぽっちも関係ない。あれには意思はない。仮にあるように見えても、それは被害者により強い絶望を与えるための擬ぎ態たいに過ぎない。あなたが殴なぐっても蹴けっても、あれは謝罪も反省もしないし、恐怖も痛みも感じない」

　雪乃は言う。

「あなたの行為は、友達を吞のみこんだ津波に、恨みを込めてナイフを突き立てる行為に似てるわ」

　少しだけ、一真の説得に協力する気になったのだ。

　この男を危ない目に遭あわせないために、復ふく讐しゆうを思いとどまるよう、最低限の説得をしてみてもいいと、そんな気になったのだ。

　だが臣は、躊躇ためらいなく頷うなずいた。

「ええ、もちろん」

「……そう」

　ならば雪乃は、それ以上の説得の言葉を持たなかった。

「それなら、可能な限り殺傷力のある武器で武装しとくべきね」

「ゆ……じゃねえ、時とき槻つきサン!?」

　抗議の声を上げる一真。

「それから、心霊という言葉に惑まどわされずに、相手に人格を認めないことね。危ないと思ったら即座に攻こう撃げきするか、できれば逃げる。効果があるかは分からないけど、何もしないよりマシだわ。武器が通用する形態であることを祈いのるのね」

　構わず雪乃はそれだけ言う。

「基本的には、私がやる。あなたに死なれたら私たちにとっては元も子もないから、無理はしないで」

「……わかった」

　意味があるかどうかも分からないアドバイスだが、少なくとも雪乃の手が届かないところで何かあった場合、少しはマシになるだろう。

　臣は少しだけ不満そうな色も垣かい間ま見せたが、それでも素直に頷く。

　雪ゆき乃のも頷うなずく。伝えるべきことは伝えた。あまりにも公平な〈神の悪夢〉という津波は、まず立ちはだかる者を、次に逃げる者を、順番に吞のみ込んでゆく。

　まだ比較的安全と呼べなくもない者は、〈騎き士し〉のような脇わきから殴なぐりつける部外者。

　そしてそんな例外を除のぞけば、〈泡ほう禍か〉に相あい対たいして、僅わずかでも長く生き残っている可能性の高い者は真正面から津波に立ち塞ふさがり抗あらがう者、その中で最も頑がん強きように抵抗した者なのだ。

　ただし臣しんが、その津波の『元』でないという条件付きでだが。

「……」

　そこまで説明する必要はない。雪乃はただ黙だまって視線の先で、「武器か……」と心当たりを考えているらしい、すでに死を予言されている彼を、複雑な思いで眺ながめた。

　やがて臣は、そんな雪乃の内心をよそに立ち上がり、一かず真まに訊たずねる。

「確か琴こと里りは、バット持ってたよな？」

「……ああ。中学までは使ってたな」

　嫌いやそうに答える一真。彼の内心をよそに臣はそれだけ確認すると、襖ふすまに手をかけて、座ざ敷しきを出ようとした。

「待てよ、臣。どこ探す気だ？　あいつの部屋じゃなくて物置かもしれねーぞ」

　どうやら一真も、武器になる物の携けい帯たいくらいは反対の必要がないだろうと、そんなことを考えたらしい。溜ため息いき混じりの一真のその言葉を聞いて、臣は立ち止まる。

「……ああ、そうか。それなら倉庫も見とけば、何かあるかもしれないな」

「あー……じゃあおまえ、物置見とけよ」

　一真は面めん倒どう臭くさそうにぐしゃぐしゃと自分の髪かみをかきむしりながら、寄りかかっていた柱から背を離した。

「俺おれが琴里の部屋、見といてやるよ。バットだけだろ？　おまえは物置で、バールでもノコギリでも、できるだけイカした武器をじっくり探してくれよ」

　軽けい薄はくな調子で、やや当てつけっぽく一真。

「おいおい……持ち歩けないだろ、そんなの……」

　しかし臣は冗じよう談だんとして受け取ったようで、苦笑い気味に答えて一真と共に部屋を出た。

　部屋を出る間ま際ぎわの、臣の目礼。それを最後に座敷に一人残された雪乃は、祭さい壇だんの前に座ったまま、身を捻ひねって台の上に並んだ骨こつ箱ばこを見上げた。

「……」

　似た光景は見たことがある。雪乃にとっての全すべての始まり、本人も含めた家族三人が風かぜ乃のによって殺された、その結果の光景だ。

　だがこうして弔とむらわれるのは幸運なケースのうちに入る。とても衆しゆう目もくに晒さらせない死体は誰も知らないうちに処分され、弔いもされない。死んでしまった本人にはどちらでも関係のないことだろうが。

「……姉ねえさん、何か分からないの？」

　雪ゆき乃のは祭さい壇だんを見上げたまま、厳しい表情と声で、傍かたわらの虚こ空くうに呼びかけた。

　途と端たん、祭壇を照らす蠟ろう燭そく型がたの電球の光がすっと翳かげったような感覚と共に、声をかけた虚空から雪乃の纏まとうストイックなイメージとは真ま逆ぎやくの印象をした、退たい廃はい的てきなゴシックロリータの少女の影が滲にじみ出した。

『さあ？　皆殺しにでもすればいいんじゃないかしら？』

　風かぜ乃のはくすくすと笑って、雪乃を見やる。

「…………姉さん」

『ふふ、どうしたの？　珍めずらしく助けたいなんて思ってる？』

　思わず咎とがめるように横目で睨にらみつけた雪乃に、風乃はいかにも楽しげに言った。ぎり、と口の端はしを嚙かんで黙だまる雪乃。

「……」

『でも分からないのは本当よ？　私が分かるのは今まさに現れてる〈泡ほう禍か〉と、今まさに全身から悪夢を撒まき散らしてる〈異い端たん〉くらいのものだもの』

　だが風乃はそれ以上踏み込まず、首を竦すくめて見せた。

『私が分かってるのは、この家の二階であったあのお姉さんの自殺現場に、ちゃんと〈泡禍〉の気配があったことくらいだわ』

「…………それも聞いてないわ」

『聞かれなかったもの』

　低い声で言う雪乃に、しれっと澄ました顔で答える風乃。

　と、その時、雪乃のポーチの中から、鈍い振動音が聞こえた。

　マナーモードの雪乃の携帯。これ以上状況が長引いてややこしくなるなら、颯さつ姫きの応援が欲しかった。雪乃はそれを思って、携帯を取り出す。

　だが液晶画面に出ていた名前は神か狩がり屋やではなく、蒼あお衣いだった。

「……着信拒否したい気分ね」

　雪乃は手の中で振動する携帯を、憮ぶ然ぜんとした表情で見つめ、切れるのを待つようにしばらく無言でいた後、溜ため息いきと共に通話ボタンを押した。
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　……よくよく考えてみれば安上がりだからというたったそれだけの理由で、今この家で通つ夜やと葬そう式しきをするおじさんの神経は、どこかネジが外れている。

　ケチと怠たい惰だと無気力。その辺りの言葉に集約されると言ってしまえばそれまでだが……つい二日前に二階で異常な自殺が行われて血の海になり、警察が物々しく踏み荒らして、そこに一度清せい掃そう業者を入れただけの家に平然と弔ちよう問もん客きやくを入れようとしているのがおじさんの行為であると気づいたのは、一かず真まが階段の電気を点つけて、琴こと里りの部屋がある二階に上がろうとした、まさにその時のことだった。

　今になるまで一真は、臣しんのことで必死になっていて、そんなことには思い至らなかった。

　考えてみればおじさんの決めた葬式について触ふれた時、年長者に対してあまり刺とげ々とげしいことは言わない臣が結構悪あし様ざまに言った気もするわけで───その時には気づかなかった臣の憤いきどおりに、一真はいまだ血の臭においが漂ただよっていそうな気がする階段の上の薄うす暗くらがりを見上げた時にようやく思い至ったのだ。

「……おいおい……」

　思わず呟つぶやいた一真の胸の中に、嫌いやな気分が湧わき上がる。

　湧き上がったのはおじさんへの反感。そして葬式当日への不安と、そんな余計なことを、今はそれどころではない臣に気き遣づかわせていることへのやり場のない不満。

　それと同時に胸の中を占しめたのは、臣のことを思って必死になっていながら、今の今まで臣のことをろくに見ていなかったのだという自己嫌けん悪お。一真は階段の手すりに手を置き、そこから見える二階を見上げながら、自分の中で膨ふくれ上がるやり場のない負の感情に、胸の内を翻ほん弄ろうされていた。




　どうすりゃいいんだ……？




　今朝けさから一真の頭の中は、この言葉のまま、進みも戻りもできていなかった。

　最初に臣の部屋で『花』を見つけてから、今朝まで。梢枝こずえやおばさんの死を目まの当たりにして、臣の身を心配しながらも、一真はまだどこかそれを信じていない、あるいは完全に切迫しきれていない部分があった。

　まさか臣しんが死ぬわけがない、と、どこかでそう考えていた。

　自分よりもはるかに頭が良く、はるかに身体能力も高く、一かず真まや琴こと里りがひどい目に遭あいそうになっても颯さつ爽そうと救ってくれる臣が、いくら〈泡ほう禍か〉に巻き込まれたといっても命を落とすまでには至るはずがないと、どこか心の底で思い込んでいた部分があったのだ。

　臣は一真などとは違う、特別な人間だ。

　一真の親友にして、本来なら一真のような落ちこぼれとは付き合うべきでない秀才。

　そしてもちろん〈泡禍〉と〈騎士団オーダー〉などという異常な世界とは、未来永えい劫ごう関わるはずのない普通の世界の人間のはずだった。

　神に由来づけられた〈泡あわ〉の災さい厄やくは非情なほど平等。それはさんざん聞かされてきたことだが、しかしそれでもなお一真は、臣がそれに巻き込まれることがあるなど、今の今まで一度として想像すらしたことがなかったのだ。

　一真は運が悪かった。だが臣はそうではない。

　母子家庭に落ちこぼれとして生まれた一真と、まともな家に秀才として生まれた臣。

　一真はその生い立ちゆえに、無数の不平等を見聞きして、また無数の平等をも見聞きしてきた。そしてそれらが人に、本当に突然に降りかかることを知っていたが、それでもそれらが臣に関わるなどとは、考えたことさえなかった。

　ゆえに、同じように一真は────




　あくまでも一真の世界の不幸である自分の〈断だん章しよう〉が、臣に降りかかるなど想像もしたことがなかったのだ。




　あってはならない、というよりも、あるはずがないことだった。

　想像の埒らち外がいだった。臣の机に現れた『花』という、脳が拒否するような事実。それが現実であると理解した時、一真はまさに目の前に奈な落らくの穴が開く思いにかられた。

　あまりの絶望に膝ひざが落ちかけた。

　自分のせいだとさえ思った。自分があんなものさえ、〝視み〟なければ。自分が友達でさえなければ。出会いさえしなければ。




　臣が、死ぬ。




　駄だ目めだ。そんなことは認められない。

　ああいう稀け有うな男は、きちんと幸せにならなければならない。自分さえいなければ。先に死ねば、予言がチャラになって臣は死なずに済むだろうか？

　保証はない。そして〈悪夢〉がそんなに甘あまいものだとは、到底信じられるものでもない。

　己の〈断だん章しよう〉を怖おそれるあまりに自殺した人間の話は、そう珍めずらしくない。いくつか聞いたことがあったが、それがさらに悲ひ惨さんな結果を生んだという話もまた、珍しくない。

　一かず真まはたった一人薄うす暗ぐらい階段を登りながら、同じように薄暗い思考のトンネルを、当てもなく進み続ける。畜ちく生しよう、どうすりゃいいんだ……？　頭を一杯にして空転する思考。もちろん答えは出なかった。自分の頭の悪さを呪のろった。自分の力のなさを呪った。

　群むら草くさの言う通り、一真は何もできない人間だ。

　こんな時には何の価値もない。それこそ文字通りこの命を捨てても、臣しんのために何の役にも立ちはしない。

「──────くそっ!!」

　心の底から悔くやしげに、吐はき捨てる。

　どうすればいい？　俺おれには本当に何もできないのか？

　そもそも……〈雪の女王〉の言う通りで、本当に大丈夫なのか？

　逃げなくてもいいのか？　隠かくれなくても？　不安だった。しかし自分の不安に任せて勝手に判断行動したとして、本当に事態は好転するのか？

　逃げ隠れしたとして、それが本当に安全に繫つながるのか？

　超常現象相手に？　なら〈雪の女王〉の言う方法が、正しいのか？

「…………」

　今さら〈雪の女王〉という〈騎き士し〉の、危険な評判が脳のう裏りをよぎった。

　犠ぎ牲せいに配慮しない凶きよう暴ぼうな〈騎士〉。だが何度かこの町に雪ゆき乃のを呼んでいる群草はそのようなことを言わないし、自分の目で見た評価も、やはりそこまでのものではない。

　群草と……何より自分の目。本当に信用できるのか？

　すでに交流がある贔屓ひいき目めのある自分たちと、聞こえてくる客観的な他所よその評価。一体どちらが、より信用できるのだ？

「…………」

　一真はただ一人、胸の内からの焦あせりに追い詰められた目で階段を見上げ、登った。

　ぎし、ぎし、と音を立て、やがて体が薄暗い階段を登りきるが、頭の中はほんの少しも、暗くら闇やみのトンネルを抜けなかった。

　焦しよう燥そう感かんで呼吸が乱れているのを自分で感じながら、一真は琴こと里りの部屋の前に立ち、ドアノブに手をかけた。琴里の葬そう式しきのあと以来、入ったことがない部屋。この部屋は梢枝こずえの感傷と、またそんな労力をかけられないという物理的な理由のせいで、ずっとそのままにされているはずだった。

　ドアノブをひねって、ドアを開ける。

　室内の闇に射し込む廊ろう下かの明かり。そして無人のまま締め切っていた部屋に特有の、妙みようによそよそしい匂においを含んだ空気が、鼻をくすぐる。

　壁のスイッチを探して押したが、部屋の明かりは点つかなかった。

　天てん井じようから下がっている紐ひもの方で明かりが消されているらしかった。一かず真まは室内へと足を踏み入れる。

「……」

　この部屋に入ることにはもう少し何かの感かん慨がいがあっても良かったはずだが、今の一真には、それを感じる余よ裕ゆうはなかった。

　別の悩みで頭を一杯にしたまま、一真は部屋の暗くら闇やみで減げん衰すいした廊ろう下かの明かりに照らされて、ぼんやりと垣かい間ま見えている電でん灯とうの紐を見つけて、硬い手て応ごたえのそれを引っ張った。

　ちかちかと音を立てて蛍けい光こう灯とうが瞬またたき、部屋に明かりが灯ともった。部屋の中が露あらわになる。がさつな性格の割りに部屋は綺き麗れいだった琴こと里りの部屋は、今や生活感さえもなくなって、うっすらと埃ほこりを被かぶっているのか、どことなく印象がくすんでいた。

　大昔に二階をリフォームした際のものだという、和室の間取りの痕こん跡せきがある部屋に、空っぽのベッド。

　そして────




　学習机の上に置かれた大振りの花瓶が目に入ったその瞬しゆん間かん、一真の背筋に電撃のように悪お寒かんが駆かけ上がった。




「な…………!?」

　一真は部屋の真ん中で、凍こおりついた。

　全身に鳥とり肌はだが立った。そこにあったのは骨こつ壺つぼを思わせるような、白っぽい陶器の大振りな花か瓶びんで、そしてその花瓶には一杯の花束が、半ば以上しおれた姿で周りの机の上に花粉や花びらをこぼしたまま置かれていたのだった。

「…………！」

　どっ、どっ、どっ、と心臓が鳴る。

　微かすかに瞬またたく濁にごった色の蛍光灯の明かりの下にぽつんと置かれた、葉や花びらがあちこち茶色に変わっている、腐ふ乱らん寸前のような瀕ひん死しの花束を、一真はじっと見つめた。

　いや違う。これはただの花だ。ようやく落ち着いてそう思う。

　ただの死にかけの花だ。琴里が死んでから、梢枝こずえが飾っていたものに違いない花。世話する者がいなくなって、しおれてしまったのだ。

　ただの花瓶。気にしすぎだ。

　臣しんに起こった〈泡ほう禍か〉。自分の〈断だん章しよう〉。全すべて『花』だ。そのせいで過度に敏感になっているのだ。

「……」

　一かず真まは、乾いてねばつく口の中の、唾つばを飲み下す。そしてひとつ大きく息を吐はいてから、元の目的を果たすために、部屋の中を見回した。

　バットのように長いものなら、仕し舞まい込む場所も知れている。

　その辺りに立てかけるか、ベッドの下か、クローゼットの中。それくらいのものだ。

　さっさと探してしまおう。一真は机の上から視線を引き剝はがし、バットを置きそうな目立つ場所に一通り目を走らせる。そして見当たらないので部屋の奥にある、リフォーム前は押入れだったと思われる配置の、壁一面の大きなクローゼットの扉とびらの前に立って、その両開きの扉に手をかけた。




　ぎい。




　吊つるされた服と小さな衣い装しようケース、そして部屋の綺き麗れいさからはかけ離れた乱雑さで物が仕舞われた、クローゼットの中身が露あらわになった。

　変に神経質で、見えるところは頻ひん繁ぱんに気になって片付けるが、収納の中はそれほど見ないので散らかりっぱなし。そんな琴こと里りの性格がそのまま表れているクローゼットの中を、一真は大おお雑ざつ把ぱに漁あさった。

　バットは見当たらなかった。一真はクローゼットを閉じる。

　死蔵はしていなかったはずなので、おそらくこれ以上奥にはない。となるとやはり物置だろう。一真はそう見切りをつけて、部屋を出ようと振り返った。







「………………………………………………」







　花が、消えていた。

　振り返った瞬しゆん間かんに時が凍こおった。驚きよう愕がくも仰ぎよう天てんもなく、ただその変化を目まの当たりにして、振り返った動きも思考も、ぴた、とその場で停止した。

　机の上に花か瓶びんだけを残して、そこに生いけられていた枯かれかけの花束だけが忽こつ然ぜんと姿を消していた。あまりにもささやかで、しかし決定的なその変化に、思考がついていかなかった。ただその場に立ち尽くして、時間が止まった。

「…………あ……？」

　やがて、ようやく、一言。

　ぽつん、と机の上に鎮ちん座ざしている、花のない花瓶。それを見つめたまま。

　当たり前のように目の前にある、その〝欠けた〟光景。何が起こったのか全く分からなかった。まず自分の記き憶おくを疑った。

　いや、確かに、〝ない〟。

「………………」

　じっと無言で、花か瓶びんを、見つめた。

　何となくうそ寒い空白が、心の中に広がった。何となく周囲の光景が、今までよりも空々しく影を増したように見えた。

　微かすかに瞬またたく濁にごった色の蛍けい光こう灯とうの明かりが、立ち尽くしている部屋の光景から現実感を奪っているように見えた。

　机の下、ベッドの下、棚たなの隙すき間ま、クローゼットの扉とびらの隙間。

　部屋に存在するありとあらゆる陰が、妙みように濃こい。そしてくすんだ明かりに、それらの影はじわりと滲にじんで、うっすらと部屋中に、染み出しているかのように見えた。

　影で、部屋が滲んでいた。

　その中で、白い骨こつ壺つぼのような花瓶が、ぽつん、と。

　よく見ると、その周りの机の上に散らばっている花束の屑くずが、明らかに増えていた。

　花粉、花びら、そして今まではなかった葉の屑。それは花瓶の口に一杯に生いけられていた花束が花瓶の中に引きずり込まれて、花瓶の縁ふちによってそぎ落とされたかのような、そんな風ふうにしか見えなかった。

　花瓶の大きく開いた口の中にも、影が湛たたえられていた。

「………………」

　影が濃さを増した部屋で、それらを前にして、一人立ち尽くした。だんだんと全身に、うっすら嫌いやな汗あせが浮かび始めた。

　何だ？　何がどうなった？　頭の中に浮かぶ無む為いな疑問。

　だんだんと心の中の空くう隙げきに嫌な予感が膨ふくれ上がった。もう一歩たりとも、ここから動きたくなかった。

　────だが。







　ぬる、







　と目の前で花瓶の口から、白い指が這い出した。

「…………………………っ!!」

　電気に打たれたように立ち尽くした。声も出なかった。目を大きく見開いた。

　凍こおりつくような空気の中で、空っぽの花か瓶びんの中から白い〝指〟が生はえた。凍りついたように見つめる中で、冷たく濡ぬれた白い〝指〟は、なめくじのように蠢うごめいて這はい出して、花瓶の縁ふちをねっとりと摑つかんだ。

「…………………………っ!!」

　完全に足が竦すくんだ。動けなくなった。

　すでに遭あった恐怖の記き憶おくがかえって足を竦ませた。そして視線を逸そらすことも、瞬まばたきすることもできなかった。

　中から指が生えた花瓶を前に、もはや身動きもできなかった。

　膝ひざが震ふるえていた。指先が震えていた。歯の根が合わなくなった。ただ、がちがちと奥歯が鳴る音が頭ず蓋がい骨こつに響くのを聞きながら、目の前で起こっている『異常』を、目を見開いて見つめることしかできなかった。




　ずる、




　と見ている前で〝指〟はさらに這い出し、二に指しから三指、四指と数を増やして、ゆっくりと露あらわになってゆく。

「………………っ!!」

　だんだんと姿を現してゆく〝指〟にはやがて髪かみの毛のようなものが絡からみつき始め、うっすらと血の色をした粘ねん液えきが、つーっ、と縁ふちを摑んだ〝指〟から花瓶の表面を伝い落ち始めた。

「…………………………っ!!」

　後ずさろうとしてバランスを崩くずし、がくん、と床ゆかに座り込んだ。

　まずい！　やばい！　駄だ目めだ！　心の中で悲鳴を上げたが、もう足は笑うばかりで、まるで夢の中で足が竦んだかのように、どうやっても力は入らなかった。

　見上げる机。

　見上げる花瓶。

　もはや見えない花瓶の口から生えた〝指〟は、縁を摑んで這い出し、床に座り込んだこちらへと差し伸べようとでもしているかのように、髪の毛を絡ませながらずるずると花瓶の表面を伝って伸ばされてきた。

「ひ……！」

　ようやくそれだけの声が、喉のどから絞しぼり出た。

　そして──────その直後、ぐら、と花瓶が、こちらに向けて傾かしいだ。




　びしゃびしゃびしゃびしゃびしゃっ!!




　その瞬しゆん間かん、がたん、と倒れた花か瓶びんの縁ふちに張り付いていた〝指〟が、溶とけたジャムのような色をした大量の未成型の肉を花瓶の中から引きずってこぼれ出した。〝指〟は〝手〟ではなかった。指は花瓶の外に見えていた部分だけで、他ほかは全すべて人間の形をしておらず、転げ出した五本の指はすぐさまバラバラになって、繫つながって溢あふれ出してきた大量のピンク色をした血と肉と粘ねん液えきの中に吞のみ込まれて消えていった。赤く白く黒くピンク色の、透けた内臓とも胎たい児じともつかない怖おぞ気けを催もよおす肉と粘液が僅わずかに人間の形をした大量の部品を混じらせながら花瓶から溢れ出した。明らかに花瓶の容積を超えている大量の未成熟の肉は、大量のゼリーをひっくり返したような音を立てて、床ゆかに、足元に、机の下におぞましい音と共にぶちまけられて、血の混じった生肉と粘液の吐はき気を催す異様な臭においを立ち上らせて広がり──────




「────ああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　瞬間、一かず真まは絶叫した。

　足元に達した肉液の中から、皮ひ膚ふを剝はいだような手が伸びて、生暖かく濡ぬれたおぞましい感かん触しよくで、ぬちゃ、と一真の足首を摑つかんだ。




　…………………………







　　　　２




『────雪ゆき乃の』

「気づかないわけないでしょ」




　風かぜ乃のの楽しげな囁ささやきにそう答え、祭さい壇だんの前に瞑めい目もくするように座っていた雪乃は目を開けて、流れるような動作で立ち上がった。

　すでに手の中には赤い柄えのカッターナイフ。ただ前だけを見み据すえて鋭く細められた目は、ここにはいない何かを見つめる、憎にくしみと殺意と決意の視線。

「来たわね」

『ええ』

　家の中の空気が変わったことを、雪乃はすでに肌はだで感じていた。

　何か説明しがたい不安感を催す、うっすらと冷たい、微かすかに明かりが翳かげったような錯さつ覚かくを覚えるこの空気は、いつの間にかどこかから染み出して来たように、沈んだ家の中の空気に混じり始めていた。

　何も知らない者なら、気づいた時にはもう全てが変質しているだろう微かな前ぜん兆ちよう。

　全すべてを知っている者でも、よほど注意していなければ気づかないほどの、微かすかな、現実が歪ゆがめられる気配。

　待ち構えていた雪ゆき乃のは、そして〈悪夢〉そのものである風かぜ乃のは、すぐさまそれを察知して動き出した。どこで何が起こっているのかまでは分からないが、『舞台』はここだ。この家の中のどこかであることは間違いない。雪乃は黒い靴くつ下したに包まれた足で音もなく畳たたみを踏み、襖ふすまを開けて座ざ敷しきを出て、まずは一階の物置に向かって駆かけ出した。

　……現在、最も死の可能性が高い、臣しんの許もとに。

　座敷から玄げん関かんに出て、玄関からすぐの場所にあるドア。元は農機具のガレージとしても使われていたという物置には、そのドアから直通だった。

　明らかに家の中との調和が考慮されていないアルミの色をしたドアは、頭の高さに嵌はまった擦すりガラスから、向こう側に灯ともっている蛍けい光こう灯とうの白い明かりが漏もれていた。そこで臣が探し物をしている。雪乃はすぐさまドアに取りつきノブを回して、思い切りドアを開け放った。

「！」

　がしゃん、と空気圧でたわんで音を立てる、物置のシャッターと玄関の戸。

　それらの音に物置の中で探し物をしていた臣が、驚いたように振り返って、雪乃を見た。

「な……何か？」

　臣は訊たずねた。雪乃はそれには答えずに、白い蛍光灯の明かりに照らされた、物置の中を鋭い目で見回す。

　埃ほこりとも土ともつかない匂においのする、物置の中身。埃を被かぶった段ボール箱や、工具や農具、そのほか棚たなや丸めたカーペットなどの不要物が積み上げられた物置は、剝むき出しのコンクリートブロック壁の隅すみに蜘蛛くもの巣を揺らすだけで、何の異常も見て取れなかった。

「……気配が現れたわ」

　そこでようやく雪乃は、臣に向かってそう言った。

「え……！」

「ここでは何も感じなかった？　今からは何が起こっても不思議はないわ。今から家中を確認するから気をつけて。できれば私から離れないで」

「…………」

　臣は雪乃のその言葉を聞くと、何も言わずに表情を固めて、立てかけてあった金属バットを手にした。

　雪乃はそれだけ言うと、臣からは背を向けた。

　後ろでは臣がバットを持ったままサンダルを脱ぬぎ捨て、物置のコンクリート床ゆかから、段差を上がって家の中に入って来るのが垣かい間ま見えた。

「……」

　臣は無事だった。次は二階だ。

　雪ゆき乃のは視線を走らせる。死の予告をされた臣しんのことばかり気にしていたが、一かず真まも他人ひと事ごとではなく、一度は〈異い形ぎよう〉に襲われているのだ。

　続けて襲われることはないという保証はないどころか、このまま続けて〈泡ほう禍か〉のターゲットになり続ける可能性の方が遙はるかに高かった。雪乃はそのまま後ろを振り返りもせずに、二階への階段に向かう。そして階段の下に立った。

「……」

　濁にごった明かりの点ついた階段を見上げる雪乃の目。

　その目はすぐに、二階を睨にらみつけるかのように細められる。

「……上ね」

『そうね。楽しみね』

　異様なまでの静けさに包まれた二階から、段差を伝って流れるようにうっすらと冷気が降おりて来ていた。

　確信する雪乃と楽しげな風かぜ乃の。雪乃はすぐさま階段の段差へ足を乗せたが、薄うすい靴くつ下した越しに感じる階段は、木の板の表面が、廊ろう下かと比べて明らかに冷え切っていた。

「……っ」

　構わず、いや、だからこそ、雪乃は直後に階段を駆かけ上がった。

　身を躍おどらせた。長い髪かみと、それを束ねるレースのリボンと、白と黒の豪ごう奢しやな衣い装しようが、空気の中を疾しつ走そうした。

　カッターナイフを手に暗殺者のように階段を駆け上がり、廊下へ。

　そして室内の明かりが見える、半開きのドアにすぐさま狙ねらいを定めて、思い切りドアを蹴けり開けて、部屋の中に躍おどり込んだ。




「………………っ!!」




　　　　†




　風のように廊下を曲がり、臣の視界から消える雪乃。

　臣は一いつ瞬しゆん遅れて、その後を追おうとして────足を踏み出したその時に、ふと玄げん関かん内でその足を止めた。

「ん……？」

　擦すりガラスの入った玄関の戸の向こうで、人影のようなものが動いたのだ。

　来客だろうか？　可能性は充分にあった。葬そう式しきを前にした家に挨あい拶さつや用事に来る人間がいても不思議はない。しかしそうなれば今まさに家の中で行われようとしていることを、来客には誤ご魔ま化かす必要があった。その躊ちゆう躇ちよが臣の足を止めた。

　臣しんは自分にできること、できないこと、やりたいこと、それら全すべてを鑑かんがみた結果としての自分の役目を、自分なりに弁わきまえていた。

　カッターナイフで自分につけた傷を引き換えに、不可解な力であのユリの花を灰にした雪ゆき乃のという少女。彼女は初対面で臣が持った印象よりも遙はるかに他人と会話をする能力を持っていたが、それでも不自然を隠かくし切るには遠かった。

　ならば、と臣は考えていた。自分にできることはそれだろうと。

　警察への証言や、おじさんへの顔つなぎなどの臣に振られた役目から、臣は雪乃たちが『信用』の面で弱さを抱かかえていて、かつそれなくしては活動に支し障しようをきたすこと、そして雪乃たちもそれを自覚していること、それらを見抜いていた。

　臣は、せめて一発殴なぐりつける程度でも『心しん霊れい現象』とやらに一いつ矢し報むくいたいと思っていたが、志こころざし半ばで駄だ目めになっては意味がない。

　彼らの言うことが真実であろうとインチキであろうと、臣はこの琴こと里りと梢枝こずえに捧ささげる復ふく讐しゆう、あるいは茶ちや番ばん劇げきの、最後まで進むために自分ができる最大の役目は、彼女らについて誤ご魔ま化かしの『信用』になることだろうと認識していた。

　だからこそ来客の気配に、臣は何よりも敏感に反応した。

　臣の手には金属バットがあった。こんなのを部外者に見られるのは得策ではない。そして二階で何かがあった場合、それに気づかれることや、二階に上がられることは、何よりも避けなければならない。

「……む……」

　臣は一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよのあと、下げ駄た箱ばこの陰にバットを隠かくすように置いた。

　その間に来客の影は戸の向こうから消えていた。おや、と臣は動きを止める。客じゃないのか？　いや、もしかしたら裏の勝手口に回ったのかも知れない。

　近所の主婦が玄げん関かんを使わずに、直接勝手口から中に呼びかけてくるのは、この田舎いなかでは珍しくない。慌あわてて臣は家の奥のほうへ目をやる。勝手口ならおじさんの居室の方が近いが、それも困った。あまりおじさんにも家の中をうろついて欲しくなかったのだ。臣は玄関に背を向けて、勝手口のある居間の方へ向かおうと足を踏み出した。

　その、瞬しゆん間かん。







『────臣』







　ぞっ、と背筋を撫なで上げるような少女の声が、背中にかけられた。

「…………………………っ!!」

　びくっ、と背筋から身体からだが硬直した。空気にかすれた囁ささやき。しかしそれでもなおどこか気の強さが窺うかがえるその声は、未いまだ記き憶おくの中にはっきりと焼きついている、忘れもしない死んでしまった少女のものだった。




　────琴こと里り!?




　悲鳴じみた思いで、頭の中に浮かぶその名前。

　張り詰めた意識が背中に向いた。背後に広がる玄げん関かんの空間を、五感が、六感が、そして背中が、強く感じた。

　背中の向こうに広がる、暗く虚うつろな空間。

　そして背後に満ち満ちて、徐じよ々じよに背中に染み透って来る、冷蔵庫から流れ出して来たかのような、ひどく冷え切った異様な空気。

　深夜の墓所のような、空からっぽで、しかし異様な存在感のある暗がり。

　そして背後に立つ、木と擦すりガラスの薄うすい戸に隔へだてられたその外に、いま周囲にわだかまっている空気をさらに濃密にしたかのような恐ろしく冷たい闇が、あたかも戸に張り付いて中を窺い隙すきあらば中に流れ込もうとしているかのように音もなく満ち満ちていた。

　いま呼びかけてきた〝モノ〟は、その中に。

　人型の〝モノ〟。

　少女の形をした、〝モノ〟。

　それは外に満ちている恐怖を孕はらんだ闇やみが、その身の一部で形作った疑ぎ似じ餌えのように、あからさまでおぞましかった。たった一枚の戸を隔てた、その向こうの夜に立つ、人型をした闇。人の形に凝ぎよう集しゆうした恐怖としか言えないものだった。

　それが背後に、玄関に、立っていた。

　振り返れば見える。鍵を開ければ、入って来る。

　復ふく讐しゆうへの怒りと、不条理への納得を求めるあまりに、完全に失念していた。これによく似た夢を見ていて、それが夢とは言えない可能性を一かず真まに示し唆さされたことが、そもそも全すべての始まりだったのだ。




　窓の外の、琴里。




　そうだ。それが敵てきであり怪物であることに、思い至っておくべきだったのだ。

　お前は本当に、琴里に一いち撃げきを加えることを望んでいたのか？　違う。できるはずがない。例えこれがあからさまな疑似餌であっても、琴里の形をしているものを殺すなどできるはずがなかった。

　それどころか人の形をしたものを殴なぐりつけることさえ、想定していなかった。

　規き範はんが、常識が、『心しん霊れい現象』などという漠ばく然ぜんとしたものへのイメージを、具体的なものにしなかった。

　つい先ほどまで手にしていた金属バットで、琴こと里りを殴りつけるイメージ。

　想像した。その手て応ごたえまでをも想像した。手が、指が、震ふるえた。背筋が震えた。

「………………っ!!」

　できるはずがなかった。一かず真まがあれほど止めたのは、これを知っていたからなのか？

　今日の一真の態度が朝からずっとおかしかったのは、これが起こることを知っていたからなのか？

　何故なぜ、隠かくしていた？

　疑問。だがその理由は、簡単に予想が浮かんだ。




　雪乃の手によって琴里が殺されることを、自分は見過ごせるのか？




　そんな光景を見ることに耐えられるのか？　できるはずがなかった。例えそれが異常な現象が作った、臣しんを吞のみ込むための、疑ぎ似じ餌えであったとしてもだ。

　それどころか、もしも本当に、死んだ琴里が生き返ったのなら？

　死んで、蘇よみがえって、そして臣に会うことを願って、窓の外に、そしていま玄げん関かんの外にいるのだとしたら？




「…………………………!!」




　臣は、凍こごえたような動きで、ゆっくりと振り返った。

　電球に照らされて、暗がりに翳かげった、玄関の虚うつろな空間が、締め切った戸に隔へだてられて広がっていた。

　擦すりガラスの外には、背中で感じていたような闇やみではなく、玄関灯とうの無機質な明かりと静寂がぼんやりと広がっていた。そしてその中に、擦りガラスでぼやけた、学校の制服を着ているらしい人間の輪りん郭かくが、ぽつんと立っていた。

「……琴里……」

　口から、かすれた言葉が漏もれた。

　手は震えていた。足は震えていた。しかしそれでもなお臣の足は、玄関の戸へと向けて呆ぼう然ぜんとした一歩を踏み出した。

　板の間を、ぎし、と鳴らして、歩を進めた。

　そして板の間はすぐに尽き、足はコンクリートの玄関に降ろされて、靴くつを履はくのももどかしく、靴くつ下した越しに床ゆかの冷たさを感じながら臣しんは戸へと歩み寄っていった。

　戸が近づく。戸の向こうの、人影が近づく。

　近づくほどに琴こと里りにしか見えなかった。臣の足が速まる。

「琴里……！」

　かすれた声で再び名前を呼んで、戸に取り付き、内鍵を震ふるえる手でもどかしく外した。

　そして臣は、戸に手をかけて────擦すりガラスの向こうに琴里が立っている戸を、勢い良く開け放った。




「琴里っ！」




　……




　　　　†




　金かな森もり勝まさるは居間の隣となりに当たる自分の居室で、小さな背を丸めるようにして、パソコン画面の前に座っていた。

　表情の抜けた顔が眺ながめているのはインターネット。無趣味を絵に書いたような勝の、傍はた目めには唯一の趣味に見えるのはこのネットサーフィンだが、実態は趣味というよりも単なる習慣のようなもので、ただ漫まん然ぜんと時間を潰つぶすための道具だった。

　インターネットは、妻が浮気で家に帰らなくなってからできた『趣味』だった。

　仕事から帰宅した後、眠ねむるまでの間、勝は居間でテレビを眺めるか、居室でパソコンの前に座っているかのどちらかしかすることがなかった。

　休日も、同じ。

　ずっと家にいる。そしてパソコンの前にいる時間は多くなる一方だった。居間にいて娘むすめたちと顔を合わせれば喧けん嘩かになるからだ。

　そんなパソコンも、しかし妻が戻って来てからは、めっきり立ち上げる時間が減った。

　そこからも、これが本当の意味で趣味ではないことは歴然だった。彼にとってパソコンは、単に寂しさと暇ひまを埋うめるための道具に過ぎなかったのだ。

　その『趣味』が、再び復活していた。

　スチール製のパソコンラックで画面が明あか々あかと点ともり、床ゆかには敷きっぱなしの布ふ団とん。

　五畳じようの空間に、勝の身の回りのものが全すべて置かれた乱雑な部屋に、勝は背を丸めて無心にマウスを操作している。パソコンも、部屋の乱雑さも、つい先日復活したものだった。万まん年ねん床どこも同じだった。

「………………」

　無為で無気力な、無言の部屋。

　その中にぽつんと一人座っている男の、瞬まばたきの少ない目で画面を見つめている、ぼんやりとした顔が、うつろう画面の光に照らされている。

　部屋にある音は、時折パソコンが立てる音と、エアコンが立てる微かすかな音だけ。

　そして部屋の外から時折漏もれ聞こえる、聞き取れないほどの話し声と、家を伝って聞こえる足音だけだった。

「……」

　関心はなかった。

　ただ、面めん倒どうだった。

　このまま時を過ごし、時間が経たったら風ふ呂ろに入って寝る。それで今日きようは終わる。

　明日あしたも葬そう儀ぎ社しやの言う通りにすればいいだけ。そうして色々と済んだら、またテレビを見てネットをして、時間がきたら寝る。そうして起きたら仕事に行って、帰ってきて……

「……」

　無為。ただひたすらの、無為。

　部屋の中で立つ音は、微かな音さえも妙みように大きく聞こえる無為な静寂の中、家の主あるじは口を半開きにしたまま、ぼんやりと画面を眺ながめ続けていた。

　目の中を流れてゆく、僅わずかな娯楽が含まれた、どうでもいい情報群。

　部屋の外には関心がなかった。腕わん力りよくのある、身体からだの大きな、小こ煩うるさい面倒を言う若者。できるだけ顔を合わせたくなかった。彼らがもう死んでしまった、やはり面倒だった娘むすめたちのために何をしていようが、心の底からどうでもよかった。

　ぼんやりと人工の明かりに満たされた、ぼんやりと澱よどんだ空気の中。

　その中で、虚うつろな部屋の空気を背に、背中を丸めて、じっとパソコンの前に座る。

　背中の向こうに広がっているのは、ただ関心がないゆえに、空からっぽの世界だった。娘二人が死んだ今、すぐに縁えんが切れるだろう若者たちしかいない、それゆえに誰が歩こうが走ろうが騒さわごうがどうでもいい、無関係な世界だった。

　……が。




「………………うん……？」




　不意に勝は、画面から顔を上げた。

　部屋の外からたった今、妙な音が聞こえてきた気がしたのだ。

　それは家にいる若者たちの足音よりも、遙はるかに小さな物音だった。しかし関心のない、彼らの立てた音ではないがゆえに、無視することができなかった。思わず顔を上げていた。

　小さな、物音。

「……」

　振り返った。乱雑な部屋は襖ふすまに囲われて、静まり返っていた。

　聞こえた気がしたのは、その襖の向こうの、廊ろう下かから。




　ちゃっ、ちゃっ、ちゃっ……




　という、例えるならばプラスチックの箸はしで廊下を軽く叩たたくような音だった。そしてその音には聞き覚えがあった。

　シーザー────飼い犬の、足音だ。

　妻つまと共に散歩に出て、死んだはずの犬。あるいはそうでなかったとしても、犬が板張りの廊下を歩く、爪つめが板に当たって立てる、硬い小さな音。

　今は聞こえない。少し聞こえて、はっ、と思った時には消えていた。

　振り返って、襖を見つめて、耳を澄ませた。家の中は、すぐ傍そばのパソコンが立てる微かすかな音が聞こえるほど、静まり返っていた。

　座ざ敷しきの彼らもどうしているのだろうか、まるで音が聞こえない。

「…………………………」

　沈ちん黙もく。身に迫るような、家の中の沈黙。

　その中で聞こえた、今の足音は、何だったのだろう？

　空そら耳みみの可能性は高い。ぼーっとしている時に、音の記き憶おくが聞こえているかのように蘇よみがえっていることはよくある。

　しかしそうでない可能性もある。

　この田舎いなかでは目を離した隙すきに、家に野の良ら猫ねこが入り込んでいるようなことも、珍めずらしくない。

　座敷には、人がいるはずなのに？　しかしそれにしても人の気配がない。自分たちが線香を見ていると言っておきながら、どこかに行ってしまったのではないか？

　疑った。気になった。

　動物に家の中を荒らされるのは困る。勝まさるは椅い子すから立ち上がり、襖に歩み寄って、そっと襖を開けて廊下を見た。

　途と端たん────




　ちゃっちゃっちゃっ……




　座敷の方へ向けて、『足音』が廊下を曲がっていった。

「！」

　ぎょっ、と息を吞のんだ。死んだシーザーが帰って来たのかと思った。だが一いつ瞬しゆんそう思ってしまったものの、すぐに野の良ら犬いぬが入り込んだのだろうと思い直した。どちらにせよ嫌いやなことには変わりなかった。そして確かめなければいけないことにも、変わりはなかった。

　また足音は、聞こえなくなっていた。

「おー……い……？」

　控えめに呼びかける声を呟つぶやくように言って、しばし耳を澄ませたが、座ざ敷しきの方は静まり返っていた。人がいる気配もしない。

　仕方なく、ぎ、と板の間に足を踏み出して、廊ろう下かに出た。

　締め切ったエアコンの部屋から出たというのに、温度の差がほとんど感じられなかった。座敷に向けて歩いてゆく。電でん灯とうを点つけてなお薄うす暗ぐらい廊下を進む。

　すぐに明るい座敷と、玄げん関かんが見える。

「……あ？」

　そこで眉まゆが寄った。しょぼくれて小心で無気力な顔の奥にある、癇かん癪しやく持ちの性質が、僅わずかに顔をのぞかせた。

　玄関は開けっ放しになっていた。その向こうに、玄関灯とうに照らされた夜が見えた。

　そしてやはり襖ふすまの開いた座敷には、誰もいなかった。線香の匂においの立ち込める空からっぽの座敷の中に、ぼんやりと光を灯ともす祭さい壇だんが、ぽつんと残されているのが見えた。

「おい……ふざけるんじゃないぞ……！」

　唸うなるように、勝まさるは小さく呟つぶやいた。

　偉そうに大人おとなに指示しておきながら、自分たちはこれだ。やはり餓が鬼きは餓鬼だ。馬鹿にするにもほどがある。

　苛いら立だちも露あらわに、勝は玄関に向かう。

　動物は玄関から入ったのだろうか？　と上がり口に立って玄関を見たが、そうとしか考えられないほど、はっきりと玄関の戸は開け放たれていた。

「………………」

　夜の空気が、流れ込んできていた。

　翻ひるがえって座敷に踏み込む。誰もいない。

　向ける先のない苛立ち。胸の中で癇癪が煮えくり返る。

　どこに行った？　外か？　そう言えば階段を登った音も聞こえた気がした。いや、それよりも先に、家に入った野良犬を────




　がささっ！




「うわ！」

　いきなり背後で音が聞こえて、勝は声を上げて飛び上がった。

　ばっ、と勢い良く振り返った。後ろには祭さい壇だん。そこからたった今、突然に、草むらをかき分けるような音がしたのだ。

　見ると、祭壇の両側に飾られた、供きよう花かの束。

　そしてそのうちの片方の、一本の白い花が、花入れの中から引っ張られているかのように、がさがさと激しく動いていたのだ。

「………………あ？」

　ぽかん、と口が開いた。

　黒く塗られた台座に支えられた花入れ。まるでその中に鼠ねずみでもいて、しきりに引っ張っているかのように花は動いて、花束全体を揺らしていた。

　見れば、動いている花は、同じ花入れに活いけられている他ほかの花よりも、明らかに短くなっていた。中に引き込まれているかのようだ。そしてもっとよく見れば何となく、花束全体のボリュームが、設置した時に見たよりも減っているように見えなくもなかった。




　がさっ、がさっ、がささっ、




　花は目の前で、動き続けている。

　何だ？　本当に鼠でも入ったのだろうか？

　野の良ら犬いぬが入ったのではないかと思っていたが、実は野良犬ではなく、鼠だったのか？

　見ていても埒らちが明かない。動く花束を見つめたまま畳たたみを踏んで、ゆっくり慎しん重ちように、近づいていった。

　手が届く距離。

　そして見下ろす距離。それでも花は、まだがさがさと動いている。

「………………」

　中に何かいるにしても、逃げる気配さえない。不ふ審しんに思いながら手を伸ばして、動いている花を摑つかんで、引き抜いた。




　ぶぢぶぢぶぢぶぢぶぢっ、




　と濡ぬれたおぞましい音と共に、花にくっついて花入れの中から胎児の色をした内臓が引きずり出されてきた。

　草の根を千ち切ぎりながら引き抜く感かん触しよくと、生魚の腸わたを引き抜く感触が入り混じった鳥とり肌はだが立つような手て応ごたえ。それと共に白っぽいピンク色と鮮せん紅こう色しよく、赤黒い色などが入り混じった内臓にしか見えない肉片が、粘ねん液えき質しつの音を立てて引きずり出されて、握にぎった花の根元から、ずっしりと手にぶら下がった。

　肉が、それを取り巻く毛細血管が引き千ち切ぎれて、一いつ瞬しゆんの間の後、瞬またたく間に垂れ下がった内臓が染み出した血にまみれた。赤い斑はん点てんが花束に飛び散り、血と粘ねん液えきがぼたぼたと畳たたみに染みを穿うがつ音がして、空気には猛もう烈れつに生なま臭ぐさい血と脂あぶらの臭においがたちこめて、その胸が悪くなるような臭いが思い切り一杯に肺の中に流れ込んだ。

「──────」

　刹せつ那なの、空白。

　そして……




「────うわああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　喉のどから、肺から、心臓から、搾しぼり出すようにして凄すさまじい絶叫が迸ほとばしった。

　恐怖と悲鳴が、全身と頭の中の全すべてを塗り潰つぶした。反射的に大きく飛びのき、痙けい攣れんにも似た動きで手に持った『花』を激しく放り出そうとしたが、しかし恐怖で硬直した手は意思に反して、『花』を強く握にぎり締めたまま離すことができなかった。

「ああああああああああああああああああっ!!」

　手の中で振り回されて暴れまわる、濡ぬれた柔らかい生肉の重み。

　飛び散る血。そして花入れの中からさらに引き千切られて引きずり出される、生きた内臓と粘ねばつく液体。

　しかし生きた肉の塊かたまりが、花から千切れ落ちることは、ついになかった。

　花の茎とピンク色の肉にく塊かいは互いに引っかかっているのでも刺さっているのでもなく、茎の繊維が血管に、組織が肉に、置き換わりながら繫つながって完全に癒ゆ着ちやくしていたのだ。いや、正しくは花が生きた肉へと変質していたのだ。

「うわあ!!　わあああああっ!!」

　目から次々と入って来るおぞましい事実に、頭の中が恐怖で焼き切れそうになった。

　パニック状態で後ずさりながら、手を振り回す。繫がった内臓が振り回される衝しよう撃げきと振動は花入れに伝わり、儀ぎ礼れい的てきに支えているだけの黒い台が、祭さい壇だんを巻き込んで激しい音を立ててひっくり返った。

　逆側の無事な花入れも、煽あおりを受けてひっくり返った。投げ出される二つの花入れ。大量の白い花が、祭壇と畳たたみと座ざ布ぶ団とんの上に撒まき散らされた。




　ばしゃあ!!




　と座敷に、大量の人間の中身がぶちまけられた。

　あっという間に真まっ赤かになる目の前。横倒しに投げ出された二つの白い花入れからは、その二つともから内容量を遙はるかに上回っているとしか思えない、今まさに植物から変質しつつある作りかけの人間の中身が大量に溢あふれ出して、肉と花が入り混じった汁しるっぽい煮込み料理のように大きく床ゆかの上に広がった。

　空気が全すべて血と内臓から立ち上る湯気に置き換わったように、臭しゆう気きが猛もう烈れつに濃こさを増して周囲を満たした。息をするだけで血と粘ねん液えきの臭においが口と鼻の中に広がって、喉のどに絡からみつき、肺と胃を侵していった。

「……あ…………!!　う……げ……!!　あ……!!」

　悲鳴と嘔おう吐と感かんが入り混じり、もう声にもならない悲鳴。

　腰こしが抜けて立てなくなった。足が萎なえて畳たたみの上にへなへなと座り込んで、見開いた目で、目の前に広がった光景を見つめることしかできなくなった。

　握にぎり締めたままの『花』は、引きずり出された内臓を引きずるようにして、内臓の海と繫つながっていた。そして剝むき出しの未成型な内臓が生きて蠢うごめいている、びくんびくんと魚が引くような感かん触しよくが、花の茎から手に伝わってきた。

「…………あ…………あ…………!!」

　そう、生きていた。蠢いていた。

　この吐と瀉しや物ぶつのようにぶちまけられて広がった、血と粘液に浸つかった腸はらわたは、花から人間へと変化しかけている途と中ちゆうで容器から引きずり出されて、今まさに死にながら、それでもまだ生きて蠢いていた。

　そうとしか形容できなかった。このおぞましく、恐ろしい光景は。

　この異常を前に腰を抜かし、ただガチガチと震ふるえた。しかしこの悪夢的な光景は、ただの悪夢ではなかった。ただ震えて見ているだけの観客ではいられなかった。

　ぐい、と『花』を握り締めたまま離れない右手が、強く引かれた。

「…………!?」

　ひぃ、と喉の奥から音が漏もれた。右手を見た。

　内臓の海が、右手に摑つかんだ『花』を引き寄せ、こちらに迫っていた。いや、違う。引き寄せられているのでも迫っているのでもない。摑んだ『花』がみるみる変質しているのだった。根元から摑んでいる花の方へと向けて、ポップコーンが内容物を弾はじけさせるように茎が爆はぜて、中から柔やわらかい肉と内臓を膨ふくれ上がらせているのだった。

　膨れ上がった生々しい肉から滲にじみ出し。滴したたる粘液。

　裂さけた繊維が変質し、表面を這はう、赤い血管。

　そしてぶちゅぶちゅと湿しめった音を立てて、その変質部分がみるみるうちに、握り締めている手へと近づいて来ていた。

「ひ……！　ひい……っ！」

　右手を引っ込めようとした。しかし『花』を握った指はなおも硬く固まって離れず、重く肉の海と繫つながった『花』は壁に繫つないだロープのように動かなかった。必死で引っ込めようと力を入れるたびに、肉がびんと張る硬い感かん触しよくと、湿しめった音がするばかりだった。




　ぶちぶちぶち……！




　と茎が膨ふくれ上がって変質する音と、変質した内臓が、右手へと上がってくる。

「ひ…………ひ……！」

　死に物狂いで引っ張る。しかし動かない。離れない。

　必死になって左手で、固まった右手の指を引き離そうとする。しかし左手も固まったように不自由であることには変わりがなく、どれだけ右手の指に左手をこじ入れようとしても、親指を引っ掛けるのが精一杯だった。

「ひい……！　ひっ……！」




　ぶちぶちぶちぶちぶち……！




　必死で引っ張る。

　引き剝はがす。




　ぶちぶちぶちぶちぶちぶちぶち……！




　しかしやはりびくともしない。

　引き剝がすほどの力も入らない。




　ぶちぶちぶちぶちぶちぶちぶちぶち……！




「…………………………っ!!」

　もう目の前に。

　声にならない声を上げて、暴れ、もがいた。

　しかし────







　ぶじゅぶじゅぶじゅっ、







　という生温かく柔やわらかい肉の感かん触しよくが、とうとう硬い茎の感触の代わりに右手の中に溢あふれるように膨ふくれ上がり、そのまま恋人同士が指を絡からめるように脂と粘ねん液えきにまみれながら五本の指の間に入り込んで──────




　ずる、




　と直後、上体がつんのめるほど強く腕うでが引かれて、身体からだをくの字に折って前に出てしまった顔の目の前に、脳と眼球と舌ばかりの骨格のない人間の頭部が右腕に縋すがりついて這はい上がって来たように、肉の海の中から現れて口づけせんばかりに近づけられた。

　その瞬しゆん間かん、不意にひらめいた。

「秋あき…………子こ？」

　死んだ妻つまの名が、口をついた。




　はあっ、




　と生温かく血なまぐさい息が、顔にかかった。

　視界の端はし、開けっ放しの襖ふすまから見える廊ろう下かに、黒い大型犬の足が────頭部も何もなく、内臓を剝むき出しにして、変化しかけの『花』と癒ゆ着ちやくした肉の塊かたまりとしか呼べない胴体から生はえている犬の足が────ちゃっ、と爪つめの足音を、ひとつ小さく立てた。







　　　　３




「〈私の痛みよ、世界を焼け〉っ!!」




　雪ゆき乃のが部屋に踏み込んで全すべてを見て取るのと、その押し殺した裂れつ帛ぱくの〈断だん章しよう詩し〉の叫びを放つのとは、ほとんど同時だった。

　叫びと共に、勢いのままにカッターナイフの刃やいばを手首に当ててすべらせる。包ほう帯たいと共に毟むしり取られた傷口に血が滲にじんだ左腕に薄うすい刃が潜もぐり込んで、肉と神経を切り裂さく新たな傷の痛みが腕から脳天までを貫いたその瞬しゆん間かん、血肉の色で真まっ赤かに塗り潰つぶされていた部屋が火か焰えんの色で真っ赤に染め上げられた。




　じゅばあっ!!




　大量の肉液がいちどに焼かれて煮え立って蒸発する、身が竦すくむような音が部屋の真ん中で爆発した。

「……っ!!」

　火を吹く痛みが火を呼び、傷が発する熱が熱を呼ぶ。痛みに左手が痺しびれ、一いつ瞬しゆん呼吸が止まった刹せつ那な、目の前のおぞましい赤い海が、ガソリンを浮かべたプールのように爆発的な猛もう火かを吹き上げて燃え上がったのだ。

「うわあああ!!」

　突然の火に驚いた一かず真まの悲鳴が聞こえ、その姿がまず凄すさまじい蒸気に、そして次に燃え盛さかる炎ほのおのカーテンの向こうに、隔へだてられて見えなくなった。腐ふ液えきを焼くむせ返るような異い臭しゆうを含んだ猛もう烈れつな蒸気と熱風が天てん井じようまで吹き上がり、部屋中の温度を瞬またたく間に、熱が顔を炙あぶる灼しやく熱ねつの火事場のものに変えた。

　延べ拡げられた肉の海は、音さえ立てて燃える凄まじい炎の中で、瞬く間に沸ふつ騰とうして水分を失い、黒く炭化した染みに変わっていった。その中に浸っていた剝むき出しの腸はらわたは、チョコレートのような色に煮え立った腐ふ汁じゆうの中で、泥どろ水みずごと火にかけた芋いも虫むしの群れのように激しく苦く悶もんして蠢うごめきながら、やがて焼け溶とけて腐汁と区別がつかなくなっていった。

　猛もう火かは全すべての肉液を、そしてその大元である机を飲み込んで、脇わきのカーテンに燃え移って天井まで炎ほのおを届かせた。しかし雪ゆき乃のは一切構わず〈異い形ぎよう〉の海を睨にらみつけたまま、鈍どん痛つうを発する腕うでを敵てきへと向け、歯を食いしばって冷たく痺れた指を強く握にぎり締めた。

「………………!!」

　ぎり、と増す痛み。流れ落ちる血。

　滴したたった血はカーペットに焦こげ跡あとを穿うがち、〈異形〉を焼く火は勢いを止めない。

　ものの数十秒で肉の海は、ぶずぶずと音を立てて煮え焦げる、部屋の床ゆかを覆おおう黒い染みに成り果てる。雪乃はそこまでなったことを確認すると、ようやく目を閉じ息をついて、胸の中に沸き返る憎ぞう悪おと恐怖を冷却した。




　ふっ、




　と部屋中から炎が、床の〈異形〉を苛さいなんでいたものも、カーテンに燃え移ったものも、まとめて幻まぼろしのように空気の中に消え失うせた。

「………………」

　額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべ、胸を上下させて荒い息をつく雪乃。しかしその目は苦痛に耐えながらも鋭く細められ、焦げた異臭と熱気が立ち込める部屋の中を、油断なく見回した。

　床には巨大な焦げ染じみ。

　焼けた机と天井。半ば以上燃え落ちて、残った熱に揺れている、窓のカーテン。

　そんな惨さん状じようを呈ていする部屋の隅すみで、一かず真まが膝ひざを抱かかえて座り込み、縮ちぢこまっていた。最初を除いて悲鳴がなかったので無事だろうとは思っていたが、やはり無事なようで安心した。雪ゆき乃のは冷たく声をかける。

「無事なようで何よりだわ」

「……無事じゃねえ……足、火傷やけどしたよ」

　ズボンの裾すその辺りに、くっきりと焼けた手形がついていた。

　摑つかまれたまま〈異い形ぎよう〉が炎えん上じようしたのだろう。中の火傷も軽くはないだろうが、重傷というわけでもないはずだ。

「そう」

「それだけかよ。くそっ、女どもは……」

　そっけない雪乃の返答に、一真は座り込んだまま悪態をつく。だがすぐに自分のことは些さ事じだと棚たな上あげしたらしく、顔を上げて、雪乃に訊たずねた。

「……臣しんは？　無事か？」

「無事に物置にいたわ。何も起こってなかったみたいだけど」

　雪乃は答える。

　そして答えて廊ろう下かの方を振り返り、そのまま微かすかに、眉まゆを寄せた。

「…………私から離れるな、って言ったはずだけど」

　姿がなかった。

　これほどの騒ぎをここで起こしたことと、そして臣の性格。それらを考え合わせると、いま臣がここにいないことは考えづらかった。嫌いやな予感がした。

「おい、臣は？」

「……」

　その不安を即座に感じ取ったらしい一真の問いかけに、今度は答えず、雪乃はすぐさま身を翻ひるがえした。

　流れ落ちる血で汚よごれた拳こぶしを握にぎり締め、廊下に出て、警戒して耳を澄ます雪乃。

　しかし雪乃がそうして一階の気配を窺うかがいきる前に、部屋の中から雪乃を押しのけて、転がるように一真が飛び出した。そしてまだ僅わずかにおぼつかない足で廊下を走って階段に向かい、臣のいる一階へと、ばたばたと駆かけ下りていった。

「臣！　おい、臣！　何かあったのか!?」

「……！　ちょっと！」

　止める間もなかった。止めても聞かなかった。

　慌あわてて雪乃も後を追う。廊下を走り、階段を駆け下りると、その衝しよう撃げき一歩ごとに、左腕うでの鈍どん痛つうが熱を帯びる。

　しかし階段を中ほどまで降りたとき、「わあああああ!!」と一真の悲鳴が聞こえた。

　雪ゆき乃のはすぐさま、きっ、と表情を鋭く固め、自分の腕うでをカッターナイフで切り開く痛みへの覚かく悟ごを心の中に再構築して、一階の座ざ敷しきへと駆かけ下りた。




「!!」




　つい先ほどまで何もなかったはずの座敷に、二階の部屋にあった地じ獄ごくをさらに拡大した、血ち腥なまぐさい地じ獄ごく絵図が広がっていた。

　二ふた間まをぶちぬいた座敷の床ゆかをほとんど覆おおっている、一面の内臓の海。

　そしてその中から構築されて這はい出した、生肉の色をした人間の上半身にのしかかられ、蠢うごめく腐ふ肉にくに埋うまるようにして床にへたり込んでいる、この家の主あるじ。

　口から漏もれる正気を失った笑い。

　その光景を前にして、座敷の入口で硬直し、立ち尽くしている一かず真ま。

「……邪じや魔ま！」

　雪乃は考えるよりも先に激情にまかせて駆かけ寄り、座敷の入口から一真の身体からだを乱暴に押しのけた。

　そして────




「〈焼け〉っ!!」




　部屋に踏み込んで叫ぶ。そして固く握にぎり締めたままのカッターナイフの薄うすく鋭い刃やいばを、今まさに傷口が開いて赤くのぞいている左腕の肉に押し付けて、思い切り引き切った。

　剝むき出しの肉と神経を薄い鉄がなぞり、びりっ、と痺しびれとも熱さとも冷たさともつかない痛みが、再び左腕から指先、全身までを貫いた。びくん、と痙けい攣れんする身体。炸さく裂れつした痛みが脳を貫いて、一いつ瞬しゆん光るように真っ白になる、目の前。

「っ!!」

　瞬しゆん間かん、まるで痛みによる視界のフラッシュが発火させたかのように、座敷に爆ばく炎えんが吹き上がった。大量の炭すみ火びを水に投げ込んだような凄すさまじい音が吹き上がり、異い臭しゆうが爆発した。つい先ほど繰り広げられた二階での惨さん劇げきが、再び目の前に出現した。

　こぼしたガソリンの真ん中にマッチを投げ込んだように、瞬またたく間に燃え広がって炎に包まれる巨大な内臓の海。その燃え広がった火か炎えんは、のしかかられている金かな森もり家けの父親も大きく巻き込んだが、雪乃は問題にしなかった。怪け我が程度の犠ぎ牲せいは最初から織り込み済みだった。

　雪乃はカッターを持ったままの手で襟えり首くびを摑つかみ、火ひ達磨だるまになって怯ひるんだ成型不良の人間の肉の中から、父親を引きずり出した。

「……く……っ！」

　脱力した人間の重み。みし、と右腕うでの筋肉と関節が悲鳴を上げる。

　だがこの程度は痛みのうちには入らない。構わず全身に渾こん身しんの力を込めて、なおも虚うつろに笑うだけの小柄な男の体を引きずって座ざ敷しきの入口へ。

　そして雪ゆき乃のは父親を放り出すと、すぐに『海』が持つあまりの質量に火勢が弱まりつつある座敷に向き直り、どくどくと血を流す左腕を大きく振り上げて、カッターの刃やいばを当てた。

「……っ」

　刹せつ那な、痛みへの、刃物への怯おびえに、萎なえそうになる腕。

　腕の皮ひ膚ふにカッターの刃が触ふれる、微かすかな痛みを含んだ冷たい感かん触しよくに、汗あせが噴ふき出し、鳥とり肌はだが立った。

　だが────




「〈焼け〉!!」




　一いつ瞬しゆん息を止め、直後に雪乃は裂れつ帛ぱくの叫びと共に、そのまま両腕を勢い良く振り下ろすようにカッターの刃を左腕にすべらせた。肌が大きく薄うす刃ばに切り裂さかれ、肉を切り割り筋に食い込んで、神経も血管も鉄の刃に削そぎ切られて、腕と脳を焼く真まっ赤かな痛みが神経を貫いた。

「………………っ!!」

　傷口に溢あふれ、肌を伝う血が、飛び散った。

　そして座敷中の、炎ほのおの中へ。

　途と端たん、




　轟っ!!




　と暴風が渦うず巻まくのにも似た空気が震ふるえる凶きよう暴ぼうな音を立てて、座敷を覆おおい尽くす炎が爆発的に火勢を増した。目の前が真っ白になるほどの炎。顔を炙あぶる、猛烈な熱。

　しかしその炙られる額ひたいに浮かぶのは、冷たい汗だった。

　痛みと失血と恐怖で冷たくなってゆく体。がちがちと鳴りそうになる奥歯を必死に嚙かみ締めながら、雪乃はただひたすらに憎ぞう悪おに支えられた目で、〈異い形ぎよう〉の海が蒸発し炭化して焦こげ痕あとになってゆく恐怖の光景を睨にらみつけていた。

　座敷を、部屋を、吞のみ込んでゆく火か焰えん。

　膨ぼう大だいな痛みと憎悪と恐怖を詰め込んだ〈断だん章しよう〉の猛もう火かは、雪乃の目の前で瞬またたく間に液状の人間を焼き焦がして、血と溶とけた肉を染みに、肉を炭に変えてゆく。

　そしてとうとう炎に吞まれた〈異形〉は、辛かろうじて唯一形を成していた、父親にのしかかっていた上半身が崩くずれ落ちたところで全すべての『生命』を失った。ろくに骨格もないままぐにゃぐにゃと暴れ回っていた『それ』は、もはやただの動かぬ炭の塊かたまりと化して、芯しんまで炭化して丸く残った頭部が、炎ほのおの中で爆はぜて、崩くずれて割れた。

「………………っ」

　どっ、と雪ゆき乃のは傍かたわらの柱に手を突いて、寄りかかった。

　途と端たん、部屋一杯に燃え盛さかっていた火か炎えんは、惨さん劇げきの痕あとと熱と焦こげた異い臭しゆうを残して、火の粉も残さずに消え去った。

「……はあっ……！　はあっ……」

　汗あせを浮かべて、肩かたで息をする雪ゆき乃の。

　乾き切った喉のど。震ふるえる手。冷え切ってゆく体。雪乃はそれらをただ意思だけで支えて、血ち塗まみれのカッターナイフを左手に持ち替え、右手でポーチから取り出した包ほう帯たいを口にくわえて、左腕うでを強く縛しばった。

　柱に背を預け、重い体を動かして、部屋を、そして廊ろう下かを見る。

　脱力して座り込んで笑うばかりの父親。そして呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてそれらを見つめるばかりの、一かず真ま。

「時とき槻つきサ────」

　一真が、ようやくそれだけ、かすれた声で口にしようとした。

　だが、そこまで一真が言いかかったところで、異様な熱気と異い臭しゆうを含んだ家の空気の中に、突然間の抜けた電子音が鳴り出した。

「……!?」

　携帯の着信音だった。聞こえたのは一真のポケット。

　一真はぎょっとした表情になり、動揺も露あらわにポケットから震える手で携帯を取り出して、画面を見た。

「────臣しん……？」

　呟つぶやき。そしてメールを読んだらしい一真は、みるみるうちに表情を変えた。そしてすぐさま身を翻ひるがえし、玄げん関かんへ向けて、短く駆かけた。

「!?」

　何？　と問う気力も惜おしい雪乃。

　ただ目をやった。一真が立っている玄関は、いつの間にか表の戸が開け放たれ、外の夜が覗のぞいていた。

　臣の姿は、見えない。

　一真が何とも形容しがたい表情で、雪乃の方を見た。

「……」

　嫌いやな予感。

「……時槻サン、悪わりい！」

　その直後、一かず真まは雪ゆき乃のから顔をそむけると、上がり口から足を降ろして慌あわただしく靴くつを履はき、外へ出て行こうとした。

「！　この……！」

　雪乃は追おうと、気力と体力を振り絞しばって、寄りかかった壁から背中を離した。そして玄げん関かんへと向けて廊ろう下かに踏み出したその途と端たん、背後で不意に、小さな音が聞こえた。




　ちゃっ、




　箸はしで廊下を叩たたくような微かすかな音。

「…………！」

　ばっ、と振り向いた。目を見開いて、廊下を見た。

　見み据すえた廊下の先には、その薄うす暗くらがりに溶とけ込むようにして、小さな影があった。それは爪つめの音を立てながら廊下を歩き、廊下の奥の影から、よたよたと玄関から届く明かりの中に姿を現した。

　濃こいチョコレート色の、つややかな毛の生はえた脚あし。

　そしてそれに支えられた、内臓を捏こね回して成型したような、辛かろうじて牙きばの生はえた口らしきものがあるだけの、粘ねん液えきにまみれた作りかけの犬。

　そして、その肉からだらりと下がった、肉と癒着した白い花。




「………………」




　雪乃は唇くちびるを嚙かんで、諦あきらめて玄関に背を向けると、再び血ち塗まみれのカッターナイフを右手に握にぎり直して、ぢぎぢぎぢぎっ、と血でくぐもった音を立てて、その鋭く不ふ吉きつな刃やいばを、もう一度一杯に押し出した。
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　　　九章　　多い多い花入







　　　　１




　夜、群むら草くさの家の前で工房の戸締りをしていた海部あま野の千ち恵えは、戸の開く音に振り返ると、母屋おもやから群草が出てきたのを見つけた。




「……あれっ？」




　それを見てまず千恵がしたのは、首を傾かしげることだった。寝るにはまだまだ早いが、もう夜はそれなりの時間。だが群草は明日あしたの朝早くに資材の調達の用があって出かけるため、戸締りなどの後を千恵に任せて、すでに床とこについているはずだったからだ。

「群草さーん、なんか用事でも？」

　千恵は、声をかける。

　顔も見える、当然声も届く距離。しかし群草は例の難しい顔で玄げん関かんの戸を閉じると、千恵の存在などないかのように無視して、そのままざくざくと砂利じやりを踏む音をさせて門の方へと歩いていった。

「ちょ、ちょっと……」

　もとより群草は愛あい想そのない老人だが、それにしても今のは少し様子が違う。

　そんな群草は、戸と惑まどう千恵の再度の呼びかけにも答えずに、少し腰こしの曲がった特有の歩き方で、振り返りもせずに門から夜道へと出て行こうとしていた。

「……！」

　変だった。

　表情もあの通りで、足取りもしっかりしていた。そのため、一見したときはそんな印象は持たなかったのだが、こうして見るとその行動は、まるで夢遊病か、さもなくば何かに操られているかのようだった。

「群草さん！」

　千恵は慌あわてて、群草の背中を追いかける。

　そしてすでに門を出かけていた群草に追いついて、その柿かき渋しぶ色いろのベストの肩かたを摑つかもうと、手て袋ぶくろをはめた手を伸ばした。




　…………




　　　　†




　夜、蒼あお衣いの自室。

　片付いているというよりも物がなく、目立つものと言えば壁に飾ってある外国の古い都市の写真の３０００ピースジグソーパズルくらい。そんなこの年頃の少年の部屋としてはどこか殺風景さが否めない部屋で、蒼衣は机の上に課題を広げて頰ほお杖づえをつき、つい一時間ほど前まで雪ゆき乃のと話をしていた充電中の携帯電話をぼんやりと眺ながめていた。

「……」

　雪乃の様子を知ろうと、そして向こうの様子を知ろうとかけた、先ほどの電話。

　今は金かな森もり家けの通つ夜やに潜もぐり込んでいるという、雪乃のぶっきらぼうな、しかしそれでも質問には律りち儀ぎに答えてくれる雪乃との会話を思い出しながら、蒼衣は課題である数学の問題集を、落ち着かない気分でペン先でつついていた。

「…………３えっくす、と……」

　蒼衣は、まるで集中できずに考えた解答を、きゅ、と解答欄に書き込む。

　拭ぬぐえない嫌いやな予感。電話の時点では、まだ雪乃たちに危険なことは起こっていない様子だったが、一かず真まの〈断だん章しよう〉による臣しんの死の予告や、新たに分かった彼らの過去や今など、状況的にも情報的にも、事態は確かに進んでいた。

　蒼衣の中でも、この〈泡ほう禍か〉についての考えや解釈や、可能性が渦うず巻まいていた。

　しかし結論には至れない。どうしても理解には至れない。どう解釈しても引っ掛かりが取れない。違和感が拭ぬぐいきれないのだ。

「……はあ」

　ひとつ、溜ため息いき。

　蒼衣は手にしたシャーペンを、くるんと回して、ノートの上に置いた。

　そして困った表情で、「んー……」と蒼衣が大きく伸びをした、その時だった。




「…………ん？」




　机の上で携帯が鳴った。着信音で神か狩がり屋やからの電話であることは一秒で知れた。蒼衣は寄りかかっていた背もたれから背中を離し、携帯を取り上げて通話ボタンを押した。こんな時、こんな時間に神狩屋から電話。全自動で、何となく嫌な予感がした。

「……もしもし？」

『あ、白しら野の君かい？　ちょっとこんな遅くに高校生の君に頼むのは申し訳ないんだけど、何とか今からうちまで出て来れないかな』

　電話に出た蒼あお衣いに開口一番神か狩がり屋やが言ったのは、蒼衣の嫌いやな予感にたがわぬ、そんな無茶な要よう請せいだった。

　蒼衣の声が緊張した。

「…………何かあったんですか？」

『あー、うん、そうなんだ。雪ゆき乃の君から電話があってね、雪乃君が怪け我がして、向こうの現場がちょっと困ったことになってる様子なんだけど……どうも群むら草くささんとね、連絡が取れないらしいんだよ』

「！」

　息を吞のむ蒼衣。神狩屋が困ったように寝ね癖ぐせ髪がみをがしがしとかき回しているらしい、くぐもった音が電話の向こうから聞こえてきた。

『僕も電話をかけたけど、やっぱり出なくてね。このままだと最悪の場合、雪乃君が孤立状態になるから、今から颯さつ姫き君を連れて、向かおうと思ってるんだ』

「え」

　神狩屋の言葉に、蒼衣は泡あわを喰った。

「あ、あの、さすがに僕、明日あしたも学校がありますよ!?」

　雪乃たちのことは心配だが、学校を休むわけにもいかない。いくら蒼衣が人の頼みを断れない性格でも、限度はあった。

　だが神狩屋は、それを聞いて、慌あわてて蒼衣に言った。

『あ、いや、違う違う。違うんだ。行くのは僕と颯姫君だけだよ』

　誤解を否定する。

『白野君には、夢ゆ見み子こ君とか、家の細こま々ごましたことをお願いできないかと思って電話したんだ。夢見子君を寝かしつけるまでと、それから明日の朝にご飯を食べさせるまでやってくれれば昼は何とか、三み木き目め先生の都合がつくんだよ……』

「あ、ああ。そうですか……」

　多少安あん堵どすると同時に、何故なぜだかどこかで、がっかりしている自分もいた。

　とうとう向こうで何かが起こってしまったらしい。それを聞いた自分の、胸のざわめき。

　怪我をして孤立した雪乃。もし可能ならばすぐにでも雪乃の許もとに駆かけつけたい思いが自分の中にあることを、蒼衣も自覚していた。

　とはいえ、真面目まじめな高校生に過ぎない蒼衣には、今から神狩屋の家に出向くことさえ、それなりにハードルが高かった。どうすれば角かども立たず、普通の範はん疇ちゆうでそれができるか、蒼衣は迷い、眉まゆを寄せて考えた。

「うーん……」

『すまない。君なら夢ゆ見み子こ君も懐なついてるから、他ほかに適任もいなくて』

　本当に済まなそうに、神か狩がり屋やは言う。

『どうしても無理なら、僕らが出発を遅らせればいいから』

「……んー……じゃあ神狩屋さん、うちの親と電話で話してくれますか？」

　結局蒼あお衣いは言う。

「神狩屋さんのことは、学校の郷土史サークルの課外活動でお世話になってる人、って親にも話してありますから。だからどうしても出かけなきゃいけない急用ができて、すごく人見知りのする子がいて……みたいな感じで、お願いできれば……」

『ああ、うん……そうだね。わかった』

　神狩屋は承しよう諾だくする。

『そのうち君の親おや御ごさんにも、ご挨あい拶さつしとかなければいけないね』

「いいですよ、そんなの……」

　と言いはしたものの、もしこの先こういうことが続くようならもっと信用が必要になるかもしれないとは蒼衣も思った。

　蒼衣の両親の説明の中では、雪ゆき乃のも郷土史サークルの友人ということになっていて、神狩屋は趣味で研究している郷土史家。蒼衣の通う典てん嶺りよう高校と、雪乃の市立一高の郷土史サークルが共にお世話になっている学外の先生ということになっている。

　今は活動中風ふうの写真を撮るなどして誤ご魔ま化かしているが、言い訳はあればあるほどいい。

　蒼衣はそんなことを考えながら、携帯を持って自分の部屋を出て、両親を呼びながら、一階のリビングに向かう。




　………………




　　　　†




『件名：




　生き返った琴こと里りを殺すのも

　殺させるのも俺おれには無理だ

　だから逃げる

　学校で会おう




　一かず真まの選択を俺は恨うらまない




　　　　　----ＥＮＤ----』




　臣しんから届いたメールが表示されたままの携帯の重みを胸ポケットに感じながら、一かず真まは夜の道を一人、梢枝こずえの家から持ち出した自転車を立ち漕こぎして、猛もうスピードを出して学校に向かっていた。

　既視感のある夜よ闇やみ。

　既視感のある風。

　既視感のある自転車の軋きしみ。

　そして既視感のある、タイヤがアスファルトの凹おう凸とつと小石を踏む音。

　一真は前にそうしたように、しかしかつてとはまるで違う方向へ向かって、全速力で自転車を漕こいでいた。〈雪の女王〉を裏切り、おじさんを見捨て、異常と惨さん状じようの満ちた梢枝の家に背を向けて、一真は一度も振り返らずに自転車を漕ぎ続けていた。

「………………！」

　振り返らないのは、罪悪感と、そして恐怖ゆえ。

　後ろで起こったこと、そしてこれからのことを、できるだけ考えないようにして、それらを振り切るかのようにスピードを上げる。

　同じように自転車に乗っていた時に、自分が遭そう遇ぐうした『モノ』のことも考えないように。

　梢枝の家から姿を消した臣のところへ行くため、ただそれだけを考えて、自転車の軋みと風の音を聞きながら、夜の中を突き進んでいた。

　一真は進んでいた。そして逃げていた。

　立ち止まれば、そして振り返れば、十数分前に逃げてきたばかりの惨さん劇げきが今まさに迫ってきていそうで、背中を恐怖と罪悪感に追い立てられながら必死で前だけを見て、一真はあの光景から逃げていた。

　ぶちまけられた人間の中身。そして〈雪の女王〉。

　残して来た〈雪の女王〉がどうしているかは知らない。一真の行為を怒るかもしれない。群むら草くさにも叱しつ責せきされるかもしれない。

　あるいはもしかしたら────大おお怪け我がをしていた〈雪の女王〉が死ぬかもしれない。

　できるだけ考えないようにしているそれらの光景が、ただ嫌いやなイメージの混こん沌とんとして背後で渦うず巻まいて、どれだけ琴こと里りの家から離れても、背後に感じる『家』の存在感は少しも遠くなることはなかった。

　背後の気配。その恐怖と罪悪感。

　そしてそれらが強ければ強いほど、死を予告されたままの臣が、不安で、心配だった。

　一真は逃げていた。そして進んでいた。

　全すべてから逃げて、臣と落ち合うために。それらは渾こん然ぜん一体とした、同一のものだった。

　臣しんからのメールについてまだ正確な意味を把は握あくしているとは言えなかったが、臣がおそらくとうとう『琴こと里り』の姿を見てしまい、それを原因にして、雪ゆき乃のから逃げたのだということだけは理解できた。

　これまで気配と痕こん跡せきだけを残していた、琴里の亡ぼう霊れい。

　それがとうとう臣の前に姿を現して、それから逃げ出したか、魅み入いられたか、とにかく臣は現れた『琴里』を殺す決心をつけられず雪乃から逃げ出した。

　メールにあった『一かず真まの選択を恨うらまない』というのは、多分、そのこと。一真が臣の許もとに行っても、行かなくても。一人で行っても────あるいは〈雪の女王〉を連れて行っても、臣は恨まない。臣は琴里を自分では殺せないということに気づいたがゆえに全すべてを投げ出して、親友である一真に判断を委ゆだねたのだ。

　一真はメールを読んだあの一いつ瞬しゆん、心が潰つぶれそうなほど悩んだ。

　だが、それを冷静に考えられるほどの心の余よ裕ゆうは、その時の一真にはどこにもなかった。

　今もそうだ。だからこうしている。あのとき一真は、とにかくこの場から逃げ出して、そして臣に会うという、二つの思いを最も短たん絡らく的てきに組み合わせた行動に移ったのだ。




　ギッ、ギッ、ギッ、




　女物の自転車を軋きしませて、一真は自転車を漕こいだ。

　空気が顔に当たり、汗あせの浮いた体を包む服を嬲なぶった。風が耳元で唸うなった。タイヤとダイナモが、唸りを上げた。




「………………」




　そして、やがて急激なブレーキ音と共に、止まる自転車。

　ローカル線一駅分を自転車で走り抜けた一真は、周囲に田畑ばかりが目立つ高校の敷地の外に、ようやく辿たどりついた。

　巨大で殺風景な校舎を中心に据すえた、塀へいとフェンスで囲まれた敷地。

　一真たちの通う高校。一真はスタンドを立てることさえもどかしく、自転車を道みち端ばたに放り出すと、外周部に点々と大きな針葉樹が植えられたグラウンドに続くフェンスに駆かけ寄って、がしゃ、とそれに取りついた。

　フェンスを乗り越えるなど、一真、そして琴里たちにとっては容易たやすいことだった。

　あっという間にフェンスを軋ませて登り切り、野犬が出そうなほど暗い学校の敷地内に、最上段から飛び降りると、一真は息を切らせたまま校舎の方へと走った。

　臣は……臣はどこだ？　一真は考えながら、明かりのない、昼の暑気がまとわりつくように残っている夏の夜よ闇やみの中を、校舎へ向かった。

　敷地内までなら簡単だが校舎の中には入れない。それなら校庭のどこか目立たない場所だろうか？　その時の一かず真まは焦あせりのあまり、携帯を使うことを思いつかなかった。自分の目と耳と体を使うこと以外考えられなかった。

　しかし────




「！」




　普段生徒たちが出入りしている入口の辺りに差し掛かった時、一真はそれを見つけた。

　中に下げ駄た箱ばこが並んでいる、生徒が帰った後は締め切られているはずのガラス戸が、暗くら闇やみの中で一枚、ぽっかりと開け放たれていたのだった。

「臣しん……？」

　暗闇の中で立ち尽くし、呟つぶやく、一真。

　大勢の出入りのために大きく開けられ、それを相応の数のガラス戸で戸締りしている下駄箱の入口。それが放課後遅く、もう戸締りされてしまう時間に、少数残った部活動の生徒のために一つだけ戸が開けられている、まさにそのままの光景で戸が開いていたのだった。

　違いはあまりにも夜闇が深いこと、ただそれだけ。

　しかしあまりにも決定的なその違いのために、尋じん常じようではない不ぶ気き味みさと不安感を孕はらんで、夜の校舎は聳そびえ立っていた。

　真四角に切り取られた、ほんの僅わずかに中の下駄箱の輪りん郭かくが垣かい間ま見える真っ暗闇の入口。

　その内側に満たされている闇は全く静止し、凍こおりついたように静かで、そしてあまりにも深い密度をもって見え、近づくことを躊躇ためらわせた。

「………………」

　だが、こうして開いているということは、この中に臣がいる。

　一真は上がっていた息が落ち着き、乾燥した喉のどに唾つばを吞のみ込むと、意を決して、夜よりも暗い暗闇の入口へ向かって歩き出した。

　入口の段差に足をかけて中に入ると、砂を嚙かんだ靴くつ底ぞこがタイルを踏んで音を立てた。

　そしてその音が消えると校舎の中には、僅かな音も大きく聞こえるほどの、幻聴が聞こえそうなほどの濃こい静寂が、




　ぴん、




　と鼓こ膜まくが切れそうに張り詰めて広がっていた。

　目の前には、胸の底から不安と恐怖が湧わき上がりそうになるほどの濃い暗闇。

　そして垣かい間ま見える廊ろう下か。それを見せているのは廊下の彼方かなたにある火災報知器から、僅わずかに届く、真まっ赤かで淡いランプの光。

　五感と意識がどこかに拡散してしまいそうなほどの静寂と暗くら闇やみの中で、一かず真まは臣しんがどこにいるのかと考えた。しかし考えても教室くらいしか思いつかなかった。臣と、一真と、琴こと里りの、どれかの教室。

「……」

　一真は、戸の中に、足を踏み入れる。

　途と端たん、




　じゃりっ、




　と靴くつ底ぞこの下でガラスの破片を踏みつける不快な感かん触しよくと、音がした。

「……！」

　思わずぎょっとなって床ゆかを見ると、その通り、ガラスの破片が散らばっていた。振り返って見ると開けられたガラス戸の内鍵あたりが割られていて、そこから鍵を開けたらしかった。軽く息を吐はき、納得した。

　そして確信を抱いだき、中へ。

　すのこに靴を脱ぬいで放り出し、冷たい床を靴下で踏んで、学校へと上がり込み、暗闇の廊ろう下かを奥へ。

　もはや奥は暗闇に包まれて見通せない、真まっ直すぐに延々と続いている廊下。

　しかし途と中ちゆうにある階段と、最も奥の突き当たりにある階段のそれぞれには火災報知器が据すえつけられていて、その赤い明かりがたった二つ、ぽつん、ぽつん、と、窓にも反射しながら小さく点ともっていた。

「……」

　その明かりへ向けて、足早に。

　この校舎は四階建て。二階を職員室と、特殊用よう途との教室が占しめている。

　そしてこの学校では、年度が上がるごとに教室が下の階になる。進学クラスである臣の教室は別の校こう舎しやにあるが、一真や琴里の教室は目と鼻の先。一真の胸の確信が増す。そして同時に肌はだで感じる不安も足を進めるごとに、増してゆく。

　それでもひたひたと、廊下を進む。

　そして火災報知器の赤い光に横顔を照らされて、それを過ぎ、琴里の教室の前に立つ。

　思えばこの『花』の災さい厄やくの、全すべてが始まった場所にも思えるこの教室。

　そこに戻って来た。

　空そら々ぞらとした空気。

　息を、吐はく。

　そして一かず真まは目の前にした教室の戸に手をかけると、深呼吸して、そしてゆっくりと戸を開け放った。




「……臣しん」




　言って、そして、息を吞のんだ。

　真っ暗な、暗いと思っていた夜さえも窓明かりとなって射し込むほど暗い一つだけ花か瓶びんの置かれた教室の中に、臣が最さい後こう尾びの席の一つから椅い子すを出して、悩める彫刻のように背を丸めて自分の腿ふとももに頰ほお杖づえをつき、ぽつんと座っていた。

　息を吞んだのは、その臣が見つめる床ゆかの上に、一人の少女が寝かされているのが目に入ったからだった。この学校の制服を着た、ボーイッシュに髪かみを短くした少女。忘れるわけも、見間違えるわけもないその少女の肌はだは、しかし今まで見たことがないほどに白く、暗くら闇やみの落ちた教室の中で夜よ明あかりに照らされて、微かすかに浮かび上がっていた。

　呆ぼう然ぜんと、呟つぶやいた。

「琴こと里り……」

「早かったな。一真」

　臣は椅い子すの上で顔も上げず、目の前の琴里の死体を見つめたまま、そう言った。

　そう、そこに横たわる琴里の肌の白さは、死体の肌の白さに他ほかならなかった。死んでしまった琴里。しかし死因が轢れき死しだったがゆえに、ついに二人が目にすることはなかった琴里の死に顔をこうして目にした一真は、恐怖とも悲しみともつかない感情に胸を埋うめ尽くされて、肌が粟あわ立だつような感覚を感じながら、そこに立ち尽くすしかなかった。

　そしてようやく搾しぼり出すように、一真は言う。

「臣……それ……」

「おまえにも見えるってことは、おれだけに見えてる幻覚じゃないみたいだな」

　言って臣は、視線を上げる。

「……ひでえ汗あせと頭してるな。どうやって来たんだ？」

「あ？　ああ……自転車チヤリ」

「ほんとかよ」

　ふっ、と臣は笑った。

「あそこからなら電車の方が早いし楽だろ」

「あー…………ああ……うん、そうだな。俺もそうすりゃよかったよ……」

　あまりにも普段通りの臣の調子に、一真も張り詰めていた気分が急に解けて、溜ため息いきと共にそう答えた。

「ひょっとして臣しん、電車で来たのか？」

「ああ」

　頷うなずいた。

「じゃあ、もしかして……」

「ああ、この……『琴こと里り』も一緒にだ」

　静かな琴里の死に顔を見下ろして、淡々と臣は言う。

「琴里の家にこいつが来て、おれに手を伸ばしてきた。思わずその手をとった。その時点でずいぶん弱ってた」

「……」

「結局、一言も口をきかなかったよ。弱ってたせいなのか、それとも〝そういうもの〟なのかは分からないけど。でもここまで逃げてきて、とうとう動かなくなった。こいつがまともなモノじゃないのはおれも分かってる。おれを殺しに来たのかもしれないことも分かってる。

　でもおれの手じゃ、どうしてもこいつを殺すことはできなかった。時とき槻つきさんに引き渡すこともできなかった。おれじゃどうしても、決断できなかった。一かず真まには悪いけどな、こいつの顔を見た瞬しゆん間かんに思ったんだ」

　何も言えない一真の前で、臣は深く、溜ため息いきをついた。




「…………こいつに殺されてもいいと思ったんだ……」




　はあー、と沈ちん鬱うつに、臣は顔を覆おおった。

　臣が琴里の死について責任を感じていたのは一真も知っている。そして臣はその罪悪感から逃れるために、琴里の死の原因が『怪奇現象』かもしれないという話に、復ふく讐しゆう者しやとして乗ったのだ。

　だが、その自己欺ぎ瞞まんの魔ま法ほうも、この〝生き返った〟琴里を見た途と端たんに解けた。危ないところだったのだ。この、臣に復讐に来た〝琴里であって琴里でないモノ〟に、臣はその首を差し出そうとしていたのだ。それくらいならば危険に飛び込んでも、復讐者であってくれる方がマシだった。

　そして、決めきれない最後の選択を、一真に投げたのだ。

　真面目まじめな臣の、引き裂さかれた迷いが産んだ結果が、ここにある全すべて。

　だが一度は殺されてもいいと思った相手が、逆にこうして冷たく横たわっている。

　贖しよく罪ざいの道を断たれた。そうなった今ようやく、臣は琴里への罪悪感から離れて、一真へと向き合った。

「臣……」

「すまん」

　肩かたを落とす一かず真まと、顔を覆おおったままの臣しん。

　前にも聞いた臣の謝罪。しかし今度の言葉は、その時とは意味合いが違っていた。

　これまで混乱と恐怖と疑念と罪悪感の中にあって分かり合えなかった、二人の親友同士の思いと迷いと決断。互いに別の方向を向いていた二人が今ようやく、これだけのやり取りで、再び通じ合えた瞬しゆん間かんだった。

　横たわる琴こと里りを挟はさんで、二人俯うつむいて、黙だまった。

　ただそれだけでよかった。そんな沈ちん黙もく。そうしてからやがて、一真は口を開いた。

「なあ、臣……これからどうす……」

　そして言いながら一真は顔を上げた、その時だった。

　そのとき視界に映った光景が、一真の言葉を、途と中ちゆうでぶっつりと断ち切ったのだ。







　窓に、手が。







「………………!!」

　目を見開いた。椅い子すに座っている臣の背景、教室の窓に、土の色が移ったとしか思えない灰色の肌はだをした子供の『手』が、夜明かりの下で浮かび上がるようにぬーっと窓の下から伸ばされていたのだった。

　冷えた汗あせの張り付いた肌に、それとは違う理由で一いつ斉せいに鳥肌が立った。窓際に一本の畸き形けいじみた花のように伸びている『手』。暗がりの中でありながら一真は、その『手』を知っていることに、ほとんど本能的に気がついたのだ。




　一真の〈悪夢〉の原風景、アジサイの下に埋められた友達の死体。




　子供の頃の一真が灰色の土の中から掘り出してしまった、土に塗まみれ、土と同じ色に変色したあの死体の肌と、いま窓ガラスに張り付いている『手』の肌はそっくり同じだった。

「……一真？」

　様子がおかしいのに気づいて、臣が顔を上げる。

　しかし一真はそれには答えられなかった。窓に張り付いた子供の死体の手。それが伸びている元である窓の下から、今まさにゆっくりと、もう一つのモノが這はい上がって来ようとしていたからだ。




　ず、




　と、窓の下から。

「ひ…………!!」

　息が詰まった。目が大きく見開かれたまま、瞬まばたきもできなかった。

　暗く、夜明かりに照らされて凍こおりついたような景色けしきの中で、ただ『それ』だけが不ふ吉きつに動いていた。窓まど枠わくの外から、ずるずると這はい上がるように土が塗まみれた髪かみの毛が覗のぞいて、だんだんと灰色の額ひたいが、眉まゆが、露あらわになって────




　やがて半開きで固定された、変色した目が──────




「…………………………!!」

　見えた瞬しゆん間かん、冷たい恐怖が頭の中に打ち込まれて、真っ白になった。

　窓の外から覗く死体の目。何度も夢に出てきた、その腐ふ敗はいしかかった貌かお。

　その光景を前にして、頭の中は瞬しゆん時じにパニックに塗り潰つぶされ、妙みように冴さえきった頭の中で恐怖が絶叫を上げた。

　よろめいた。後ずさった。

　だがその途と端たんに足首を摑つかまれた。ばっ、と見下ろした先には、傍の机の下から伸びて足首を摑む、真っ白な冷たい子供の手。

　そして机の下から、西瓜すいかを割ったように頭が欠けて中の赤い肉を覗かせた子供が、虚うつろな目で見上げてきた。見覚えのある子供だった。これも忘れもしない、小学校の同級生。まだ何も分からなかった頃に一真の〈断章〉で死を予言され、三日後に交通事故にあって死んだ、同級生の顔だった。

　目が合った。

　頭から血の気が引いた。

　怖おそれに心臓を鷲わし摑みにされた。わっ、と悪お寒かんが全身を駆かけ上がった。

「う……わ…………ああっ!!」

　悲鳴を上げ、電気に触ふれたように、反射的に振りほどき、飛びのいた。飛びのき、逃げようと顔を上げたその時──────




　目の前の机という机全てに、満開の花が活けられた花瓶が並んでいた。




　ほんの一いつ瞬しゆん、摑まれた足を見下ろした間に、死人の肌はだのように白い貌かおをした花が整然と咲き乱れ、教室の闇やみの中にぼんやりと浮かび上がって、光景を完全に一変させていた。

　背筋が凍るほど不ふ吉きつで不ぶ気き味みで、美しくもある光景が目の前に出現していた。

　そしてそれを取り囲む窓に、どれもこれも見覚えのある子供と、少年少女と、それから大人おとなの死に顔が、あるものは白く無表情に、あるものは目を見開き、あるものは顔の判別もできないほどに壊こわれ、焦こげ、膨ふくれ上がってぎっしりとひしめいて、そしてその全すべてが、




　じいっ、




　と一いつ斉せいにこちらを窺うかがっていたのだった。

　その全てが、一かず真まの〈断だん章しよう〉によって予言され、そして死んだ人たち。

　ひゅう、と喉のどが、息を吸い込んだ。

　そして、




「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　肺の奥からの、心の奥からの恐怖の叫びを上げて、一真は身を翻ひるがえして目の前の光景から逃げ出そうとした。教室から逃げようとして、戸に肩かたをぶつけて凄すさまじい音を立てて、よろめきながら廊ろう下かに出て駆かけ出そうとしたその時──────




「おい」




　思い切り強く、廊下の陰から伸びた手に肩を摑つかまれた。

　逃げようとしていた一真の全身が、その場でびくんと、凍こおったように止まった。







　　　　２




　行程、約二時間半。

　駅から乗ったタクシーを降り、車が走り去る音を、背中に。

　もうそろそろ深夜に差し掛かろうとしている時刻に、そうして神か狩がり屋やと颯さつ姫きの二人がようやく金かな森もり家けの前に到着した。通つ夜やの設しつらえ。煌こう々こうと点ついた玄げん関かん灯とう。そして開け放たれたままの、玄関。神狩屋と颯姫は一度顔を見合わせると一つ頷うなずき合い、颯姫が玄関脇わきに残ってイヤーウィスパーを外して、神狩屋が玄関の中へと踏み込んだ。

「…………」

　あれから道中、何度電話をかけても雪ゆき乃のは電話に出なかった。

　この家で〈泡ほう禍か〉が起こり、それを焼き払はらった雪ゆき乃のは、群むら草くさに連絡をつけようとしたが、繫つながらなかったとの連絡をよこしたのが最後。

　それを受けて、神か狩がり屋やはこうして急行して来た。しかしどれだけ気だけは急いでも相応の時間はどうしようもなく、そのあいだ連絡がつかなかった。一体あれからどうなったのか、見当もつかなかった。

　神狩屋の胸の内にあるのは、不安。

　どんな状況になっているかも分からない家に踏み込む不安と、そしてそれ以上の、雪乃の身の心配という不安。

　少なくとも電話にも出られない状況にあることだけは、確実だった。携帯を落としたくらいの理由で済んでくれればいいのだが、それは期待が過ぎるというものだろう。

　気を失っているか、最悪死んでいる。

　神狩屋は玄げん関かんをくぐった瞬しゆん間かん、自分の中の不安が拡大するのを感じた。

「…………これは……」

　家の中は、熱と焦こげた異い臭しゆうで一杯になっていた。

　火事になった家の中のような熱気。腐ふ汁じゆうを焦がしたような吐はき気を催もよおす臭におい。

　そして神狩屋から見える廊ろう下かの上がり口には、何かが爆発したような焦げ痕あとが、曲がり角の向こうから玄関近くまで、血をぶちまけたかのようにも見える有様で、黒く床ゆか板いたと壁に広がっていたのだった。

　雪乃を呼んだ〈ロッジ〉が、目まの当たりにして一度は怖おそれる〈雪の女王〉という〈騎き士し〉による、殲せん滅めつ戦せんの痕あと。

　しかし今なお残っている、家の中にありありと立ちこめる熱気は、二時間以上前に行われた時のものだとは、到底考えられなかった。

　電話の後も、それこそまだそれほど経たっていない時間まで、何かがあったのだ。

　神狩屋は、その眼鏡めがねの奥の目を僅わずかに険しくすると、凄せい惨さんな状態が垣かい間ま見える家の中に、土足のまま足を踏み入れた。

「失礼……」

　革かわ靴ぐつが、ごとりと板張りの廊下で音を立て、神狩屋は小声で許しを願う。

　そして神狩屋はそのまま焦げ痕がやって来ている廊下の奥へと、足を踏み入れた。

　見えた中の廊下は、想像に違たがわぬ凄惨な状態になっていた。廊下は板張りの床も、壁も天てん 井じようもまさしく火事のように真っ黒に焦げ付いていて、座ざ敷しきとを隔へだてているはずの襖ふすまも焦げるか燃え落ちて、さらにはそこら中の床に足の踏み場もないほど炭化した何かが、黒い山ともオブジェともつかない様相で、幾いく重えにも積もっていたのだった。

　暗がりの中、よく見ると黒い塊かたまりの中には、僅わずかに形を残しているものがあった。

　口の開いた丸い塊。溺おぼれるように炭の山の中から、宙に向かって突き出した、炭化した腕うでのようなもの。

　所々にそんなものを混じらせながら、廊ろう下かに、座ざ敷しきの畳たたみに、炭すみは積もっている。

　焦こげた異い臭しゆうと熱を立ち昇らせて。それらを見るだけで、ここで何が起こったのかは、大おお方かたの想像がついた。

「………………」

　神か狩がり屋やは息を吞のみ、座敷へ。

　廊下から見えるだけで、座敷の状態は廊下以上に酷ひどい有様だった。

　畳は焦げ果て、カーテンも燃え落ちて、ガラスは煤すすに覆おおわれている。天てん井じようも当然焼け、そこから下がっている電でん灯とうも例外ではなく、火に炙あぶられた蛍けい光こう灯とうが、破は裂れつして笠かさの中からなくなっていた。

　暗がりの、座敷。

　神狩屋は、床ゆかに積もった炭を踏み砕くだく音を立てて、廊下にまで至る惨さん状じようの中心である座敷に足を踏み入れ、奥を覗のぞき込んだ。

「……!!」

　その瞬しゆん間かん、神狩屋は、竦すくんだように足を止めた。

　心臓が跳はね上がった。座敷に入って、その先の様子が目に入った時、他ほかにも増して炭化が酷ひどい黒い部屋の奥に、二人の黒い人影が立っているのが目に入ったのだ。




　ぞっ、




　と背筋に、冷たいものが駆かけ上がった。

　それは漆しつ黒こくのゴシックロリータに身を包んだ、雪乃と風乃の姿だった。

　焦しよう土どと化した部屋の中に、二人は炭よりも黒く、灰よりも白い衣い装しようで、一いつ対ついの人形のように背中合わせに佇たたずんでいた。そして二人は神狩屋の気配に同時に振り向く。二人の結び方が違う同じリボンが揺れ、生き写しのような白い貌かおが、そして二対の目が、同時に神狩屋の方を向いて、同時にその姿を捉とらえた。

　雪ゆき乃のの貌は激しい恐怖と苦痛と敵てき意いに目を見開いた、凄せい絶ぜつな無表情。

　風かぜ乃のの貌は退廃的な快楽と嗜し虐ぎやくと歓喜に目を細めた、凄絶な笑み。

『……あら』

　神狩屋の姿を認めた風乃は、その見る者に絶望さえも与えるような嗜虐の女王の笑みを、楽しげな少女の薄うす笑わらいに変えた。

　そして、

『こうして顔を合わせるのはお久しぶりね……神狩屋さん』

　と神狩屋へ向き直り、あたかもたった今まで振るっていた凶きよう器きを隠かくすような動作でゆったりと背中で手を組み、嫣えん然ぜんと口の端はしを引き上げた。

「君は…………風かぜ乃の君……」

『うふふ、でも残念。楽しいお料理の時間はおしまい』

　困こん惑わくとも恐怖ともつかない呟つぶやきを漏もらす神か狩がり屋やに、風乃は言った。

『後はよろしくね』

　そして風乃は、神狩屋が言うべき言葉を見つけられないうちにそれだけを最後に言うと、瞬しゆん時じに揺らいで炎ほのおとなって、雪乃の〈断だん章しよう〉の炎がそうするように、跡あと形かたもなく宙へと溶とけて消え失うせた。

「……！」

　雪乃が血ち塗まみれの左腕うでを押さえてよろめき、もはや畳たたみの判別ができない状態の床ゆかに、どっ、と膝ひざをついた。

「雪乃君！」

　慌あわてて神狩屋は雪乃の肩かたを支える。無数の傷が開いて滅めつ多た切りにされたような状態の左腕は止めどもなく血が流れ出し、だらりと下げられた指先から雨あま垂だれのように、ぼたぼたと床に滴したたっていた。

　荒い、しかし浅い息を喘あえぐように繰り返す雪乃の、血の気の失せた蒼そう白はくな顔。

　神狩屋は自分の〈断章〉のため、手紙開封用の小さなカッターナイフをポケットから取り出したが、少なくとも三日は戦うことはできないだろうと踏んだ。神狩屋の〈断章〉は安全に使おうとする限り劇的には傷は塞ふさがらないし、ある程度強く傷を塞ごうものなら、常時何なん重じゆうにも〈断章〉を拘こう束そくしている雪乃にはいくらか影響が薄うすいものの、しばらくの間は、〈効果〉を受けた方の〈断章〉も不安定になるのだ。

「……分かってると思うけど、かなりひどい状態だよ？」

「知ってるわ……たぶん一時間以上……姉ねえさんに……好きにさせたから……」

　覗のぞき込んで言う神狩屋に、雪乃は下を向いたまま、苦しい息を吐はきながら答えた。

「花が……動く死体に化けたわ。ここの夫婦か、娘むすめか……誰の趣味かは知らないけど、裏うらが植物園になってたみたいね。最悪だわ。殺しても殺しても涌わいて出たから……どうにもならなくなって……姉さんを……」

「……」

　意識を保つために話をしているような状態の雪乃に溜ため息いきをついて、神狩屋は自分の人差し指の腹をレターオープナーで刺した。ずずっ、と肉にカッター刃が入り込んで、最初びりっと、次に圧迫感を伴う熱い痛みが指にわだかまって、遅れて染み出した血が指の先に大きな玉を作った。

　そうしながら、神狩屋は雪乃の意識がなくならないよう、話をさせるために訊たずねる。

「……そういえば、この家の人は？」

「この家のおじさんは……そこにあった遺い骨こつを持たせて、物置に放り込んだわ」

　守るために隠かくしたのだろう。そして自分にもその人にも〈異い形ぎよう〉を近づけないために、この場所で立てこもって、見つける端はしから焼き払はらったのだ。

　雪ゆき乃のが言葉だけで「そこ」と示した、燃え落ちている祭さい壇だんにあったはずの故人の遺骨も一緒に守ったという辺りが、雪乃の余よ裕ゆうのなさを示していた。余裕ゆえの行動ではない。雪乃は余裕がなければない時ほど、〈騎き士し〉としての苛か烈れつで冷れい酷こくな作った人格の下から素が出て、かえってこういった情のある行動をする傾向があった。

「でも……あの人、だいぶ正気をなくしてたわ」

「そうかい」

　答えながら、神か狩がり屋やは血の玉の膨ふくらんだ指先を、雪乃の口元に差し出す。

「ひょっとしたら、その人も〈保持者ホルダー〉になってしまうかもね……」

「それはないわ」

　神狩屋の言葉を、意外にも雪乃は、即座に否定した。

「……なんで？」

「なっても〈継承者サクセサー〉だわ」

　神狩屋は眉まゆを寄せた。〈継けい承しよう者しや〉。誰かの〈悪夢〉の欠片かけらである〈断だん章しよう〉によって心的外傷を負った者の中に稀まれに現れる、欠片の欠片を宿した〈保持者〉。

「だってこれは……〈泡ほう禍か〉じゃないもの。この〈異形〉を殺してるうちに、途と中ちゆうで、気付いたの。急いだ方がいいわ。でないと────」

　一拍。




「あの自分の〈断章〉の本当の〈効果〉も知らなかった木之崎一真が、周り中に被害を撒まき散らして死ぬことになる。殺すべきは、彼だわ」




　…………………………
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　帰ろうと思えば、もうタクシーを呼ぶことを考えた方がいい時間。

　蒼あお衣いは神狩屋の家のダイニングで、傍かたわらにパジャマ姿の夢ゆ見み子こを座らせて、テーブルの上に教科書を広げ、ノートの罫けい線せんをシャープペンシルの先でつつきながらまんじりともせずに過ごしていた。

　今日は泊まり込む準備も万ばん端たんで、明日あしたは直接ここから学校へ行く予定だった。

　むしろ家よりも近いくらいだ。さすがにこれを伝えた時、家では少し不ふ審しんというか渋しぶい顔をされてしまったが、結局、

「あんたは昔から妙みように人見知りする子に懐なつかれてたからねえ……」

　という母からの妙な納得の言葉に送られて、意外にすんなりとこのような形になった。

　夢ゆ見み子こを寝かしつけるのが、蒼あお衣いの主になる仕事だ。

　この大きなウサギのぬいぐるみを抱だき締めている少女は、普段はよく眠ねむそうにしているし、気がつけば眠っている、といったことも多い印象だが、神か狩がり屋やの話によると、一人でいる時は全くそんなことはないらしかった。

　特に夜は、近くに気を許している誰かがいないと、決して眠ろうとしないのだという。

　だからこそ、こんな手間をかけて蒼衣がここに呼ばれたわけだが、いざ直面してみると話以上で、蒼衣が来てからというものずっと近くについて回り、予習をしている間もこうして隣となりの椅い子すに座っている状態だった。

　眠そうにしてはいるが、眠ろうとはしない。

　何だか可哀かわい想そうになって、蒼衣の方が落ち着かなかった。

「……はあ」

　少しも集中できない。

　蒼衣は諦あきらめてペンを置く。そもそも今日は雪ゆき乃のたちのことが気になって、最初から集中力を欠いていた。こういう日だと思って諦めるしかなかった。

　蒼衣は、夢見子の顔を覗のぞき込む。

「……夢見子ちゃん、眠い？　寝る？」

　訊たずねるが、夢見子は眠そうな目で蒼衣を見返すだけで、何も答えなかった。

　これだけはいつもの通りだ。心が壊こわれ、意思の働きが自分の中で閉じていて、意思の疎そ通つうがほとんどできない。その精せい巧こうな人形のような目に何が映っているのかも、何かを感じているのかも、蒼衣には窺うかがい知れない。

「……」

　蒼衣は小さく笑って息をつき、椅子から立ち上がった。

　これまでに二度、寝付かせたと思って部屋を出ると、起き上がってついて来る、といったことを繰り返していた。

　そろそろ、大丈夫だろうか。

　蒼衣は、『不思議の国のアリス』のウサギを抱き締めている小さな手を取ると、ちょいと引いて促うながした。夢見子はすとん、と椅子から降りて大人おとなしくついて来る。

「今度こそ寝てくれるかなあ」

　蒼衣は、呟つぶやく。

　今度は寝たように見えても、念のためしばらくじっとして、確実を期そう。そして今度こそシャワーでも浴びて寝よう。

　蒼あお衣いがそんなことを考えて、寝室に連れて行くために夢ゆ見み子この手を握にぎって。

　そして夢見子を寝付かせるまでの間の読み物として、テーブルの上の文庫本を手に取った、その瞬しゆん間かんだった。




　ぬう、




　と文庫本のページの間から氷のように冷え切った指が這はい出して、文庫本を取ろうとした手の指に、ぞっ、と骨の髄ずいまで染み透るような冷たい感かん触しよくで絡からみついた。

「…………うわ!!」

　猛もう烈れつな怖気。わっ、と広がる鳥とり肌はだ。

　思わず悲鳴を上げて手を引っ込めた蒼衣の目の前で、文庫本はテーブルから落ち、ばさっ、と音を立てて床ゆかに伏せられた。

　床に落ちた文庫本には、もう指はおろか、何の異常も見当たらなかった。しかし当然勘かん違ちがいや気のせいなどではなく、引っ込めた手の指には氷に触ふれたかのような、じん、とした痛みさえ感じる冷たい感触が、ありありと残っていた。




「………………!!」




　蒼衣は声もなく、床の文庫本を見下ろす。

　そしてふと気がついて、脇わきを見る。蒼衣の横には蒼衣の手をしっかりと握って、目を見開いて同じように床の本を見下ろす、夢見子の姿があった。

「……」

　体温の高い小さな手が、微かすかに震ふるえていた。

〈グランギニョルの索さく引いんひき〉。この小さな身体からだの中に、心を壊こわすほど詰まっている、少女の悪夢の欠片かけらの名前。

　……どういうことだ？

　蒼衣は頭の中を一杯にして、思う。

　そして蒼衣は床の文庫本を見み据すえて、あの冷たい『指』の感触が再び出てくるのではないかと怯おびえながら、そーっと手を伸ばし、拾い上げた。

　神か狩がり屋やの持ち物である、『完訳版グリム童話』の文庫本を。

　拾い上げて、伏せられていたページをひっくり返して見ると、そこにはまさにこれから読もうと思っていたページが、見出しを露あらわにしていた。




『なでしこ（第二話）』




　呆ぼう然ぜんと、蒼あお衣いはそれを見つめる。

　……何だ？　何でいま、ここでこの『予言』が出てくる？

　うそ寒い気分で、蒼衣はたったいま起こった現象について考える。一気に不ふ吉きつさを増した、部屋の空気の中で、怯おびえる少女の手を握にぎったまま、考える。

「………………」

　そしてとうとう、蒼衣は気がついた。

　これまで感じていた違和感に、全すべてが当てはまった。

　だとすると────？




「駄目だ……」




　蒼衣は今ようやく、全てを悟さとった。

　そして全てを悟った時、これから起こる惨さん劇げきについての最悪の予想が浮かび上がって、蒼衣は呆然と、頭を抱かかえた。

「どうしよう……」

　遠く離れた街で起こっている惨劇と、その悲劇の結末。

　蒼衣は自分の手を見た。〈悪夢〉を壊こわすカードを、否いや応おうなしに摑つかんでしまうこの手。

　そして遠い街には、届かない手。

「どうしよう……」

　呟つぶやいた。

　その手の先では、蒼衣の手をしっかりと握にぎり締めた〝索さく引いんひき〟の少女が、全てを拒絶するように、潰つぶれるほど強くぬいぐるみを抱だき締めて、顔を埋うずめていた。




　　　　†




　その時、千ち恵えの前には入口に立つ群むら草くさの背中と、その向こうに見える、暗い教室に横たわる少女の死体という光景が広がっていた。




「え……」




　何が、と理解する間もなかった。思わず呆然と声を上げそうになった千恵の腕うでを、その瞬しゆん間かん群草が素早く引き、入口の前から廊ろう下かに押しやって、自身も入口の脇わきの壁に身を寄せて教室の中を窺うかがう体勢になった。

「……!?」

　驚きと、そしてそれ以上に他人に触ふれられた鳥とり肌はだが立つような感覚に襲おそわれて、一いつ瞬しゆんパニックになる千ち恵え。だが群むら草くさが背中越しに振り向き、厳しい表情で静かにするよう口に人差し指を当てるジェスチャーをしたため、千恵は全すべてを吞のみ込んで棒ぼう立だちになり、ただ見ていることしかできなくなった。

「………………」

　群草に摑つかまれた腕うでの肌に、服越しであっても関係なくじんわりと残る不快感。

　千恵はそれを感じながら必死で今の状況を理解しようとしていた。いま自分が立っているのは火災報知器の赤いランプの明かりが、妙みようにどぎつい色で点々と灯ともっている、真っ暗な夜の学校の廊ろう下かだ。

　どうして今ここにいるのか、理解できなかった。

　千恵はどうも様子のおかしい、外に出ようとしている群草に追いついて、手を伸ばしたところまでは覚えているのだが、千恵の感覚ではその次の瞬しゆん間かんには、教室の前に立っていて、あの光景を見ていたのだった。

　少女の死体と、その前で二人の少年が俯うつむいている、教室の光景を。

　瞬間移動、という感覚ではなかった。教室の入口に立っていたその瞬間以前の記き憶おくを思い出そうとすると、家を出る群草に手を伸ばしたその瞬間との間に、映画のフィルムが切れたかのような暗転が１コマ挿そう入にゆうされていた。

　何があったのか？　わけがわからない。

　様子も窺えない。ただ分かっているのは傍かたわらの薄うすい壁を一つ挟はさんで、中に死体が横たわっているという、まるで死体という存在の気配が壁越しに漂ただよってきている錯さつ覚かくさえ覚える、薄うすら寒い事実だけだった。

　何が何だか分からない。

　沈ちん黙もくの中で、息を潜ひそめるしかない。

　だが────




「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　突如、びくん、と総そう毛け立つほどの恐ろしい絶叫が、教室の中から耳を劈つんざいた。

　鼓こ膜まくから神経を貫くようなその恐怖の絶叫に、思わず身が竦すくんだ。静寂を引き裂さいて耳を貫いた音の大きさと、その中に含まれた凄すさまじいまでの恐怖に、思い切り体が硬直し、全身に鳥肌が立った。

　そして悲鳴を上げながら、教室を飛び出して来る悲鳴の主。

　だが、怯おびえる千ち恵えの目の前で群むら草くさは『先ほど』千恵がそうしようとしたように、飛び出してきて逃げようとした男の肩かたを摑つかんだ。

「おい」

「!!」

　釘くぎ付づけされたように、逃げる男の足が、びくっ、と止まった。

　そして群草は、一真の肩を摑んだ腕うでに力を込めて、放り出すように元もと来た教室の中に放り込み、自らも中に踏み込んだ。

「！」

　慌あわてて後を追おうとする、千恵。

　だが、そうして教室の入口に駆かけ寄った途と端たん、




「ひ……!!」




　教室の中の光景が目に入った瞬しゆん間かん、足が止まった。

　暗がりの中、整然と並ぶ机の上に、花がずらっと不ふ吉きつに並んでいた。学校の机に置かれた花という道具立てが示す、たった一つの事象が悪お寒かんを呼んで、それがずらりと立ち並ぶ光景に怖おぞ気けが走り────そしてそんな教室に入り込もうとしているかのように窓辺にへばりついている、明らかに輪りん郭かくの壊こわれた黒い人影が蠢うごめいているのが目に入ったその瞬しゆん間かん────




　ばしん!!




　と目の前で、群草の手によって教室の戸が閉じられた。

　全すべての終わりが、始まった。

　………………
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「……カズ、お前だったか」




　立ち塞ふさがるように戸の前から一かず真まを見下ろして、淡々と言った、群むら草くさの言葉。

　冷たい床ゆかに座り込み、引き攣つった表情でそれを聞く一真。一真の頭の中は恐怖と混乱が渦うず巻まいて、ただ呆ぼう然ぜんと、突然現れた群草の顔を見上げるしかなかった。

「………………！」

「一体どういう有様だ？　これは」

　群草は呟つぶやく。

　教室の中は変わらず暗く、葬そう列れつのように鬱うつ々うつと花が並び、窓を引っ搔かく死体死体死体。そして机の下から、大きく頭部の割れた意地が悪くて有名だった小学校の同級生の『死体』が一真に向かって手を伸ばしてきたが、群草は無む造ぞう作さに近くの椅い子すを摑つかむと思い切り振り上げて、その頭に凄すさまじい勢いで叩たたきつけた。




　ごしゃっ!!




　と骨の入った生肉が大きくひしゃげる嫌いやな音がして、その衝しよう撃げきに相応ふさわしいだけ椅子が跳はね返り、耳障ざわりな大音響を立てて共に転がった。

　パイプの足が曲がっていた。それだけの力を振り下ろされた小学生の『死体』は、頭部が伸ばした腕うでもろともに思い切り潰つぶれて、床に異常な形状でへばりついて、もがくばかりで動けない異常なオブジェと化した。

「……ふん」

　群草はひとつ、鼻を鳴らす。

　そして群草はそのまま亡もう者じやの蠢うごめく窓際まで歩いて行くと、カーテンを閉めて窓を隠かくし、隠した窓を背にして、暗さを増した教室の中で表情も窺うかがいづらいほどの影をその顔に落として、一真に向かって訊たずねた。

「さて、カズ。この『花』は、お前のモノだな？」

「………………!!」

　身が竦すくんで、床ゆかにへたりこんでいる一かず真ま。

　その目が驚きよう愕がくに見開かれた。一真にしか見えないはずの死を予言する花活いけ。だが群むら草くさはそれを当然のように見回して指摘し、見れば臣しんも亡もう者じやの窓だけでなく、立ち並ぶ『花』の光景からも逃げるように、表情を強こわ張ばらせて教室の後ろへと身を引いていた。

「じ、じーさん、臣、この『花』が見えてんのか!?」

「そうだが？」

「な、何で……」

「何でだと？　つまりそういうことた。お前の〈断だん章しよう〉がイカれとるんだ。お前、頭の方はまだ正気を保っとるか？」

「……!!」

　群草の言葉と問いに絶句する一真。そんな一真を見て群草は、また小さく鼻を鳴らし、渋しぶい顔で答えた。

「まあイカれとる奴やつは、自分じゃ分かるまいがな」

「………………!!」

　一真は、衝しよう撃げきで頭の中が真っ白になる。

　自分の手。机の上の花。カーテンに覆おおわれた亡者の窓。そしてそれらと一真を見つめている固い表情の臣を、一真は順番に、呆ぼう然ぜんと見つめた。

　心臓の辺りに絶望が塊かたまりになったような、黒く重いしこり。

　話にはいくつも聞いたアレだ。一真たちのような〈保持者〉ならば、誰もが例外なく迎える可能性がある、最悪の悲劇。




　────〈異端ヒアテイ〉。




　自分の中の恐怖、苦痛、その他もろもろの〈悪夢〉がもたらす情動に心が負けて、狂気の中で、もはや〈断章〉が抑おさえられなくなった状態。

　まさか？　自分が？　そんなはずはない。一真は思う。

　そんなことにはなっていない。しかしどれだけ自分で否定しようとしても自分で気づいていなかったという事例も枚挙に暇いとまがなく、中には全体的には正気でありながら自分でも気づかないほどのたった一点だけの狂気が原因になったという話も、聞いたことがあった。

　そして何より、目の前にある『モノ』は、否定できなかった。

「……お、俺おれが……？　おい……冗じよう談だんだろ？」

「そうだといいんだがな」

　呆然と呟つぶやく一真に、淡々と答える群草。

　そんな二人に、混乱状態だった臣しんが、ようやく強い調子で訊たずねた。

「何が……一体何が、どうなってるんです？」

　だがその問いは無視された。群むら草くさによって内から施せ錠じようされた戸が激しく叩たたかれて、千ち恵えの声が聞こえてきたのだ。

「群草さん、群草さん!?」

「大丈夫だ。大人おとなしくしとれ」

　群草が、戸の向こうへ答えた。

「こっちはいいから周りをよく見ろ。今はこっちにしか化ばけ物ものはおらんようだが、そっちに何か出てきたらすぐに言え」

「……！」

　ドアの向こうが大人しくなる。そこで一かず真まは、気がついた。

　そうだ。なぜ群草と千恵が、ここにいる？　誰にも臣と一真がここに来ることは、話していないはずなのに。

「そ、そうだ、何であんたらここに居んだよ……！」

「わしの〈断だん章しよう〉のせいだな」

　群草は、顎あごで、床ゆかに横たわる琴こと里りの死体を示す。

「わしが寝ている間に異常な死体が出ると、知らんうちに『そこ』にいることがある。そして何がしか状況が落ち着くまでは、誰も『ここ』には入れんし、出ることもできん。〈アンデルセンの棺ひつぎ〉とかいうやつだ」

「な……」

「千恵嬢じようは巻き込んでしまったな。悪いことをした。そこの彼もだ。下手へたなことになると、生きて帰れんかもしれん。運が悪かったな」

　死体と自分が閉じ込められて、助けが来ないという群草の〈悪夢〉の欠片かけら。

　それだけは聞いてはいたが、詳くわしいことは初めて聞いた。気難しそうな、そして影が落ちているせいか無表情にも見える顔で淡々と言う群草に、臣が今度はトーンを落として、もう一度訊たずねた。

「説明を……下さい」

「カズの霊れい能力のようなモノについては聞いたか？　それが原因だ」

　今度は群草は答えた。

「ひょっとすると死ぬヤツの机に花が置かれるのではなく、花が置かれてしまったヤツが殺される〈断章〉だったのかもしれん。だとしたら数日中に、この机の連中は全員死ぬだろう。それからいま窓の外にいる奴やつらに仲間入りといったところだろうな。何でそんなことになるのかはさっぱり分からんが」

「…………っ」

「暴走というやつだ。カズの頭ん中にある良くないモノが、暴れとるのだ」

　その説明を聞いて、臣しんは周りを見て、そして一かず真まを見る。

　思わず一真は、目を逸そらす。

　臣は言った。

「どうすれば……いいんですか？」

　それに対して、群むら草くさはいとも簡単に答えた。しかしあっさりとした答えは、訊たずねた臣が、思わず絶句するものだった。

「カズを殺す」

「!!」

「……殺して、チャラになるかどうか半々といったところだろうな。だがやってみる価値は大きい。やらんとならんことでもある。親友なのだったな。お前の手で、殺してやるか？」

「じょ、冗じよう談だんじゃない！」

　問われた臣は、動揺と激げつ昂こうが入り混じった、上ずった声で、群草に食ってかかった。

「そんなことできるわけないでしょう!!」

「ほう、じゃあお前はここの……何十人かを見殺しにするのか？」

　群草は言う。

「でも……認められるわけがない!!」

「カズ一人のために？　ここで何十人かを犠ぎ牲せいにカズを生かしても、生きている限りまた何度でも同じことになるかもしれんのに？　何百人も死んで、気づいた群集が武器を持ってカズを追うことになっても？　カズのような人間の存在に気づいた人間がパニックになって、何の罪もない人間を魔女狩りでまた何百人も殺すようなことになっても？」

「……っ!?」

「そうなったら、お前に責任は取れるのか？」

　あまりの言葉に言葉を失った臣に、群草は窓を背に暗くら闇やみを纏まとって、低く問う。

　そして、一拍を置いて────







「それとも────やはりまた、わししかやる者がおらんのか？」







　言った。その瞬しゆん間かん、群草の声が、そして纏う雰ふん囲い気きが、まるでこれまで見えていた気難しそうな印象がただの殻からでしかなかったかのように、殻の内側から噴ふき出した、凄すさまじく狂的な酷こく薄はくを孕はらんだ。

「…………………………!!」

　背筋が凍こおった。それだけの言葉が、周囲の空気を歴然と冷たくした。

　それなりに付き合いの長い一かず真まが初めて見る群むら草くさだった。暗くら闇やみの中に沈んだ小さな老人の体が、何か暗く絶対的なものを圧縮したような、強烈で威圧的な負の存在感を放って、一真たちの心しん胆たんを凍らせた。

「ふ、ふざけるな……」

　それでも臣しんはなおも搾しぼり出すように言葉を紡つむいで抵抗しようとしたが、それ以上は続けられなかった。




　ばしゃん!!




　とカーテンの向こうで、大音響を立てて窓のガラスが一いつ斉せいに爆はぜ砕くだけたのだ。

　一いつ瞬しゆん大きく波打って膨ふくらんだカーテンの裏から、吹き込んできた雨のように、大量のガラス片へんががしゃがしゃと澄んだ乱雑な音を立てて教室の床ゆかに降り注いだ。そして思わず凍りついたように見つめた一真と臣の前で、カーテンの下から、隙すき間まから、蒼そう白はくな、血みどろの、あるいは真っ黒に焼け焦こげた腕うでが、部屋の中へと伸ばされて捕食生物のように、不ぶ気き味みに宙を引っ搔かいて蠢うごめいた。

「………………!!」

　そして部屋の中でびしゃっと湿しめった音。

　それは群草の手によって叩たたき潰つぶされた、教室の中の子供の『死体』が、ようやく床と自分の肉から腕と頭を引き剝はがし、その手を床に振り下ろした音だった。

「……ここはもう潮しお時どきだな。お前ら、そこから部屋を出ろ」

　カーテンの蠢く窓を背に、群草は淡々とそう言った。

　そして群草は、傍かたわらの椅い子すを取り上げて、持ち上げると、ゆらりと一真たちの方へ向かって近づいてきた。

「少し時間をやろう。殺せるか殺さないか、誰が殺すのか、誰を殺すのか、よく考えろ」

　言いながら近づいてくる群草の後ろで、ひとつ大きくカーテンが盛り上がり、とうとう蒼白の子供の『死体』が一体、ずるりと窓を越えて教室の中に入り込んだ。風ふ呂ろ場ばで水死した、その友達の『死体』は、べしゃっ、と濡ぬれた音を立てて床に落ちると、一真たちの方へと向けて這はおうとして、床の上で蠢いた。

「……!!」

　臣は一瞬逡しゆん巡じゆんしたが、すぐに一真の襟えり首くびを摑つかみ、そのまま潰れた『死体』から、そして群草から逃げるように出口の戸まで引きずった。そして内鍵を開け、戸を開けて、強こわ張ばった表情をして立ち尽くしている千ち恵えの前で、一真の身体からだを引きずり出した。

「……」

　と、途と端たん、群むら草くさの進める歩ほが一気に早くなる。

　そして群草は歩きざまに椅い子すを振り上げると、動き出した潰つぶれた『死体』に、再び思い切り椅子を叩たたきつけた。




　ぼごっ！




　とくぐもった、だがそれゆえに凄せい惨さんなほど重い、肉と骨の塊かたまりを殴なぐりつける音。

　がこん！　と音を立てて机の下に横倒しになる潰れた『死体』に、しかし群草は目もくれず無表情に椅子を握にぎったまま、歩みの勢いも止めずに出口へと近づいてくる。

「!!」

　その凄せい絶ぜつな姿に、一かず真またちは思わず戦せん慄りつする。

　群草は戦慄に固まる一同の前で、出口にやって来て戸口に手をかける。

　そして────




　ばしん!!




　と音を立てて、群草は内側から教室の戸を閉めた。

　内鍵を閉める音が続いた。目の前で戸が閉じられて、鍵をかけられて、一真たちは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとなって、思考が停止した。

「…………！」

　そしてすぐに、気がつく。

「じーさん!?」

「群草さん!?」

　一真と千ち恵えがほとんど同時に叫んだ。しかし中から聞こえてきたのは戸の前に椅子を乱暴に置いて、そこに座り込んだような物音だった。

「じーさん!!」

「……時間をやるだけだ。その間に決めろ」

　戸を挟はさんで、群草の声がした。

「この〈棺ひつぎ〉とやらはな、お前らは人を寄せ付けんためのものだと思っとるだろうが、それは本分じゃない。この棺かん桶おけはな、出られんのだ。〈異い形ぎよう〉だろうが〈泡ほう禍か〉だろうが〈断だん章しよう〉だろうが、この〈棺〉の中からは決して出られんのだ」

「……!?」

　一瞬、何を言われているのか分からなかった。

「つまり今……ここにおるモノは全部、わしの〈断章〉がどうにかならんと、カズのところにも帰れんし、どこかの被害者のところにも向かえんということだ。この〈棺ひつぎ〉の大きさは自在とはいかんが、壁や境界があれば大体そこに縛しばられる。それから中に部外者がおらんほど狭せまく強固になるようだ。上手うまくいっとれば、今はこの部屋が〈棺〉の境界になっとるだろうから、これが駄だ目めになるまでが猶ゆう予よだ。その間にお別れでも済ますのだな」

「な……!?」

　ようやく理解した。

「ちょっ……じーさんはどうなるんだよ！」

「抵抗はする」

　あっさりと群むら草くさは言った。

「わしが死ぬまでに何とかしろ。……千ち恵え嬢じよう、いいか、もしそっちにも〈異い形ぎよう〉が湧わいて、まだ結論が出ておらんかったら嬢がカズを殺せ」

「！　ちょっと、そんな……」

　動揺して叫ぶ千恵。

　つまり群草は単なる時間稼かせぎのために自らの〈断だん章しよう〉を利用して、〈異形〉を一かず真まから切り離し、決して出られない場所に、もろともに閉とじ籠こもったのだ。

　あり得ない。

　一真は胸の中に、抉えぐりたくなるような感覚を憶おぼえた。

　俺おれなんかのためにこんなことをして何になる？　必死で一真は戸を拳こぶしで叩たたき、中へと呼びかけた。

「じーさん！　何でこんなことすんだよ！　こんなこと、何に……！」

「やかましい奴やつだな」

　群草の、うんざりしたような声。

「元はといえば、わしがカズの〈断章〉を見誤ったのが原因だ」

「だからって……」

「いいか、カズ。わしらが死ぬことになった時、納得ずくで近しい者と別れられるような機会はなかなかない」

　群草は、不意に言葉を言い聞かせるようなものに変えた。

「わしにはもうそれはできん。そうしたかった奴は、とっくに死んでしまった。そんなもう望みのないわしが、こうしてお前を殺さねばならなくなったが、お前は幸いにも機会を得た。となればそれを延ばしてやれるのはわししかおらん。誰かがこういうことをやらんのならば、一体何のために〈騎士団オーダー〉がある？」

「……！」

「わしは時間が欲しかった。だからわしが、時間をやる」

　絶句する一真に、群草は言った。

「どれだけ持つか誰にも分からん。時間を無む駄だにするな」

「ま、待てよ……」

「時間は誰も待ちはせん」

　切って捨てる群むら草くさ。

　そして、




「さあ、始めろ。誰が殺すか、誰を助けて、誰を殺すのかを決めろ。別れを済ませて、納得せい。それができんのなら────最後の最後まで足あ搔がいて、せいぜい悔くいがなくなるまで、足搔くといい」




　それを最後に、戸の向こうにいる群草はもう何も言わず、立ち上がって椅い子すを手に取り、持ち上げた音と気配がした。







　　　　２




『……それで間違いないと思います。雪ゆき乃のさんを襲ったのは、木き之の崎さきさんの〈断だん章しよう〉です』




　携帯の向こうで、蒼あお衣いが言った。

　神か狩がり屋やが一人金かな森もり家けから群草の家にやって来て、戸締りもせずに忽こつ然ぜんと家人が姿を消している家の中を見て状況を確信し────とにかく群草たちを探すための足として群草の車のキーを持ち出した時、不意にかけられてきた蒼衣からの電話はまさしく今から探そうと思っていた人たちについての話だった。

　想像から全すべてに気づいて神狩屋に電話をかけて来た蒼衣と、血みどろの闘争の中でそれに気づいた雪乃。神狩屋が補強のために自分の見聞きしたそれらを話すと、蒼衣は「やっぱり」といった様子の沈ちん鬱うつな口調で、その結論を口にしたのだった。

『……木之崎さんしか、この〈悪夢〉を持つ理由がないんです』

　蒼衣の言葉は、こうだった。

『花になるというのは死ぬことの暗あん喩ゆです。だとしたら花に変えた少女を王おう子じが元に戻すということは────』

「生き返るということか……」

　群草の家の廊ろう下かに立って、携帯を耳に、神狩屋は頷うなずいた。

『そうです。雪乃さんが燃やした〝人間のなりそこない〟と〝犬のなりそこない〟は、多分全部、木之崎さんの抱かかえてた〈悪夢〉によって〝花から生き返ったモノ〟です。雪乃さんからあの人の〈悪夢〉の内容を聞いた時、少し〈断だん章しよう〉とちぐはくだな、と思ったんです』

「……」

　雰ふん囲い気きで促うながす神か狩がり屋や。

『……あの人にとっての〈悪夢〉は、死を予言された人間が死ぬことじゃありません』

　蒼あお衣いは汲くみ取って、言葉の先を続ける。

「人が生き返ることかい？」

『いえ、それだけだと、あんな予言めいた形の〈断章〉にはなりません』

「うーん……」

　否定され、眉まゆを寄せる神狩屋。

「じゃあ、一体？」

『あれは本当は〝予言〟なんかじゃないんです』

　改めての神狩屋の問いに、蒼衣は断言した。

『あれは結果的に予言と同じことになってるだけで、あの花が席に現れた時点で、その人はすでに生きた死人なんです。木き之の崎さきさんの〈悪夢〉は、隣に死者がいること、なんです。花が死者そのものなら、それが教室で席についてる状態を想像してください。つい先日までそこにいた友達が、ある日突然花になる。そして綺き麗れいな花の下にはその友達の、悲惨で恐ろしい姿の、死体が埋うまっている……

　木之崎さんの掘り出してしまった友達は、毎日のように傍そばを通っていた、お隣となりの花の下にひどい状態で埋まっていました。でも死んだはずの、その酷ひどい死体まで見た友達は、学校に行ってみると花として、まるで生き返ってきたみたいに席についていました。当たり前のように、授業中も休み時間も席にいる。酷い状態の死体と花のイメージとが、強く結びつきすぎたことが、木之崎さんが抱かかえる恐怖の根っこです。

　だから当然、それが〈泡ほう禍か〉にも〈断章〉にもなってます。ただ今までは、死者が生き返ってくるまでには至らなかっただけなんです。多分子供だった木之崎さんには、いつ死体に変わるか分からない友達と過ごすだけでも充分な恐怖だったからかもしれません。それとも、それを起こすほど〈泡禍〉が大きくなかったか、もしかすると木之崎さんの知らないうちに、先に気づいた〈騎き士し〉がどうにかしてしまった、なんてこともあるんじゃないかと思います』

「……確かに、あり得なくはない話だね」

　同意する神狩屋。

『だから今の木之崎さんの配役は〝王おう子じ〟かとも思いましたが────僕の結論は、多分脇わき役やくの方の〝狩人かりうど〟の方がいい気がします』

　蒼衣は言った。

『優秀な隣りん人じんが死人と暮らしてる。隣人の部屋に死体がある。そんな恐怖です』

「……」

　言葉のない神か狩がり屋やに、蒼あお衣いは一度言葉を切り、続ける。

『王おう子じの部屋にあった花は、花なんかじゃないんです』

　そして締めくくるように、蒼衣は、




『飾ってあるその〝花〟は────紛まぎれもない、人間なんです』




　言って、また一つ、言葉を切った。




　　　　†




　教室の中で響いていた物音が、止んだ。




「……お、おい……じーさん……？」




　混乱の中、一時間経たったのか、二時間経ったのか、もはや分からなくなった頃。ずっと中から断続的に聞こえていた争う音と凄すさまじい殴おう打だ音おんが、ぱったりと聞こえなくなった。

　時間はひどく経っていた。いつまでも続けられるわけがないとは思っていた。

　だが、いざそうなってしまうと、心が受け入れられない。一かず真まは固く閉ざされた教室の戸に手をかけて、びくともしないそれを、がたがたと揺さぶることしかできなかった。

「おい……おいっ！　冗じよう談だんだろ……？」

　学校の教室の、薄うすい戸一枚。

　しかし群むら草くさを止めるためにこじ開けようとした一真たちの試みは、狭せまいほど強固になるという〈アンデルセンの棺ひつぎ〉の作用のせいか、全すべて無む駄だな努力に終わった。

　隣となりの教室から持ち出した机で渾こん身しんの力で殴なぐりつけても、嵌はまった擦すりガラス一枚割ることができなかったのだ。裏にまわるという試みさえ無意味だった。教室の窓側にまわると、どういうわけか窓など一枚も砕くだけておらず、無傷のガラスに大きな石を投げつけても、それこそ壁に描いた窓に投げつけたかのように罅ひびさえ入らなかったのだ。

　無駄。

　徒労。

　殴打で天板が外れかけた机も、皮が擦すり剝むけた手のひらの痛みも、何の意味もなかった。全て無意味に、廊ろう下かの暗くら闇やみの中に放り出されていた。

　そしてとうとう今、死に物狂いの一真たちの足あ搔がきは何の結果も出さず、教室の中の音は途と絶だえてしまった。為なす術もなく立ち尽くす千ち恵え。そして壁際で臣しんが、片手で目を覆おおい、後ろの壁に後頭部を打ち付けんばかりに天を仰あおいで、悔くやしげに吐はき捨てた。

「くそっ……こんなの、何の解決にもならんじゃないか……！」

「………………」

　その通りだった。

　だが臣しんと一かず真まとでは、その同じ言葉の中に、根本的な部分で隔へだたりがあった。

　臣の思うような解決は、この〈泡ほう禍か〉には、ない。一真は理解していた。一真が死ぬ以外に、群むら草くさを救う方法も、そして臣を救う方法も、怪現象を終結させる方法も、どこにもありはしないのだ。

　最初から、分かっていたはずだった。

　そしてそれを考えて清算し、納得する時間を、群草はくれたはずだった。

　無む駄だにした。時間も、群草の命も。

　何という愚ぐ行こう。しかしどうしようもなかった。群草ただ一人だけが、この〈泡禍〉という絶望について理解していたのだ。そして若くて愚おろかな一真はその絶望について、あれほど事例を聞いていながら心の底では他人ひと事ごとのように思っていて、この期ごに及んでまだ自分に限ってはとどこかに希望など持っていたのだ。

　────神が見た〈悪夢〉に、希望など、ない。

　このままでは臣も、このクラスの全員も、そしていずれは一真も、死ぬ。

　ここにいる千ち恵えも死ぬ。まだ分からない誰かもたくさん死ぬ。一真が生きている限り、花は咲き続ける。その下に死体を埋うずめながら。

「………………っ!!」

　一真は戸に突っ伏し、拳こぶしを押し付けて、そのままずるずると、膝ひざをついた。

　死ぬ。みんな死ぬ。一真のせいで。

　一真は屑くずだった。誰のためにもならない、屑だった。

　子供のときからそう言われてきた。琴こと里りと二人、駄だ目めな家に生まれて来て、周りの大人おとなの言う通り、誰のためにもならない行いをしてきた。

　そんな一真にとって、臣との付き合いが、数少ない誇りだったのだ。

　周りの大人たちから「あんな子と付き合うと駄目になるよ」と言われ続けて来た一真にとって、優秀な臣が親友でい続けてくれることは、喜びであり、誇りだった。

　そんな臣が死ぬ。自分のせいで。

　一真は自分の胸の中で何かが折れるのを感じた。教室の中から群草の生きている音が消えたことが、一真の中の無根拠な希望と共に、その心の支えをぽっきりと折ったのだ。

「──────────っ!!」

　声にならない、悔くやしい呻うめき。

　そして一真は喉のどの奥から、搾しぼり出すように呟つぶやいた。




「────わかった、臣しん……いい。もういい」




「一かず真ま……？」

　その声と言葉にただならぬ様子を感じたらしく、後頭部を壁につけていた臣が向き直り、一真を問い質ただした。

「なに言ってんだ？　おまえ、一体……」

「すまん、臣。わかったんだ。その方がいい……やっとわかったんだ」

　戸に額ひたいをつけ、爪つめを立てて、血が滲にじみそうなほど口の端はしを嚙かみ締めて、一真は告白する。

「このままじゃ俺おれ、じーさんだけじゃなくて臣も殺しちまうんだよ……！」

「!?」

「俺の『予言』が今朝けさ……臣にも出てたんだ。このままじゃ臣は死ぬ。俺はてっきり、この事件に臣が殺されると思ってたから、解決すれば死なずに済むはずだって思ってたけど……全部俺が原因だったんなら、もう俺が死ぬしか方法が見当たらねえ……」

「な……」

　絶句する臣。

　そう、分かっていたはずなのだ。

　ただ、認められなかっただけなのだ。

　群むら草くさがこんなことになって、ようやく認めざるを得なくなった。手遅れになってからやっと分かった。自分の馬鹿さ加減に涙なみだが出た。

「あのな……臣。実は俺、ずっと思ってたんだよ」

　一真は、言った。

「今まで俺……予言が出た奴やつが死ぬたびに……どっかで俺のせいみたいな気がしてたんだ。少し苦しかったんだ……」

「…………！」

　言葉を増やすたびに、溢あふれる涙がぼろぼろと増えた。

「そんなことねえ、ってずっと強がって自分に言い聞かせてきたけど……もう駄だ目めだ。駄目なんだよ。本当に俺があいつらを殺してて、そのうえ臣まで殺すことになるんなら……俺はもう生きてたくなんかない。これで臣が死なずに済むかもしれないんなら、俺は喜んで死ぬ」

「……一真」

　もうそれ以上は言うなと、臣は咎とがめる口調で一真の名前を呼ぶ。

　だが一真は、もう止められなかった。

「臣……俺はやっぱりただの屑くずだった。でもお前は俺なんかと違って、みんなからたくさん期待されてる。俺も期待してる」

　泣きながら、一真は言った。

「だから死ぬべきはお前じゃない……俺おれだ」

「一かず真ま。落ち着け」

「俺のせいでお前が死んだら、俺は本当にみんなが言う通りの屑くずになっちまう。どんだけ大人おとなが俺を能無しの屑よばわりしても、俺、お前がいるから鼻で笑えたんだ。俺の仲間はこんなに凄すげぇんだぞ、って笑えたんだよ」

「一真！」

「あいつだって……琴こと里りだって、俺が生きてて憶おぼえてるより、お前が生きてて憶えられてる方が嬉うれしいはずだ」

「やめろ」

「だから、なあ……臣しん……海部あま野のサン……どっちでもいい」

「やめろ。もういい。それ以上何も言うな」

　厳しい声で臣。

　だが一真は、やめる気はなかった。

　一真は、戸から額ひたいを離し、決死の思いで臣たちを振り返って────




「俺を……」




　言おうとしたその時、廊ろう下かに立つ臣と千ち恵えの後ろにある夜を透かした真っ黒な窓の下から、まるで花が咲いているかのように一本の白い手が突き出ているのを見て。悪お寒かんと共に目を見開いて──────




　から、




　と直後、振り返った顔の横、目と鼻の先にある教室の戸が、小さく開くのを感じて。

　そして、




　ぬーっ、




　と決して開かなかった戸に開いた細い隙すき間まから覗のぞく、真っ黒で冷え切った本当の暗くら闇やみの中から、真っ白で血に塗れた死人の指が蛞蝓のように這い出して戸の縁を摑んだのを視界の端はしに見た。




　────みんな、死ぬ




　頭の中に浮かんだ、その言葉。

　それと同時に、凍こおりついた空気の中で、臣しんと千ち恵えの背後にある真っ黒な窓のガラスに、花のように白い手が。

　べったりと、張り付いて。

　そして次の瞬しゆん間かん、凄すさまじい音を立てて、窓のガラス一面に大きく、恐ろしいほどの無数の罅ひびが入った。




　　　　†




『────いいか、もしそっちにも〈異い形ぎよう〉が湧わいて、まだ結論が出ておらんかったら嬢じようがカズを殺せ』




　群むら草くさが、千恵に向けた最後の言葉。

「………………!!」

　強こわ張ばった表情で教室側の壁際に立ち尽くす、追い詰められたような千恵の脳のう裏りに、その頭に焼きついた言葉が、大きく浮かんだ。

　目の前の窓には、一面の罅。

　教室の戸に縋すがりついて悲嘆と絶望の呻うめきを上げた一かず真まが最後の言葉を言おうと振り返って、そして戦せん慄りつの表情で目を見開いた次の瞬間、ばしん!!　という凄すさまじい音が背後にあった窓から響き渡り、半ば恐きよう慌こう状態で振り返った先にあったのがこの光景だった。

　自分の体を抱だいて目を見開き、千恵は身を竦すくませていた。

　足が固まって、窓から身を引いた姿から、もう一歩も動けなかった。

　罅に覆おおわれた窓の向こうには、口から大量の血を吐はいた子供の死体が、罅ごしにじっと廊ろう下かを見ていた。全身に罅が入ったようにも見える死んだ子供。それが圧倒的な密度を持った夜の闇やみを背にして、じっ、とこちらを、窺うかがっている。

　そして視線のもう一つの先では、一真が細く開いた教室の戸を前にへたり込んでいた。固く閉ざされていた戸に開いた、細い隙すき間まからは────中から無数の手が這い出して戸の縁ふちを摑つかみ、廊下に出ようと蠢うごめいていた。

「…………………………っ!!」

　そんな戸を必死で押さえ、押し留とどめる臣。

　一真はその光景を前にへたり込んだ姿のまま顔を俯うつむかせ、涙なみだ声ごえでそれを止めていた。

「やめてくれ……俺おれはいいから、逃げてくれ……」

「……黙だまってろ！」

　臣は応じない。

「頼む、おまえが殺されたら何の意味もないんだ……！　俺おれを苦しめないでくれ。今まで何人も死なせて、そのうえ臣しんまで死なせて、俺が生きてられるわけがないだろ……？　俺が生き残ったら、もう地じ獄ごくしかないんだ……」

「黙だまってろって言ったぞ！」

　手伝えとも言わずに言い放ち、戸を押さえる腕うでに力を込める臣。

「いいか……一かず真ま」

　臣は歯を食いしばり、言った。

「お前は、おれを見殺しにして生きていけないって言ったな？　自分が死んでもおれを助けたいって言ったな？　だったら分かるはずだ。この先におれが死ぬかも知れないって分かってても、目の前にいるお前を、おれが助けないわけがないだろうが!!」

「………………」

「お前を見殺しにした後のおれが、地獄じゃないとでも思ってんのか!?　馬鹿にするな、心しん霊れいなんかにびびって親友見捨てたなんて自分を、おれが認めるか!!　俺はな、親や大人おとなの敷いた常識やレールにガキの頃から馴な染じみすぎてて、そんなおれが嫌きらいだったんだよ!!　おれを縛しばってるものを気にもしないお前らの生き方に憧あこがれてたんだ!!　俺がどうしても破れないもので、憧れてるお前らを守れるのが嬉うれしかったんだ!!　いつかお前らみたいな自由になりたかった。なのに、死にそうなお前を守るために全部捨てられないなら、おれはいつまでも、ただ憧れてるだけの屑くずのままだろうが!!」

「…………!!」

　血を吐はくような臣の叫びと、愕がく然ぜんとした表情の一真。

「お前を助けることが自殺と同じだって言うんなら、おれはようやく琴こと里りのやったことに追いつける」

「臣…………やめてくれ……」

「決めたぞ。おれの満足のために、おれは死ぬ。何人でも死ねばいい」

　連ねるごとに言葉が強さを増す臣と、もはやか細い、一真の声。

　だがその言葉の間にも、空気に混じる死体の体温の冷たさは、密度を増していた。

　戸の隙すき間まから這はい出す『指』。罅ひびに覆おおわれた窓の向こうで這い上がる『手』。そして廊ろう下かの闇やみの中から、




　ひた、




　という裸足はだしの足音。そしてその足音と共に、闇の向こうから滲にじみ出すようにして、ゆっくりと現れる、死人の肌はだの『白い色』。

「………………!!」

　もう逃げ場は、どこにもなかった。

　足は完全に竦すくみ、もう逃げることもできなかった。

　その中で、千ち恵えの脳のう裏りに浮かんだのは、あの言葉。




　────『嬢じようがカズを殺せ』




　今まさにこの時をおいて、群むら草くさの言いつけを守るべき時はあり得なかった。蒼あお衣いがやったように、たくさんの予想される死を防ぐため、そして自分を守るために、〈騎士団オーダー〉の一員として見知った誰かを殺すのだ。

　そう、一真を。

　それが正しいこと。そして千恵は今のやり取りの中で、一真の思いが理解できた。

　千恵が感じているのは、握にぎり締めている自分の手の中の罅ひび割れた感かん触しよく。そして包ほう帯たいの下に感じる自分の肌はだの、己の〈断だん章しよう〉の暴発によって溶とけて癒ゆ着ちやくしてしまった、瞼まぶたも開けない、肌と肉の引き攣つった感触。

　こんなものを抱かかえて、本当に生きていたいか？

　またいつ起こるか分からない恐怖と苦痛。それに怯おびえながら生きていたいか？

　答えは否いなだ。包帯で隠かくすしかない醜みにくく爛ただれた自分の肌。それだけでも心の底では耐え難いのに、いつそれに全身を侵され、内臓の中まで侵されて、苦痛と恐怖の中で死ぬかも分からない中で生きることを望むわけがなかった。

　それならば、いっそ。

　まだ千恵は死への恐怖の方が勝まさっているが、それ以上に耐え難いことが目前になったら、どうするだろうか？

　千恵は、一かず真まを止められなかった。

　ならば一真を殺す？　だがそれを考えれば、臣しんの思いも、痛いほどに分かった。

　身に〈断章〉と傷跡あとを抱かかえ家族を失い、しかしそんな中で新たに知り合った数少ない同年代の友達を、この手で殺す。

　怯えるように生きることになった千恵に、屈くつ託たくなく話しかけてくれた最初の友人。

　口にしたことはないが、恩人同然だと思っていた。心が死にかけていた千恵が何とかここまでになったのは、一真のおかげだと言っても良いのだ。

　下らない話を延々と聞かされたり。

　たまに辛しん辣らつなことを言って、会話でじゃれ合ったり。

　色々と思い出した。つまらないこと。些さ細さいなこと。そして楽しかったこと。たった数ヶ月を思い出した。たくさんたくさん思い出した。

　……殺せるわけが、ない。

　だが……殺さなければならなかった。

　無む辜この何十人を、何百人を守るために。身に〈断だん章しよう〉を抱かかえて初めて分かった。この恐ろしく忌いまわしい記き憶おくを自分から開こうとする〈騎き士し〉が、どれほど歪ゆがんでいるか、そして偉大なのかが初めて分かった。

　一かず真まの存在によって、生きることが楽しいことだという思いを、少しだけ取り戻して。

　そんな〈騎士〉に命を救われたことの意味を、理解した。

　被害者を、増やしてはならない。

「………………」

　千ち恵えは恐怖の中で、ベルトポーチから取り出したものを握にぎり締めていた。子供の持つ、シャボン玉を作るためのシャボン液の容器とストロー。自分の生に意味を見出そうとした時に、密かに買い求めて、常に持ち歩いていたものだった。

　泡あわ。

　そして〈断だん章しよう詩し〉。

　千恵にとって恐怖は未だ生々しかった。自分で〈断章〉を呼び起こそうと試みたことはまだ一度もないが、もしも呼び起こそうとすれば、おそらくすぐに現れるだろう。

　容器を握り締める手に、力が入った。想像するだけで吐はきそうな気分に襲われた。これを吹き付けて、一言〈＊＊＊＊＊＊＊＊〉と口にすれば、一真は瞬またたく間に千恵と同じように全身の皮ひ膚ふを溶とかされて、そして────




「…………………………!!」




　想像だけで鳥とり肌はだが立つ。恐怖で手の力が萎なえる。

　だがやらなければならない。被害者を増やしてはならない。群むら草くさの犠ぎ牲せいを、無む駄だにしてはならない。

「……っ!!」

　千恵はプラスチックの容器の蓋ふたを、引き千ち切ぎるように開けて。

　そして容器の中の液体に漬つけたストローを、激しく震ふるえる手で口元にやって、大きく息を吸って──────




「〈──────────っ〉!!」




　叫んだ。

　しかし叫びは、喉のどからも、それどころか意識からさえも出ていなかった。

　言葉を思い出すことさえ、脳が拒否した。手のひらの中に可愛かわいらしい、しかし恐怖に満ちた『武器』を抱かかえて、千ち恵えは俯うつむいて、ぼろぼろと涙なみだをこぼした。

　できなかった。

　できるはずがなかった。

　群むら草くさに、心の中で謝った。そして一かず真まに、皆に、心の中で詫わびたその時────




「……そう。あなたはそれでいいのよ」




　背後で、少女の声がした。

　そして千恵が、かけられたその言葉を理解するよりも前に、涙に滲にじんだ目の前が、真まっ赤かな紅ぐ蓮れんの色に変わった。




「……!!」




　　　　†




　炎ほのおの海の中で火に巻かれ、火の粉を上げてもがき苦しむ亡もう者じや。

　その時、そんな絵巻物にあるような地じ獄ごくの光景が、枠わくの中の人形劇のように、廊ろう下かに沿って続く窓の外に延々と広がっていた。

　見えるのは全身が炎に包まれ、渦うず巻まく炎の中で踊おどるように蠢うごめく、生きた死体たち。

　猛もう烈れつな炎で皮ひ膚ふが焼け、あまりの火勢に水分が肉の内から泡あわとなって滲にじみ出し、しかしすぐにそんなものも炎の中で燃え尽きて、薪まきのように黒く焼け焦こげてゆく、赤い炎の中の黒々とした亡者たちの姿。

　窓一面を覆おおうのは、人間を焼く炎の、赤い色。

　それは罅ひびだらけの窓ガラス越しに学校の廊下を照らし、揺らめく赤い光となって、校舎の中を地獄の色に染め上げていた。

　そんな通路の中を、雪ゆき乃のは歩く。

　血で汚よごれた左腕うでをだらりと下げ、カッターナイフを持ったままの右腕で押さえた雪乃は、血の気が失うせて蒼そう白はくな顔を炎の色で照らされながら、憎ぞう悪おと使命感に凝こり切った幽ゆう鬼きのような表情で、ゆっくりと廊下の中央を歩いていた。

　重い全身。遠い意識。

　冷え切った体と、まるでそれに対比するように、無数の傷の痛みによってひどく熱っぽい、切り刻んだかのような有様の左腕。

　もはや〈断だん章しよう詩し〉も何も関係ない、剝むき出しの〈悪夢〉。

　雪乃が歩を進めるたびに、燃え盛る地獄もゆっくりと前進し、女王の知覚に触ふれた〈異い形ぎよう〉はすぐさま炎ほのおに巻かれて、燃え盛さかる魔物の舌したに舐なめ取られたかのように、灼しやく熱ねつの地じ獄ごくの中へと吞のみ込まれてゆく。

　燃え盛る地獄と、その女王。

　雪ゆき乃のは、苦痛と眩暈めまいの中で遠く消えて行きそうになる意識を、強烈な意志力だけでかき集めて、ここに立っていた。

　一度では塞ふさぎきれないほどの傷を抱かかえ、その痛みを全すべての亡もう者じやに、そしてこの〈悪夢〉の世界に撒まき散らしながら。

　雪乃は立っていた。ただ〈騎き士し〉として。ただ〈雪の女王〉として。ただ己の関わったこの世界の終しゆう焉えんを見届けるため────ただそれだけのために、雪乃は己の意地をかけて、皆の反対を押し切って、傷つき疲ひ弊へいした体と心に鞭むち打うってこの場所に立っていた。

　全ての罪人の喉のどを、炎で焼く使命を果たすため。

　神の使者たる城の料理番が、炭すみ火びを手に、配役たちの前に現れた。




「……時とき槻つき……さん……」




　呆ぼう然ぜんと、千ち恵えが雪乃の背中を見て、呟つぶやく。

　雪乃は傲ごう然ぜんと周りを見回す。雪乃は炎の色に照らされた廊ろう下かの真ん中で、千恵と、一かず真まと、臣しん、そして亡者たちの中心に立って、毅き然ぜんとその顔を上げた。

　皆が、呆然と雪乃を見ていた。

　つい先ほどまで攻防が行われていた、闇やみを湛たたえた教室の戸の隙すき間まからは、今やかつて指だったものたちが、火を噴ふく炭火となって火の粉を上げていた。

　一真と臣の視線は、救いの主ぬしにして破壊の主を見るもの。

　だが、二人が雪乃に見出した救いと破壊の意味は、それぞれ違うものだった。

「〈雪の女王〉……!!　あんたなら……俺おれを殺してくれるよな……!?」

「一真!?」

　一真が言い、臣が顔色を変えた。

　縋すがりつかんばかりの一真と、それを押し留とどめて雪乃との間に割り込もうとする、臣。

「……」

　雪乃はその様子を、世にも面めん倒どう臭くさそうに見やる。

　そして、

「……後にして」

　と一言冷たく言い放つと二人を無視し、教室の戸に手をかけて、力の入らない腕うでを酷こく使しして開け放った。




「…………………………」




　炎ほのおの燃える教室を、見下ろす雪ゆき乃の。

　床ゆかに転がってもがき、蠢うごめく無数の生きた火ひ種だね。

　それに照らされて、火の粉の舞う空気の中に、整然と並んでいる机と、その上に据すえられたたくさんの花々。

　そしてその中に、少女の遺い体たいが横たわっていて────一人の白髪しらがの老人がその傍そばに、腹と胸とを大きく食い破られて、大量の血を吐はき出した姿で壁を背にして座り込み、弱々しく首を曲げ、虚うつろに雪乃を見上げた。

「!!」

「……早かったな……嬢じよう……」

　かすれた呟つぶやくような声で言う、群むら草くさ。

「カズは……どうなった？　納得は……できたか？」

「……」

　それだけ聞いて、雪乃はここで起こったことの全すべてを、そして群草の傷がもう助からないほどのものであることを、ほぼ一度に理解した。

「……群草さん、あなたの自己犠ぎ牲せいを責める人はいないわ」

　雪乃はやり切れない気持ちを、氷の仮面の中に押し込んで、言った。

「ただし…………つい数時間ほど前までは。彼が気づかなくていいことに気づきさえしなければ、あなたは〈騎き士し〉の中の〈騎士〉でいられた。群草さんは早まったの。詳くわしいことは……彼に聞いて」

「……」

　雪乃がもう限界なほどに重い体を引くと、教室の入口に、神か狩がり屋やの姿と────そしてこの町にはいないはずの蒼あお衣いが、やりきれない表情をして立っていた。







　　　　３




「────〈君の本当の姿は何だ？〉」




　蒼衣の、囁ささやくような声。

　そして、




「〈誰も君の形を縛しばってなんかいない────変われ〉」




　その言葉と同時に、周囲の、まだ蠢うごめいている人間の形をした無数の消し炭ずみが幻げん覚かくのようにかき消えて、蒼あお衣いが手にしている白い布に包まれた箱が手品のように一輪の白い花に変わって、横たわる少女の上に落ちた。

　それを見守る雪ゆき乃のと神か狩がり屋や、一かず真まと臣しん。

　そして神狩屋の〈断だん章しよう〉たる、忌いまわしい〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉によって、あと一時間と持たずに消えるだけの命を永らえている、壁に寄りかかって座り込んでいる、群むら草くさの目。

「……」

　群草の血の臭においと、弔とむらいを待っているかのような整然と並んだ花。

　そんな皆の視線の中で、蒼衣は神しん妙みような表情で、立って。

　そして────




「結論から言うと、木き之の崎さきさんはまだ〈異い端たん〉にはなっていません」




　蒼衣はまず、そう言った。

「これまでにあった一連の事件ですけど…………ここにある〝予言〟を除のぞくと、木之崎さんの〈断章〉が起こした現象は、夜道で木之崎さんを襲った〈異い形ぎよう〉と、雪乃さんたちを襲った花の〈異形〉の、二つだけです」

「……はあ!?」

　この蒼衣の説明に一番大きな反応を返したのは、やはり当の本人である、一真だった。

「僕は、それを伝えるためにここまで来ました」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　うわずった、一真の声。

「じゃあ……梢枝こずえ姉ねぇが死んだのや、あのいつまでも枯かれなかったユリは、原因は俺おれでも臣でもないってことか？」

「ええ」

　その問いかけに、蒼衣は頷うなずく。

「じゃあ、一体……」

「いま見た通りです。僕の〈断章〉は、理解した〈悪夢〉を全部持ち主に返して、その人の姿を変えてしまいます。いま、花に変わってしまったのは金森梢枝さんのお骨です。梢枝さんという人は多分、本当はただ妹さんのために枯れてゆくだけの一本の花に、なりたかっただけなんだと思います」

　蒼衣は言った。そう言って俯うつむいた視線の先には、蒼衣の〈目め醒ざめのアリス〉によっても消えなかった〈異形〉────蘇った琴里の遺体の胸に捧ささげられるように落ちた、清せい楚そな一本の、白い花があった。

「……梢枝こずえ姉ねぇが……？」

「そうです」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく一かず真まに、蒼あお衣いは続ける。

「これは梢枝さんの〈悪夢〉だったんです。救えなかった人が、自分を責めに帰ってくるという恐怖と罪悪感です。この〈悪夢〉によって琴こと里りさんは蘇よみがえってみんなの前に、あるいは仄ほのめかすように現れた。そして梢枝さんは、そこまでが〈悪夢〉のシナリオだったのか、それとも自分の〈悪夢〉に耐えられなかったのかは分かりませんが……自ら命を絶ちました。それ以降に起こっていた事件は、全すべてその時に発生した〈悪夢〉の残りです」

「………………!!」
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「……途と中ちゆうから、違和感を感じてはいたんです」




　蒼衣は携帯電話の向こうの神か狩がり屋やに、そう説明した。

　あれから蒼衣は、気づいてしまった事実を収拾するために一大決心をし、寝ずに学校へ行くことを覚かく悟ごして、それこそ必死になって夢ゆ見み子こを寝付かせてからタクシーを呼んで飛び乗ったのだ。

　その車中、神狩屋に説明を始めた言葉が、それ。

　タクシー運転手への配はい慮りよと、自分がこれから『普通』の生活をないがしろにしようとしていることへの気き鬱うつな思いから、蒼衣は声を落として、電話を手で覆おおうようにして言った。

「今まで起こった事件について、ずっと考えてたんです」

　蒼衣の言葉。

『いいよ、続けて』

　車を運転しながらの通話らしい、時々遠くなる神狩屋の声が促うながす。

「はい。その時にずっと何か変だと感じてたんですが……分かりました。さっき夢見子ちゃんから二つ目の〝予言〟が出て、どういうことか考えてて、気がついたんです。

　最初は、雪ゆき乃のさんだけじゃなくてこれから僕も関わることになるという意味で出た予言だろうと思いました。多分それは合ってるんですが、それだけじゃなくて、急に僕の違和感と繫つながったんです。僕が変だと感じてたのは────最初に起こっていた事件がずっと『祟たたり』みたいな様子だったのに、木き之の崎さきさんを襲ったのがいきなり『化ばけ物もの』だったことです。金かな森もり家けに起こった事件は怪談とか心しん霊れい現象風ふうでほとんど実体がないか姿を現さなかったのに、木之崎さんが遭あったのは明らかに実体を持った怪物でした。その辺りから、はっきりとしたものではないですけど何となく違和感を感じてたんです」

『……すごいな。僕は思いもしなかった』

「その乖かい離りした感じと、予言が二つ。だとすれば、〈悪夢〉が二つあると考えると自然に全部が収まります。これを前提にして、これまで起こった〈泡ほう禍か〉の中から『怪物』を取り除いていくと、残った中に『祟たたり』の構造が出てきます。

　つまり────枯かれないユリと、一緒に現れる金かな森もり琴こと里りさんの亡ぼう霊れい。これらから直接的に害を受けた経験があるのは、分かっている限りでは石いし田だ臣しんさんと、金森梢枝こずえさんの二人です。二人は条件的には全く同じです。どっちが〈潜せん有ゆう者しや〉でも全然おかしくない」

『そうだね……おそらく、何か別の要因がないと区別がつけられない』

「実際、一度ここで、僕の考えは止まりました」

　蒼あお衣いはそこで区切って、言った。

「じゃあ、ここで『なでしこ』と符ふ合ごうさせたら、どうでしょう？」

『え……!?』

「そうなると、符合はこうです。電車に四つ裂ざきにされた金森さんのお母さんは、犬にされてしまった『料理番』でしょう。僕が見てしまった、僕にとってのこの事件の一番の原点になる光景です。なので実験的にここから全すべてを進めてみると……最初は琴里さんが花にされた少女かと思いましたが、電車に轢ひかれてバラバラになった彼女は獣けものに引き裂かれて死んだ『王おう子じ』の方がしっくりくる気がします。そして彼女の母親代わりである梢枝さんが、『王おう妃ひ』です。石いし田ださんは恋人というよりも、保護者のような感じのようだったので『王様』を当てはめてみます。で、現実には『王子』と『料理番』は、もう死んでいます。そして『花になった少女』は、そもそも作られたモノで、存在しません。

　じゃあ、ここから考えられる中で、一番の〈悪夢〉は誰にとっての何でしょう？

　……一つ思いつきました。王妃は無実の罪ですが、少なくとも本人は王子が獣に取られて死んだと思っています。本人は罪悪感で一杯で、周りからも不注意を糾きゆう弾だんされて、誰も入れない塔とうの上に幽ゆう閉へいされています。とすると、そんなところに────死んだ王子が声をかけてきたら、どう思うでしょう？」

『……!!』

「たぶんこれが、『なでしこ』の中での一番の恐怖じゃないかと思います」

　絶句する神狩屋に、淡々と蒼衣。

「『助けられなかった死者からの糾弾』が、この〈泡禍〉の本質です。『なでしこ』の王子誘ゆう拐かいに当たる琴里さんの死から、王妃である梢枝さんの〈悪夢〉が始まりました。料理番であるお母さんが裁かれて、王様である石田さんのところにも密かに王子は現れています。そしてとうとう、周囲の無理解と身内からの糾弾を受けて、心の牢ろう獄ごくに閉じ込められた梢枝さんのところに、死んだ琴里さんが現れます。そしてこれによって王妃である梢枝さんは死を選び、この時点で〈泡ほう禍か〉そのものは、もう残り火だけしか残っていません。

　ですが……問題は、これらの〈泡禍〉は同時に木き之の崎さきさんのトラウマに引っかかった、ということです。ここで、もう一つの『なでしこ』が派生します。木之崎さんにとっての主役である石いし田ださんは、そのまま『狩人かりうど』と狩人のふりをした『王おう子じ』に当たります。石田さんの部屋で見つけた枯かれない花は、王子の部屋にある『花に変えられた少女』です。そこに『少女』がいる証しよう拠こを見つけてしまい、蘇よみがえる死人が隣となりにいるというトラウマを直ちよく撃げきします。

　そして立て続けの、近い人たちの酷ひどい死。そこから、花になった……つまり死んだ人間が生き返ってくるという、ずっと本人にも自覚がなく眠ねむっていた〈断だん章しよう〉が目を覚ましたんでしょう。木之崎さんや僕の目の前で死んだ金かな森もり家けのお母さんが、一緒に死んだ犬と一緒に生き返ってきて、木之崎さんの前に現れます。そこからは────多分、僕よりも神か狩がり屋やさんの方が現場を見てるんじゃないかと」

『…………そうだね』

「だから配役の重なった二つの『なでしこ』が、同時進行してたんです。『狩人』と『王子』と、それから琴里さんの『リーゼ』。『王おう妃ひ』と『庭師』は同じ。そして無実の王妃を弾だん劾がいした『王様』が、金森家のお父さんです。そして、神様から与えられて全すべてを起こした『王子の力』は、〈泡禍〉そのものでしょう。

　そして雪ゆき乃のさんが、罪人に炭すみ火びを吞のませる『お城の料理番』。僕らの新しい『なでしこ』では、『お城の料理番』が神様に踊おどらされていることに気づいて、神様の口に炭火を投げ込んでくれればいいんですが」

『……』

「とにかく僕はそれを願って、そっちに行きます」

　蒼あお衣いはそして、言った。

「ほとんど全て分かってる状態で、夢ゆ見み子こちゃんの予言が出ました。きっと、今までで一番早く予言から行動に移れてると思います。もしこれで、木之崎さんを救えたなら────」

『……！　そうか』

「ええ、僕らは────〈グランギニョルの索さく引いんひき〉と〈雪の女王〉と、僕の〈目め醒ざめのアリス〉があれば、童話の形になるような大きな〈泡禍〉を防げるようになるかもしれない、ということです」
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「……だから、あとは木之崎さんの〈断章〉をどうにかすれば、全て解決します」




　蒼衣は皆の、前で。

「そのために、僕は来たんですが……」

「………………」

　蒼あお衣いも皆も目を伏せた。皆の立つ、この教室で全すべてを圧して広がっているのは花だった。止め得ない一かず真まの〈断だん章しよう〉によってどこからともなく生み出された、この教室の生徒二十余名の死を決定する、前もって用意された弔とむらいの花だった。

　そして、ここにはない、臣しんのものもある。

　どうにもならなかった。一真のために、これだけのまとまった人数を犠ぎ牲せいにするわけにはどうしてもいかないのだ。

　二つ目の〈泡ほう禍か〉の出現は、防いだ。

　図に当たった。蒼衣たちが勝った。巨大な〈泡禍〉への勝利。しかしそれにも関わらず人は守れなかった。群むら草くさは死を待つばかりで、一真は殺さなければならなかった。

「残念ですが致命傷です。〈保持者〉が負ったこれだけの傷を〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉で治せば、まず確実に〈異い形ぎよう〉になります」

　群草の状態を見た神か狩がり屋やは、そう言って悲しそうに首を振った。

「僕の……〈目め醒ざめのアリス〉なら、たぶん〈断章効果エフエクト〉は消えると思います。ただし木之崎さんの命と引き換えになってしまいます」

　蒼衣は言った。二人が下した、二人への死の宣告。

　群草は頷うなずいただけで、粛しゆく々しゆくと受け入れた。一真は諦あきらめの溜ため息いきをつき、がん、と凄すさまじい音を立てて、臣が壁を殴なぐりつけた。

「これからのことなら、〈断章〉を抑制する対策と練習をして、何とかなるかも知れないんですが……」

　現れてしまったこの〈効果〉は、もうどうしようもない。

　神狩屋のそんな言葉を、片手で顔を覆おおって聞いていた一真は、やがて捨て鉢ばちな笑いを漏もらして、顔を上げた。

「はは……もう覚かく悟ごしたのに、改めて言われると、やっぱ怖こえぇな……」

「…………」

　誰も、何も言えなかった。

「でも臣、やっぱお前が死ぬの分かってて、自分だけ助かろうとは思えねえわ。いいとこまでいったのにな……はは……やっぱ〈悪夢〉は〈悪夢〉だわ……」

「すいません……」

　俯うつむいて、謝る蒼衣。

「やめてくれ。誰も悪くねーよ……誰も」

　そして、今度は何も言わない臣に、妙みように穏おだやかな笑顔を向ける。

「落ち着いたか？　琴こと里りのクラスの奴やつらを全員殺して構わないなんて、もう言わないよな」

「…………ああ」

　言って、下を向いたまま、ぎり、と音がしそうなほど強く歯嚙がみする臣しん。

「悪わりい。世話になった」

　一かず真まは、笑顔のままでぽつりと、そう言って。

「俺おれは……お前が親友で、良かったと……お……おも……」

　そしてそのまま、言葉と共に笑顔が決けつ壊かいした。







「……ごめん……！　マジでごめんな……！　俺なんかが友達でごめん。ごめん。俺が……俺がこんなんじゃなかったら、お前をこんな目に遭あわせなくて済んだのに……！　俺とさえ会わなけりゃ、こんなことにはならなかったのに…………!!」







　ぼろぼろと涙なみだをこぼし、顔をぐしゃぐしゃにして泣きながら、一真は謝った。

「………………ふざけんなっ!!」

　臣が肩かたを怒らせて咆ほえた。

　咆えて、一真の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げ、教室の壁に押し付けて、しかしそれ以上は何もできずに下を向いて、言葉もなく肩を震ふるわせた。

「…………………………」

　みんな、深く俯うつむいていた。

　ただ全すべての始まりだった少女の遺い体たいだけが、一輪の白い百合ゆりを抱いだいて、安らかな表情で、横たわっていた。

　そして────もう一人。

　血に染まって、床ゆかから立ち上がれない老人が、不意に枯かれた声で、神か狩がり屋やの名を呼んだ。




「……神狩屋……話がある」




　………………
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　　　終章　　えいえんの花







　────教室の戸が、閉じられた。




　中には無数の花と、少女の遺い体たい、そしてもう一つのまだ白髪しらがの老人であるモノが、静かに横たわっていた。

　閉じたのは、左腕うでを包ほう帯たいで縛しばった、神か狩がり屋や。

　その腕は肘ひじほどから下がない。そしてその光景を、蒼あお衣いが、雪ゆき乃のが、千ち恵えが、そして一かず真まと臣しんがそれぞれの面おも持もちで、あるいは涙なみだを流して、見守っている。
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「……神狩屋……まだ時間を、やれるかもしれん。わしを生かせ」




　群むら草くさが、浅い呼吸の中で言ったのは、そんな提案だった。

　その意味を正しく理解したのは、その瞬しゆん間かんでは、当の神狩屋だけだった。

「…………本気ですか？」

「今のわしに……それを問うのか？」

「……いえ」

　それだけの、短いやり取り。

　そしてその時に、人じん倫りんのために人倫を冒ぼう瀆とくする、おぞましい悪魔の────いや、〈神〉を仲立ちにした契約が、ここに成立した。

　つまり────




　群草を〈異い形ぎよう〉となるのも構わずに〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉で生かし、

　そして教室に一真の〈断章効果エフエクト〉もろともに、〈アンデルセンの棺ひつぎ〉で封じる。




　恐怖に恐怖を閉じ込める、〈悪夢〉そのものの計画。

　聞いた瞬間の蒼衣の思いは、驚きよう愕がくと共に、懐かい疑ぎだった。そんな都合よくいくだろうか？　と思い、そしてその通りに口にした。

「……わかりません。多分、だから『時間をやる』なのです」

「そうだ」

　神か狩がり屋やの返答と、群むら草くさの肯定。

「石いし田だ君の件に関しては、机をここに持ち込むくらいしかやりようがありません。本当にそれで意味があるのかは分かりません。なのでもし、効果がないそぶりが見えたら、すぐさま木き之の崎さき君を……どうにかすることになるでしょう」

「……」

　他ほかにも、蒼あお衣いの口から疑問は出る。

「いつまで、そんなことができるんですか？」

「さてな……ここの二十人だかが、寿じゆ命みようで死ぬくらいまで待てばよいのだろう？」

「……そんなに生きれるんですか？」

「わからんな。だが人でなくなるのだから、可能性はある。神狩屋の〈悪夢〉からすると、少しは期待できるかもしれんぞ」

「食べものとかは、どうするんですか？」

「神狩屋、腕うでを一本置いて行け。お前の血肉は切り離されても死なんだろう。その血肉を啜すすって生きればいい」

「……耐えられるんですか？」

「それこそ分からんな」

　ふん、と死に瀕ひんした群草は、それでも気難しくふてぶてしく、そして弱々しく、小さく鼻を鳴らした。

「……」

　蒼衣はそれだけ聞くと、不安げに黙だまる。

　そして最後の質問を、群草に向けて発した。

「……成功率は、どれくらいだと思いますか？」

「分かるわけがない……だが、勝算はある」

　その問いに、群草は答えた。




「なぜなら……

　わしは〈異い形ぎよう〉となることも、何十年も死なずに死体と共に閉じ込められることも、心底恐ろしいと思っとるからだ。絶対にこんなことにはなりたくないと心の底から思っとるからだ。死んだほうがマシだと心から思っとるからだ。

　……きっとわしの〈悪夢〉は、期き待たいに応こたえてくれるだろう」




　群草は言った。

　そして全すべては、実行された。




　　　　†




　教室が閉じられた瞬しゆん間かん、その教室の存在は、地上から消えた。

　大量の〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉によって不安定さを増した群むら草くさの〈断だん章しよう〉は、その中に一つの遺い体たいと大量の弔とむらいの花と、そして膨ぼう大だいな恐怖と悪夢を詰め込んだ教室を、完全にそこにあってそこにないモノへと変えてしまった。

　失われた教室は、教師にも生徒にも、雪ゆき乃のによって行われた殺さつ戮りくの名残なごりである火事騒さわぎの中で、その存在がうやむやになってしまった。

　生徒たちは自分たちの教室と持ち物は焼けてしまったのだとごく自然に思い込み、新しい道具と新しい教室で、新たな生活を始めた。

　これを期に一人の少女の席が、取り払はらわれて。

　全すべてが、また再開してゆく。

　その内に、誰も気づかない、〈悪夢〉の詰まった棺ひつぎを抱かかえて。

　一人の少女の遺体と、弔いの花と、そして、かつて一人の老人だったモノを閉じ込めた、大きな棺を残して。

　…………




『……平へい穏おんね』




　後日、雪乃と蒼あお衣いは、敷地の外から学校を見上げていた。

　夏休みだというのに学校の制服を着ている二人が見上げる中で、このコンクリートと壁材の色をしたどこにでもありそうな高校は、夏休みの静けさを湛たたえて、燦さん々さんと降り注ぐ陽光に照らされていた。

　ひどく清せい浄じように見えるその光景の中で、今にも消えそうなうっすらとした姿でフェンスの上に座った風かぜ乃のが、珍めずらしく静かな表情で校舎を見上げ、呟つぶやく。

　いつ決けつ壊かいするか分からない、あの不確定な封印の試みを定期的に見張るためにやって来た蒼衣と雪乃だったが、この場所を前にして、話すことはあまりない。珍しく大人おとなしい風乃の言葉にも何も言わない。そんな雰ふん囲い気きがあった。




　────〈騎き士し〉の中の、〈騎士〉。




　雪乃が言ったものに、群草はなった。

　誰にも文句は言わせない。少なくとも蒼衣は思う。

　だが、その実態はどうだろう？　人間の死体と共に閉じ込められ、人間の血を啜すすり、人間でなくなった老人は、一体いま何を思っているのだろう？

　いま彼は、どのような姿になっているのだろう？

　そしてまだ、正気でいるだろうか？

　何も、分からない。

『平へい穏おんだわ……』

　どこかつまらなそうにも聞こえる風かぜ乃のの呟つぶやきが、全すべてを表していた。

「…………」

　陽光と風の中にいる、蒼あお衣いと雪ゆき乃の。

　そうしていると裏うらから様子を見てきた神か狩がり屋やが、二人に近づいてきた。

「……どうだい？　何か異常の気配はあるかい？」

　神狩屋は雪乃に訊たずねる。雪乃はちらりと退屈そうな風乃の姿に目をやって、「ないわ」と首を横に振った。

　あのとき断ち切られた腕うでは、ものの一週間ほどで元に戻っていた。

　この場にいて、それを思い出すと、改めて蒼衣は、自分が関わっているものがとてつもなくおぞましいものであることを実感せざるを得ない。

　そして、そうでなければ守れないものも。




「…………」




　神狩屋の横で、言葉もなくじっとあの教室のある辺りを見つめている一かず真まの、変わらず軟派で茶ちや髪ぱつの、しかしあれから妙みように表情にぞくりとするものを含むようになった横顔を見ながら、蒼衣はそう実感せざるを得ない。

　今、この土地に活動可能な形の〈ロッジ〉はない。

　だが、持ち前の社交性でコネクションだけはある一真が、学校と家の手伝いと〈断だん章しよう〉の抑制訓練の傍かたわら、再びまとめようとしている。

「……ん？」

　蒼衣の視線に気づいて、一真は不思議そうに蒼衣を見た。

　陽光の中、人懐なつっこい微笑を浮かべた顔。その耳でピアスが一いつ瞬しゆん、眩まぶしく光る。

「…………いえ」

　蒼衣は、何も言えなかった。

　一真はそれを聞くと、

「うん。そうだな。俺おれもここだと、なに言えばいいか思いつかね」

　と僅わずかにはにかんで言い、毎日見て通っているはずの校舎を、もう一度見やった。

「…………」

　蒼あお衣いは、思い出す。

　あの教室で、群むら草くさと一かず真まが交わした、最後のやり取りを。

　泣きじゃくる一真に、群草は言ったのだ。




「……カズ……お前の〈断だん章しよう〉に、名前をつけてやらなきゃいかんな……」




　と。

　そしてその時に、群草と一真を残して、皆は教室を出た。

　一真の〈断章〉にどんな名前がつけられたのか、どんなことを最後に話したのか、蒼衣たちは知らない。知るよしもない。

　教会に忍び込んだ不届きな庭師は、いない。

　王おう子じに与えられたものは、誰も、知らない。
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　あとがき




　クリック？

　クラック！




　まずは引き続き、この本を手に取った貴方あなたに御礼申し上げます。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。上巻から待って下さいました皆様、お待たせ致しました。




　さて……本編については上巻のあとがきで書きましたので、特に語ることはありません。

　というわけで代わりというではありませんが、最近立て続けにお手紙で同じ質問を頂いたのが印象に残っているので、それにお答えしてみようかと思います。

　その質問は、「作家になるにはどうすればいいですか？」というもの。

　難しい質問でして、簡単に答えると「人によります」というのが答えです。

　百人の作家はみんな違うものを書きますし、生い立ちも考えも、どうやって作家になったのかもみんなバラバラです。なので「作家になるアドバイスを」と問われると、みんな自分風ふうにしかアドバイスできません。「書き続けること」と答える人もいるでしょうし、「社会経験を積め」と答える人もいるでしょう。そして私には、このどちらも当てはまりません。

　では私が言えることは────「本を楽しむこと」と、「冗じよう談だんを言うこと」です。

　前者はともかく、後者は意外かもしれません。

　まずは前者ですが……小説に限らず『本』を純粋に楽しむこと以上の小説の勉強はないと私は思います。本から得た「面白さ」と「興味」を蓄積すればするほど、それはいずれあなたにとっての面白い小説の材料になります。

　そして後者ですが……『冗談』は、あなたが見聞きしたことを「面白いものに変える」という訓練そのものです。見かけたもの、聞いたもの、相手の口から出た一言、それらを捻ひねって曲げてくっつけて面白いものに変える思考の錬れん金きん術じゆつは、必ず小説を書く役に立ちます。

　作家はたとえ内気で口下手べたでも、一度口を開けば話の面白い人が多いです。

　こんなところで、いかがでしょう？

　ではそんな感じで、この巻は……




　はつかねずみがやってきた。

　はなしは、おしまい。





二○○八年一○月　　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。この巻の脱稿＆次の日の打ち合わせを初めて新宿で行いました。もちろん日本酒が飲めるお店です。二軒の内どちらか……と悩んだのですが、すでに一軒は常連でした。さ、さすがです。
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。今回はぜひとも琴里ちゃんとの楽しかった日々を描きたく、三角牛乳パックもほのぼの仕様です。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係
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